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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　創傷に陰圧を加えるための装置であって、
　流体流路を介して包帯に結合されるように構成されている陰圧源であって、前記包帯が
、前記創傷の上方に配置されるように且つ前記創傷を覆う流体不透過性シールを実質的に
形成するように構成されている、前記陰圧源と、
　コントローラであって、
　　前記包帯に覆われた状態において所望の陰圧レベルを発生させるために前記陰圧源を
動作させるように、
　　前記包帯に覆われた状態における圧力レベルが前記所望の陰圧レベルに到達した場合
に前記陰圧源を動作停止させるように、
　　前記陰圧源が持続時間の間に動作している時間量を反映する前記陰圧源のデューティ
サイクルを前記持続時間に亘って監視するとともに監視された前記デューティサイクルを
デューティサイクル閾値と比較するように、及び、
　　監視された前記デューティサイクルに少なくとも部分的に基づいて、前記デューティ
サイクルが前記デューティサイクル閾値を越えていると判断された場合、前記流体流路に
漏れが存在するという表示を提供するように、
　構成されている前記コントローラと、
　を備えていることを特徴とする装置。
【請求項２】
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　前記コントローラが、前記漏れの流量が流量閾値を超えることを表示するように構成さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記コントローラが、前記陰圧源を動作停止することによって、前記漏れの流量が前記
流量閾値を超えることを表示するように構成されていることを特徴とする請求項２に記載
の装置。
【請求項４】
　前記コントローラが、前記漏れに起因する前記包帯に覆われた状態における陰圧の損失
の検出に応じて、前記包帯に覆われた状態における前記所望の陰圧に回復させるために、
前記陰圧源を動作させるように構成されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記コントローラが、前記包帯に覆われた状態における前記所望の陰圧に回復させるた
めに、前記陰圧源を周期的に動作させるように構成されていることを特徴とする請求項４
に記載の装置。
【請求項６】
　前記コントローラが、前記デューティサイクルとデューティサイクル閾値との比較に応
じて前記陰圧源のカウンタを更新することによって、前記陰圧源の前記デューティサイク
ルを監視するように構成されていることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載
の装置。
【請求項７】
　前記コントローラが、
　　複数の持続時間に亘って前記陰圧源の複数の前記デューティサイクルを監視するよう
に、
　　複数の前記デューティサイクルそれぞれを前記デューティサイクル閾値との比較に応
じて前記カウンタを更新するように、及び、
　　前記カウンタが過負荷閾値を超えているとの判定に応じて、前記漏れが前記流体流路
に存在することを表示するように、
　構成されていることを特徴とする請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記コントローラが、複数の前記デューティサイクルを複数の連続する同一の前記持続
時間に亘って連続的に監視するように構成されていることを特徴とする請求項７に記載の
装置。
【請求項９】
　前記コントローラが、
　前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えていると前記コントロー
ラが判定した場合に前記カウンタを増分することによって、及び、
　前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えていないと前記コントロ
ーラが判定した場合に前記カウンタを減分することによって、
　前記カウンタを更新するように構成されていることを特徴とする請求項６又は７に記載
の装置。
【請求項１０】
　前記デューティサイクル閾値が、変動することを特徴とする請求項６～９のいずれか一
項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記表示が、前記陰圧源の動作停止を含んでいることを特徴とする請求項１～１０のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記コントローラが、
　　第１の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態における圧力レベルが前記
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所望の陰圧レベルに到達していない場合には、第２の時間間隔の間において前記陰圧源を
活動停止させるように、及び、
　　前記第２の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態において前記所望の陰
圧レベルを発生させるために、前記陰圧源を動作させるように、
　構成されていることを特徴とする請求項１～１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記コントローラが、再試行サイクルの回数が再試行限界を超えた後に、前記包帯に覆
われた状態における前記圧力レベルが前記所望の陰圧レベルに到達していない場合に、前
記陰圧源を動作停止させるように構成されており、
　各再試行サイクルが、前記第１の時間間隔が経過した際に前記陰圧源を動作停止させる
こと、及び、前記第２の時間間隔が経過した際に前記陰圧源を動作させることを含んでい
ることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記コントローラが、
　　前記包帯に覆われた状態における前記圧力レベルが前記所望の陰圧レベルに到達して
いない場合に、前記陰圧源を動作停止させるように、及び、
　　前記包帯に覆われた状態における前記圧力レベルが陰圧閾値に実質的に到達した場合
に、前記陰圧源を動作させるように、
　構成されていることを特徴とする請求項１～１３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記装置が、インジケータを備えており、
　前記コントローラが、前記漏れが存在すると前記コントローラが判定した場合に前記イ
ンジケータを動作させるように構成されていることを特徴とする請求項１～１４のいずれ
か一項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［関連出願の相互参照］
　本出願は、２０１１年７月２６日に出願された米国特許仮出願第６１／５１１，９５０
号の優先権を主張するものであり、その開示はその全体が参照により本明細書に組み込ま
れている。加えて、「ＲＥＤＵＣＥＤ　ＰＲＥＳＳＵＲＥ　ＴＨＥＲＡＰＹ　ＡＰＰＡＲ
ＡＴＵＳＥＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＯＦ　ＵＳＩＮＧ　ＳＡＭＥ」という名称の２
０１１年１１月２日に出願された同時係属中の特許出願第１３／ＸＸＸ，ＸＸＸ号（代理
人整理番号ＳＭＮＰＨ．１９５Ａ）、及び「ＲＥＤＵＣＥＤ　ＰＲＥＳＳＵＲＥ　ＴＨＥ
ＲＡＰＹ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳＥＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＯＦ　ＵＳＩＮＧ　ＳＡ
ＭＥ」という名称の２０１１年１１月２日に出願された同時係属中の国際特許出願第ＰＣ
Ｔ／ＵＳ２０１１／ＸＸＸＸＸＸ号（代理人整理番号ＳＭＮＰＨ．１９５ＷＯ）の開示は
、それらの全体が参照により本明細書に組み込まれている。
【０００２】
　本明細書に開示する実施形態は、局所陰圧（ＴＮＰ）療法を用いて創傷を包帯で処置し
、治療するための方法及び装置に関する。例えば、ただし非限定的に、本明細書に開示す
る幾つかの実施形態は、ポンプキットから与えられる減圧を用いて創傷を治療することに
関する。必須ではないが、ポンプキットの幾つかの実施形態は滅菌性とすることができる
。別の非限定例として、本明細書に開示する幾つかの実施形態は、ＴＮＰシステムの動作
を制御するための装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ヒト又は動物の治癒プロセスに役立つ、多くの異なるタイプの創傷包帯が知られている
。これらの異なるタイプの創傷包帯としては、多くの異なるタイプの材料及び層、例えば
ガーゼ、パッド、フォームパッド、又は多層創傷包帯が挙げられる。局所陰圧（「ＴＮＰ
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」）療法は、真空補助閉鎖療法、陰圧創傷療法、又は減圧創傷療法と呼ばれることがある
が、創傷の治癒速度を改善するための有益な機序として広く認識されている。かかる療法
は、切開創、開放創、及び腹部創など、広範囲の創傷に適用可能である。
【０００４】
　ＴＮＰ療法は、組織浮腫を軽減し、血流を促進し、肉芽組織の形成を刺激し、過剰な浸
出物を除去することによって、創傷の閉鎖及び治癒を支援し、また細菌負荷を、ひいては
創傷に対する感染を低減し得る。さらに、ＴＮＰ療法は、創傷の外部障害（outside dist
urbance）をより少なくすることができ、より迅速な治癒を推進する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第７５５００３４号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１１／１８６７６５号明細書
【特許文献３】米国特許出願第１３／０９２０４２号明細書
【特許文献４】英国特許出願第１０１５６５６．０号明細書
【特許文献５】英国特許出願第１００６９８６．２号明細書
【特許文献６】英国特許出願第１００６９８３．９号明細書
【特許文献７】英国特許出願第１００６９８５．４号明細書
【特許文献８】英国特許出願第１００６９８８．８号明細書
【特許文献９】英国特許出願第１００８３４７．５号明細書
【特許文献１０】米国特許出願第１１／９２２８９４号明細書
【特許文献１１】米国特許第７５２４３１５号明細書
【特許文献１２】米国特許第７７０８７２４号明細書
【特許文献１３】米国特許第７９０９８０５号明細書
【特許文献１４】米国特許出願公開第２００５／０２６１６４２号明細書
【特許文献１５】米国特許出願公開第２００７／０１６７９２６号明細書
【特許文献１６】米国特許出願公開第２００９／００１２４８３号明細書
【特許文献１７】米国特許出願公開第２００９／０２５４０５４号明細書
【特許文献１８】米国特許出願公開第２０１０／０１６０８７９号明細書
【特許文献１９】米国特許出願公開第２０１０／０１６０８８０号明細書
【特許文献２０】米国特許出願公開第２０１０／０１７４２５１号明細書
【特許文献２１】米国特許出願公開第２０１０／０２７４２０７号明細書
【特許文献２２】米国特許出願公開第２０１０／０２９８７９３号明細書
【特許文献２３】米国特許出願公開第２０１１／０００９８３８号明細書
【特許文献２４】米国特許出願公開第２０１１／００２８９１８号明細書
【特許文献２５】米国特許出願公開第２０１１／００５４４２１号明細書
【特許文献２６】米国特許出願公開第２０１１／００５４４２３号明細書
【特許文献２７】米国特許出願第１２／９４１３９０号明細書
【特許文献２８】米国特許出願第２９／３８９７８２号明細書
【特許文献２９】米国特許出願第２９／３８９７８３号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書に開示する幾つかの実施形態は、減圧創傷治療用のポンプアセンブリに関し、
このポンプアセンブリは、ハウジングと、ハウジング内で又はハウジングによって支持さ
れるポンプと、ポンプアセンブリを通る流路と、ポンプと流体連通しておりハウジングに
よって支持される一方向フロー弁とを備える。一方向フロー弁の幾つかの実施形態は、ポ
ンプから離れるフロー方向で流路を通ってガスが流れるのを実質的に防ぐように構成する
ことができる。ポンプは、モータと、入口及び出口と、ポンプによって支持され、入口を
通る流体のフローを制御するように構成された第１の弁と、ポンプによって支持され、出
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口を通る流体のフローを制御するように構成された第２の弁とを有することができる。
【０００７】
　本明細書に開示する幾つかの実施形態は、減圧創傷治療用のポンプアセンブリに関し、
このポンプアセンブリは、ハウジングと、ハウジング内で又はハウジングによって支持さ
れるポンプと、ポンプと流体連通している一方向フロー弁と、ポンプアセンブリを通る流
路とを備える。一方向フロー弁は、ポンプから離れるフロー方向で流路を通ってガスが流
れるのを実質的に防ぐように構成することができる。ポンプは、モータと、入口と、出口
とを備えることができる。本明細書に開示するポンプの実施形態のいずれにおいても、必
須ではないものの、ポンプは、入口を通る流体のフローを制御するように構成された第１
の弁と、出口を通る流体のフローを制御するように構成された第２の弁とを有することも
できる。本明細書に開示する幾つかのポンプの実施形態は、オリフィス又は他の機構もし
くは構成要素を使用して、ポンプを通る流体のフロー又は流量を制御することができる。
【０００８】
　本明細書に開示する幾つかの実施形態は、減圧創傷治療用の陰圧治療キットに関し、こ
の陰圧治療キットは、ハウジングと、ハウジング内で支持されるポンプと、ハウジング内
で又はハウジングによって支持されるコントローラと、ハウジングによって支持される少
なくとも１つのスイッチ又はボタンとを備えるポンプアセンブリを備える。本明細書全体
に亘って使用されるとき、「幾つかの実施形態」又は「幾つかの実施形態では」という語
句は、本明細書に記載されるか、例証されるか、参照により組み込まれるか、又は別の形
で開示される任意の実施形態を指すことを意味する。少なくとも１つのスイッチ又はボタ
ンは、コントローラと連通していることができ、ユーザがポンプの１つ又は複数の動作モ
ードを制御できるように、ユーザにとってアクセス可能であることができる。幾つかの実
施形態では、必須ではないものの、陰圧治療キットは、創傷の上に実質的に液密のシール
を形成するように構成された包帯と、包帯及びポンプアセンブリと連結可能であって、ポ
ンプアセンブリから包帯までの実質的に又は完全に包囲された流体流路を設けるように構
成された導管と、ポンプアセンブリ、１つ又は複数の電池、包帯、及び導管をパッケージ
ングするための第１のパッケージング要素とを備えることができる。幾つかの実施形態で
は、コントローラは、ポンプ及び弁の動作を制御するように構成することができる。陰圧
治療キットの幾つかの実施形態は、陰圧治療キットが滅菌されたものであるように構成す
ることができる。陰圧治療キットは、ハウジングの少なくとも内部及び外部、少なくとも
１つの弁、ポンプ、コントローラ、ならびに少なくとも１つのスイッチ又はボタンが滅菌
されたものであるように、滅菌することができる。幾つかの実施形態では、ポンプは、ポ
ンプモータと、入口及び出口と、入口及び出口の少なくとも一方を通る流体のフローを制
御するように構成された少なくとも１つの弁と、少なくとも入口、出口、及び少なくとも
１つの弁を通る流路とを有することができる。
【０００９】
　本明細書に開示する幾つかの実施形態は、減圧ポンプを用いた創傷の減圧治療に関する
。本明細書に開示するポンプの実施形態は、滅菌することを必須としない。しかし、減圧
ポンプを使用前に滅菌し、ポンプ及び／又は包帯もしくはポンプのキットの構成要素を滅
菌状態で提供することによって、デバイスの滅菌性が求められる手術ルーム（手術室とも
呼ばれる）又は他の任意の場所でポンプを使用するのを可能にすることができる。例示的
且つ非限定的に、幾つかの実施形態は、手術ルームで使用することができる、滅菌ポンプ
と、滅菌包帯と、包帯及びポンプに接続可能な滅菌導管とを備える、滅菌ポンプキットを
対象とする。
【００１０】
　本明細書に開示する幾つかの実施形態は、減圧創傷治療用の陰圧治療キットに関し、こ
の陰圧治療キットは、約３５０ｍＬ／分以下の流量を有するポンプと、カバー層を備える
包帯とを備える。包帯は、シリコーン系接着剤で覆われた創傷接触面を有することができ
る。
【００１１】



(6) JP 6131253 B2 2017.5.17

10

20

30

40

50

　本明細書に開示する幾つかの実施形態は、減圧創傷治療用の無容器ポンプ（canisterle
ss pump）に関し、この無容器ポンプは、ハウジングと、ポンプを通る流路と、流路と連
通している１つ又は複数の弁と、ハウジング内で又はハウジングによって支持される、無
容器型のポンプとを備える。本明細書に開示する幾つかの実施形態は、減圧創傷治療用の
無容器ポンプアセンブリに関し、この無容器ポンプアセンブリは、ハウジングと、ハウジ
ング内で又はハウジングによって支持されるポンプとを備える。ポンプは、モータと、入
口及び出口と、ポンプによって支持され、入口を通る流体のフローを制御するように構成
された第１の弁と、ポンプによって支持され、出口を通る流体のフローを制御するように
構成された第２の弁とを有することができる。ポンプ又はポンプアセンブリは無容器型で
あることができる。さらに、本明細書に開示するすべての実施形態に関して必須ではない
が、第１及び第２の弁はそれぞれ、公称動作圧力で、及び／又は公称滅菌圧力の間、約０
．１ｍＬ／分～約１０ｍＬ／分の漏れ速度を、あるいは公称動作圧力で、０．１ｍＬ／分
以下～５ｍＬ／分以上の間、又は１ｍＬ／分以下～３ｍＬ／分以上の間、又は上記範囲の
いずれかにおける任意の２つの値の間の漏れ速度を有することができる。幾つかの実施形
態では、漏れ速度は、公称動作圧力で、及び／又は公称滅菌圧力の間、約０．４ｍＬ／分
～０．７ｍＬ／分であることができる。
【００１２】
　ポンプアセンブリの幾つかの実施形態は、非限定的に、特許文献１及び／又は米国特許
公開第２０１１／１８６７６５号に開示されている圧電ポンプなどの、圧電ポンプを有す
ることができる。幾つかの圧電ポンプは、ポンプが停止中のとき、ポンプを通る流量が２
００ｍＬ／分程度の多量であることができるように、弁機能を実施するためのオリフィス
を有することができる。したがって、幾つかの実施形態では、ポンプ速度が約３００ｍＬ
／分又は３２０ｍＬ／分又はその他の高い速度であることができる場合、第１及び第２の
弁（オリフィスであり得る）はそれぞれ、約２００ｍＬ／分以下の漏れ速度を有すること
ができる。
【００１３】
　本明細書に開示する幾つかの実施形態は、滅菌ポンプキットに関し、この滅菌ポンプキ
ットは、本明細書に開示するポンプの実施形態のいずれかと、包帯と、包帯及び滅菌ポン
プと連結可能であって、包帯までの減圧の流体経路を提供するように構成された導管と、
１つ又は複数の電池と、第１のパッケージング要素及び第１のパッケージング要素と取外
し可能に連結されるように構成された第２のパッケージング要素とを備える。幾つかの実
施形態では、第１及び第２のパッケージング要素の少なくとも一方は、滅菌ポンプと、包
帯と、包帯及び滅菌ポンプと連結可能であって、包帯までの減圧の流体経路を提供するよ
うに構成された導管とを受け入れるための、陥凹部を有することができる。滅菌ポンプキ
ットは、ポンプ、包帯、導管、及び１つ又は複数の電池を、第１のパッケージング要素及
び第２のパッケージング要素の少なくとも一方の内部で支持した後に、滅菌することがで
きる。
【００１４】
　本明細書に開示する幾つかの実施形態は、手術ルームにおいて創傷の治療を開始するた
めの方法に関し、この方法は、創傷の上に滅菌包帯を当てて、創傷の上に実質的に液密の
シールを作り出すステップと、滅菌導管を介して滅菌ポンプを包帯に連結するステップと
、手術ルームでポンプを動作させることによって手術ルームで包帯と創傷との間の圧力レ
ベルを低減するステップとを含む。
【００１５】
　本明細書に開示する幾つかの実施形態は、陰圧創傷治療システムの動作を制御するため
の装置及び方法に関する。特に、ただし非限定的に、本明細書に開示する実施形態は、陰
圧治療装置及び包帯、ならびにかかる陰圧治療システムを動作させるための方法及びアル
ゴリズムに関する。幾つかの実施形態では、必須ではないものの、装置は、創傷の上に配
置されるとともに、創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すように構成され
た包帯を備えることができる。装置は、包帯に連結されるように構成された陰圧源を備え
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ることができる。装置は、陰圧源を動作させ、陰圧源のデューティサイクルを監視し、デ
ューティサイクルがデューティサイクル閾値を超えたか否かを判定するように構成された
、コントローラをさらに備えることができる。幾つかの実施形態では、コントローラは、
複数の連続した均等な持続時間に亘って陰圧源の複数のデューティサイクルを監視し、複
数のデューティサイクルのうちのあるデューティサイクルがデューティサイクル閾値を超
えたか否かを判定するように構成することができる。デューティサイクルは、所定の期間
の間、又は複数の連続した均等な持続時間のうちのある持続時間の間、陰圧源が活性であ
る時間量を反映することができる。
【００１６】
　幾つかの実施形態では、コントローラは、デューティサイクルの数がデューティサイク
ル閾値を超えたか、またその数が過負荷閾値を超えたか否かを判定するように構成するこ
とができる。幾つかの実施形態では、コントローラは、複数のデューティサイクルのうち
一組のデューティサイクルがデューティサイクル閾値を超えたか否かを判定し、その組に
おけるデューティサイクルの数が過負荷閾値を超えたか否かを判定するように構成するこ
とができる。コントローラは、デューティサイクル閾値を超えるデューティサイクルの数
が連しているか否かを判定するように構成することができる。幾つかの実施形態では、過
負荷閾値は３０デューティサイクルを含むことができ、期間もしくは持続時間は１分を含
むことができ、及び／又はデューティサイクル閾値は９％を含むことができる。幾つかの
実施形態では、コントローラは、デューティサイクル又は複数のデューティサイクルを継
続的に監視するように構成することができる。
【００１７】
　装置の幾つかの実施形態は、所定の期間の間、陰圧源を一時停止するように構成された
スイッチを備え、コントローラは、その期間が経過すると陰圧源を再始動させるように構
成することができる。期間は可変であることができる。幾つかの実施形態では、装置は、
外表面を含むハウジングに包囲することができ、スイッチは、ハウジングの外表面上に配
置されたボタンを含むことができる。
【００１８】
　装置の幾つかの実施形態は、動作状態の指示を提供するように構成されたコントローラ
を備える。動作状態は、デューティサイクルがデューティサイクル閾値を超えていること
の判定を含むことができ、指示は、陰圧源を動作停止してシールの漏れを指示することを
含むことができる。幾つかの実施形態では、動作状態は、陰圧源が一時停止されているか
否かを含み、コントローラは、陰圧源が活動状態であるときの第１の指示と、陰圧源が一
時停止されているときの第２の指示とを提供するように構成することができ、その場合、
第２の指示は第１の指示とは異なる。
【００１９】
　幾つかの実施形態では、コントローラは、包帯の下に所望の陰圧レベルを発生させるよ
うに試みるため、陰圧源を動作させるように構成することができ、また、第１の時間間隔
が経過したときに、包帯の下の圧力レベルが所望の陰圧レベルに達していない場合、コン
トローラは、第２の時間間隔の間、陰圧源を動作停止することができる。第２の時間間隔
が経過すると、コントローラは、包帯の下に所望の陰圧レベルを発生させるように試みる
ため、陰圧源を動作させることができる。コントローラは、包帯の下の圧力レベルが所望
の陰圧レベルに達していなかった回数に基づいて、第２の時間間隔を変更するように構成
することができる。例えば、コントローラは、結果として得られる値が第２の間隔閾値を
超えないことを条件として、第２の時間間隔を二倍にするように構成することができる。
装置は、包帯の下の圧力を感知し、感知した圧力をコントローラに通信するように構成さ
れたセンサを備えることができる。
【００２０】
　幾つかの実施形態では、コントローラは、包帯の下の圧力レベルが所望の陰圧レベルに
達していると、陰圧源を動作停止し、包帯の下の圧力レベルが陰圧閾値を上回ると、陰圧
源を動作させるように構成することができ、その際、所望の陰圧レベルは陰圧閾値よりも



(8) JP 6131253 B2 2017.5.17

10

20

30

40

50

負性の圧力に相当する。
【００２１】
　幾つかの実施形態では、陰圧源は、創傷の上に包帯を位置付けて、創傷の上に実質的に
流体不透過性のシールを作り出し、陰圧源から包帯に陰圧を送達し、陰圧源のデューティ
サイクルを監視し、デューティサイクルがデューティサイクル閾値を超えていると判定さ
れた場合に指示を提供することによって、動作させることができる。デューティサイクル
は、１分につき１回など、所定の期間の間に陰圧源が活動状態である時間量を反映するこ
とができる。
【００２２】
　装置の幾つかの実施形態は、最初の動作以降の合計経過時間を監視し、合計経過時間が
寿命閾値に達すると、陰圧源の動作を不能にするように構成することができる。寿命閾値
は、例えば７日間を含むことができる。
【００２３】
　幾つかの実施形態では、創傷に陰圧を加えるための装置は、創傷の上に配置されて、創
傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すように構成された包帯と、包帯に連結
されるように構成された陰圧源と、陰圧源を動作させ、陰圧源のデューティサイクルを監
視し、デューティサイクルがデューティサイクル閾値を超えた場合に、指示を提供するよ
うに構成されたコントローラとを備える。
【００２４】
　幾つかの実施形態では、装置は、創傷の上に配置されて、創傷の上に実質的に流体不透
過性のシールを作り出すように構成された包帯と、包帯に連結するように構成されたポン
プと、所定の期間の間、ポンプを一時停止するように構成されたスイッチと、その期間が
経過するとポンプを再始動するように構成されたコントローラとを備える。期間は可変で
あることができる。装置の幾つかの実施形態は、モータによって動作する小型のダイヤフ
ラムポンプ、又は圧電変換器によって動作する小型のダイヤフラムポンプを含む。幾つか
の実施形態では、ポンプは、小型のピストンポンプ及び小型のダイヤフラムポンプを含む
ことができる。
【００２５】
　幾つかの実施形態は、陰圧源（例えば、陰圧ポンプ）を動作させる方法を開示し、方法
は、包帯を創傷の上に位置付けて、創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出す
ステップと、ポンプから包帯に陰圧を送達するステップと、所定の期間の間、ポンプを一
時停止するステップと、その期間が経過するとポンプを再始動するステップとを含む。期
間は可変であることができる。
【００２６】
　幾つかの実施形態では、陰圧ポンプは、創傷の上に包帯を位置付けて、創傷の上に実質
的に流体不透過性のシールを作り出し、陰圧ポンプを使用して創傷から流体を吸引し、ポ
ンプの活動レベルを測定し、ポンプの活動レベルを閾値と比較し、活動レベルが閾値を超
えている場合に、指示を提供することによって動作させることができる。活動レベルの測
定は、ポンプのデューティサイクルの判定、（例えば、流量計を使用することによる）創
傷から吸引される流体の流量の判定、圧力センサを使用した包帯の下の圧力変化率の測定
など、又はそれらの組合せを含むことができる。
【００２７】
　幾つかの実施形態は、陰圧ポンプを動作させる方法を開示し、この方法は、創傷の上に
包帯を位置付けて、創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すステップと、包
帯の下の圧力を第１の陰圧設定値に近付けるため、ポンプから包帯に陰圧を送達するステ
ップと、包帯の下の陰圧レベルが第２の陰圧設定値よりも高くなった場合に、包帯の下の
圧力を第１の陰圧設定値に近付けるため、ポンプを動作させるステップと、ポンプが動作
している時間量を監視するステップと、時間量が所定の時間量を超えた場合に、指示を提
供するステップとを含む。方法は、所定の期間に亘ってポンプが動作していた時間量を判
定するステップと、時間量が期間の９％を超えた場合に、指示を提供するステップとをさ
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らに含むことができる。幾つかの実施形態では、指示を提供するステップは、所定の期間
に亘ってポンプが動作していた時間量を判定するステップをさらに含む。幾つかの実施形
態では、指示を提供するステップは、アラームを動作させるステップをさらに含む。
【００２８】
　幾つかの実施形態では、装置は、陰圧源を動作させて、陰圧創傷治療用包帯の下の圧力
を、第１の陰圧設定値と第２の陰圧設定値との間の値、又は第２の陰圧設定値の値にほぼ
等しい値など、所望の陰圧値に近付けるように構成することができる。包帯の下の圧力レ
ベルを測定することができる。装置は、包帯の下の圧力が閾値の上まで減少（例えば、第
１の陰圧設定値の値まで減少）した場合に、陰圧源を動作させて、包帯の下の圧力を第２
の所望の陰圧レベル（例えば、第２の陰圧設定値の値）に近付けるように構成することが
できる。陰圧源が例えば継続的に動作していた時間量を、監視することができる。包帯の
下にほぼ第２の所望の陰圧レベル（例えば、第２の陰圧設定値の値）を確立することなく
、陰圧源が所定の時間量の間、動作していた場合、陰圧源の動作を一時停止又は中断する
ことができる。
【００２９】
　幾つかの実施形態は、陰圧源を動作させる方法を開示し、この方法は、包帯を創傷の上
に位置付けて、創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すステップと、陰圧源
から包帯に陰圧を送達するステップとを含む。陰圧源から包帯に陰圧を送達するステップ
は、包帯の下に所望の陰圧レベルを発生させるように試みるため、陰圧源を動作させると
ともに、第１の動作カウントを更新するステップと、第１の時間間隔が経過したときに、
包帯の下の陰圧が所望の陰圧レベルに達していなかった場合、第１の動作カウントが第１
の再試行閾値未満であることを条件として、第２の時間間隔の間、陰圧源を動作停止する
ステップと、第１の動作カウントが第１の再試行閾値以上である場合、第３の時間間隔の
間、陰圧源を動作停止し、第１の動作カウントをリセットするとともに、第３の時間間隔
が経過したときに、包帯の下に所望の陰圧レベルを発生させるように試みるため、陰圧源
を動作させるステップと、第２の時間間隔が経過したときに、包帯の下に所望の陰圧レベ
ルを発生させるように試みるため、陰圧源を動作させるとともに、第１の動作カウントを
更新するステップと、包帯の下の陰圧が所望の陰圧レベルに達していると、陰圧源を動作
停止し、第１の動作カウントをリセットするとともに、包帯の下の陰圧を監視するステッ
プと、包帯の下の陰圧が陰圧閾値を上回ると、陰圧源を動作させ、第２の動作カウントを
更新するステップであって、所望の陰圧レベルが陰圧閾値よりも負性の圧力に相当する、
更新するステップと、第４の時間間隔が経過する前に包帯の下の陰圧が所望の陰圧レベル
に達した場合に、陰圧源を動作停止し、包帯の下の陰圧を監視するとともに、第２の動作
カウントをリセットするステップと、第４の時間間隔が経過したときに、包帯の下の陰圧
が所望の陰圧レベルに達していなかった場合、第２の動作カウントが第２の再試行閾値未
満であることを条件として、第２の時間間隔の間、陰圧源を動作停止するステップと、第
２の動作カウントが第２の再試行閾値以上である場合、第３の時間間隔の間、陰圧源を動
作停止し、第２の動作カウントをリセットするとともに、第３の時間間隔が経過したとき
に、包帯の下に所望の陰圧レベルを発生させるように試みるため、陰圧源を動作させ、第
１の動作カウントを更新するステップと、陰圧源のデューティサイクルを継続的に監視す
るステップと、デューティサイクル閾値を超えるデューティサイクルの数を追跡するステ
ップと、デューティサイクル閾値を超えるデューティサイクルの数が過負荷閾値を超える
と、第３の時間間隔の持続時間の間、陰圧源を動作停止するステップとを含む。
【００３０】
　本発明の実施形態について、添付図面を参照して、単なる例証として以下に記載する。
［付記項１］
　創傷に陰圧を加えるための装置であって、
　前記創傷の上に配置され、前記創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作るように
構成された包帯と、
　前記包帯に連結されるように構成された陰圧源と、
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　コントローラであって、
　　前記陰圧源を動作させ、
　　複数の連続した均等な持続時間に亘って前記陰圧源の複数のデューティサイクルを監
視し、
　　前記複数のデューティサイクルのうち１つのデューティサイクルがデューティサイク
ル閾値を超えるか否かを判定するように構成された、前記コントローラと、
　を備える装置。
［付記項２］
　前記デューティサイクルが、前記複数の連続した均等な持続時間のうち１つの持続時間
の間において前記陰圧源が活動状態である時間量を反映する、付記項１に記載の装置。
［付記項３］
　前記コントローラが、
　前記複数のデューティサイクルからの一組のデューティサイクルがデューティサイクル
閾値を超えるか否かを判定し、
　前記一組デューティサイクル中のデューティサイクルの数が過負荷閾値を超えるか否か
を判定するようにさらに構成された、付記項１又は２に記載の装置。
［付記項４］
　前記コントローラが、前記一組のデューティサイクルにおける前記デューティサイクル
が連続的であるか否かを判定するようにさらに構成された、付記項３に記載の装置。
［付記項５］
　前記コントローラが、
　前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えると前記コントローラが
判定した場合にカウンタを増分することによって、及び
　前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えないと前記コントローラ
が判定した場合に、前記カウンタを減分することによって、
　前記一組のデューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えているか否かを判
定するように構成された、付記項３又は４に記載の装置。
［付記項６］
　前記過負荷閾値が３０である、付記項３から５のいずれか一項に記載の装置。
［付記項７］
　前記持続時間が１分である、付記項２から６のいずれか一項に記載の装置。
［付記項８］
　前記デューティサイクル閾値が９％である、付記項１から７のいずれか一項に記載の装
置。
［付記項９］
　前記コントローラが、前記複数の連続する均等な持続時間に亘って、前記複数のデュー
ティサイクルを継続的に監視するようにさらに構成された、付記項１から８のいずれか一
項に記載の装置。
［付記項１０］
　前記装置が、所定の期間の間、前記陰圧源を一時停止するように構成されたスイッチを
さらに備え、
　前記コントローラが、前記所定の期間が経過すると、前記陰圧源を再始動するようにさ
らに構成された、付記項１から９のいずれか一項に記載の装置。
［付記項１１］
　前記所定の期間が可変である、付記項１０に記載の装置。
［付記項１２］
　少なくとも前記陰圧源が外表面を備えるハウジングに包囲され、
　前記スイッチが、前記ハウジングの前記外表面に配置されたボタンを含む、付記項１０
又は１１に記載の装置。
［付記項１３］



(11) JP 6131253 B2 2017.5.17

10

20

30

40

50

　前記コントローラが、動作状態の指示を提供するようにさらに構成された、付記項１か
ら１２のいずれか一項に記載の装置。
［付記項１４］
　前記動作状態が、前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えると判
定することを含み、
　前記指示が、前記陰圧源を動作停止することを含む、付記項１３に記載の装置。
［付記項１５］
　前記指示が前記シールの漏れを示す、付記項１４に記載の装置。
［付記項１６］
　前記動作状態が、前記陰圧源が一時停止されているか否かを含み、
　前記コントローラが、前記陰圧源が活動状態にある場合に第１の指示を提供するように
、及び前記陰圧源が一時停止されている場合に第２の指示を提供するようにさらに構成さ
れ、
　前記第２の指示が前記第１の指示と異なる、付記項１３に記載の装置。
［付記項１７］
　前記指示が、視覚指示、聴覚指示、及び触覚指示のうち少なくとも１つを含む、付記項
１３から１６のいずれか一項に記載の装置。
［付記項１８］
　前記コントローラが、
　前記包帯に覆われた状態において所望の陰圧レベルを発生させることを試みるために前
記陰圧源を動作させ、
　第１の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態における圧力レベルが前記所
望の陰圧レベルに達していなかった場合には、第２の時間間隔の間において前記陰圧源を
動作停止させ、
　第２の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態において前記所望の陰圧レベ
ルを発生させることを試みるために前記陰圧源を動作させるようにさらに構成された、付
記項１から１７のいずれか一項に記載の装置。
［付記項１９］
　前記コントローラが、前記包帯に覆われた状態において前記圧力レベルが前記所望の陰
圧レベルに達しなかった回数に基づいて、前記第２の時間間隔を変更するようにさらに構
成された、付記項１８に記載の装置。
［付記項２０］
　前記コントローラが、結果として得られる値が第２の間隔閾値を超えないことを条件と
して、前記第２の時間間隔を二倍にするようにさらに構成された、付記項１９に記載の装
置。
［付記項２１］
　前記コントローラが、
　前記包帯に覆われた状態において前記圧力レベルが前記所望の陰圧レベルに達した場合
に、前記陰圧源を動作停止するように、及び
　前記包帯に覆われた状態において前記圧力レベルが陰圧閾値を上回った場合に、前記陰
圧源を動作させるように構成され、
　前記所望の陰圧レベルが、前記陰圧閾値より大きい陰圧に相当する、付記項１８から２
０のいずれか一項に記載の装置。
［付記項２２］
　前記包帯に覆われた状態における圧力を感知し、感知された前記圧力を前記コントロー
ラに通信するように構成されたセンサをさらに備える、付記項１から２１のいずれか一項
に記載の装置。
［付記項２３］
　前記陰圧源がバッテリー電源によって電力供給される、付記項１から２２のいずれか一
項に記載の装置。
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［付記項２４］
　前記陰圧源がポンプである、付記項１から２３のいずれか一項に記載の装置。
［付記項２５］
　前記ポンプが小型のポンプである、付記項２４に記載の装置。
［付記項２６］
　付記項１から２５のいずれか一項に記載の装置を使用する方法。
［付記項２７］
　創傷に陰圧を加えるための装置であって、
　前記創傷の上に配置され、前記創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作るように
構成された包帯と、
　前記包帯に連結されるように構成された陰圧源と、
　　前記陰圧源を動作させ、
　　前記陰圧源のデューティサイクルを監視し、
　　前記デューティサイクルがデューティサイクル閾値を超えた場合に指示を提供するよ
うに構成された、コントローラと、
　を備える装置。
［付記項２８］
　前記デューティサイクルが、所定の期間において前記陰圧源が活動状態である時間量を
反映する、付記項２７の装置。
［付記項２９］
　前記コントローラが、
　前記デューティサイクル閾値を超えるデューティサイクルの数を監視し、
　前記デューティサイクル閾値を超える前記デューティサイクルの数が過負荷閾値を超え
た場合に、前記指示を提供するようにさらに構成された、付記項２７又は２８に記載の装
置。
［付記項３０］
　前記コントローラが、前記デューティサイクル閾値を超えた連続するデューティサイク
ルの数を監視するようにさらに構成された、付記項２９に記載の装置。
［付記項３１］
　前記コントローラが、
　前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えると前記コントローラが
判定した場合に、カウンタを増分することによって、及び
　前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えないと前記コントローラ
が判定した場合に、前記カウンタを減分することことによって、
　前記デューティサイクル閾値を超える前記デューティサイクルの数を監視するように構
成された、付記項２９又は３０に記載の装置。
［付記項３２］
　前記過負荷閾値が３０である、付記項２９から３１のいずれか一項に記載の装置。
［付記項３３］
　所定の期間が１分である、付記項２８から３２のいずれか一項に記載の装置。
［付記項３４］
　前記デューティサイクル閾値が９％である、付記項２７から３３のいずれか一項に記載
の装置。
［付記項３５］
　前記コントローラが、前記デューティサイクルを１分につき１回監視するようにさらに
構成された、付記項２７から３４のいずれか一項に記載の装置。
［付記項３６］
　前記コントローラが、複数の連続した期間それぞれが経過した際に前記デューティサイ
クルを判定することによって、前記デューティサイクルを監視するようにさらに構成され
た、付記項２７から３５のいずれか一項に記載の装置。
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［付記項３７］
　前記指示が前記陰圧源を動作停止することを含む、付記項２７から３６のいずれか一項
に記載の装置。
［付記項３８］
　前記コントローラが、
　前記包帯に覆われた状態において所望の陰圧レベルを発生させることを試みるため、前
記陰圧源を動作させ、
　第１の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態において圧力レベルが前記所
望の陰圧レベルに達していない場合には、第２の時間間隔の間において前記陰圧源を動作
停止させ、
　前記第２の時間間隔が経過した際には、前記包帯に覆われた状態において前記所望の陰
圧レベルを発生させるように試みるために、前記陰圧源を動作させるようにさらに構成さ
れた、付記項２７から３７のいずれか一項に記載の装置。
［付記項３９］
　前記コントローラが、前記包帯に覆われた状態において前記圧力レベルが前記所望の陰
圧レベルに達しなかった回数に基づいて、前記第２の時間間隔を変更するようにさらに構
成された、付記項３８に記載の装置。
［付記項４０］
　前記コントローラが、結果として得られる値が第２の時間間隔閾値を超えないことを条
件として、前記第２の時間間隔を二倍にするようにさらに構成された、付記項３９に記載
の装置。
［付記項４１］
　前記コントローラが、
　前記包帯に覆われた状態において前記圧力レベルが前記所望の陰圧レベルに達した場合
に、前記陰圧源を動作停止するように、及び
　前記包帯に覆われた状態において前記圧力レベルが陰圧閾値を上回った場合に、前記陰
圧源を動作させさせるようにさらに構成され、
　前記所望の陰圧レベルが、前記陰圧閾値より大きい負圧に相当する、付記項３８から４
０のいずれか一項に記載の装置。
［付記項４２］
　前記包帯に覆われた状態における圧力を感知し、感知された前記圧力を前記コントロー
ラに通信するように構成されたセンサをさらに備える、付記項２７から４１のいずれか一
項に記載の装置。
［付記項４３］
　前記コントローラによって前記陰圧源を動作又は動作停止させるように構成されたスイ
ッチをさらに備える、付記項２７から４２のいずれか一項に記載の装置。
［付記項４４］
　前記装置が、インジケータをさらに備え、
　前記コントローラが、前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えた
場合に、前記インジケータを動作させるように構成された、付記項２７から４３のいずれ
か一項に記載の装置。
［付記項４５］
　前記インジケータが前記シールの漏れを指示する、付記項４４に記載の装置。
［付記項４６］
　前記コントローラが、前記包帯に覆われた状態において圧力レベルが所望の陰圧レベル
に達することなく、前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えた場合
に、前記陰圧源を動作停止させるようにさらに構成された、付記項２７から４５のいずれ
か一項に記載の装置。
［付記項４７］
　前記陰圧源がポンプである、付記項２７から４６のいずれか一項に記載の装置。
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［付記項４８］
　前記ポンプが、蠕動ポンプ、ピストンポンプ、回転翼ポンプ、液封ポンプ、スクロール
ポンプ、ダイヤフラムポンプ、又は圧電ポンプである、付記項４７に記載の装置。
［付記項４９］
　前記ポンプが、モータによって動作するダイヤフラムポンプ、又は圧電変換器によって
動作するダイヤフラムポンプである、付記項４７に記載の装置。
［付記項５０］
　前記ポンプが小型のポンプである、付記項４７から４９のいずれか一項に記載の装置。
［付記項５１］
　前記小型のポンプが、小型のピストンポンプ又は小型のダイヤフラムポンプである、付
記項５０に記載の装置。
［付記項５２］
　前記陰圧源がバッテリーによって電力供給される、付記項２７から５１のいずれか一項
に記載の装置。
［付記項５３］
　前記コントローラが、
　前記装置の最初の動作以来の経過時間の合計を監視し、
　前記経過時間の合計が寿命閾値に達した場合に、前記陰圧源の動作を不能にするように
さらに構成された、付記項２７から５２のいずれか一項に記載の装置。
［付記項５４］
　前記最初の動作が前記陰圧源の最初の動作を含む、付記項５３に記載の装置。
［付記項５５］
　前記寿命閾値が７日間である、付記項５３又は５４に記載の装置。
［付記項５６］
　陰圧源を動作させる方法であって、
　創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すために、包帯を前記創傷の上に位
置付けるステップと、
　前記陰圧源から前記包帯に陰圧を送達するステップと、
　前記陰圧源のデューティサイクルを監視するステップと、
　前記デューティサイクルがデューティサイクル閾値を超えると判定された場合に指示を
提供するステップと、
　を含む、方法。
［付記項５７］
　前記デューティサイクルが、前記陰圧源が所定の期間において活動状態である時間量を
反映する、付記項５６に記載の方法。
［付記項５８］
　前記デューティサイクル閾値を超えるデューティサイクルの数を監視するステップと、
　前記デューティサイクル閾値を超えた前記デューティサイクルの数が過負荷閾値を超え
る場合に、前記指示を提供するステップと、
　をさらに含む、付記項５６又は５７に記載の方法。
［付記項５９］
　前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えた場合に、カウンタを増
分することによって、及び
　前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えなかった場合に、前記カ
ウンタを減分することによって、前記デューティサイクル閾値を超える前記デューティサ
イクルの数を監視するステップをさらに含む、付記項５８に記載の方法。
［付記項６０］
　前記過負荷閾値が３０である、付記項５８又は５９に記載の方法。
［付記項６１］
　所定の期間が１分である、付記項５７から６０のいずれか一項に記載の方法。
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［付記項６２］
　前記デューティサイクル閾値が９％である、付記項５６から６１のいずれか一項に記載
の方法。
［付記項６３］
　前記デューティサイクルを１分につき１回監視するステップをさらに含む、付記項５６
から６２のいずれか一項に記載の方法。
［付記項６４］
　前記監視するステップが、複数の連続した期間それぞれが経過した際に前記デューティ
サイクルを判定することを含む、付記項５６から６３のいずれか一項に記載の方法。
［付記項６５］
　前記指示を提供するステップが、前記陰圧源を動作停止させることを含む、付記項５６
から６４のいずれか一項に記載の方法。
［付記項６６］
　前記包帯に覆われた状態において圧力レベルが所望の陰圧レベルに達することなく、前
記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えた場合に、前記陰圧源を動作
停止させるステップをさらに含む、付記項５６から６５のいずれか一項に記載の方法。
［付記項６７］
　前記包帯に覆われた状態において所望の陰圧レベルを発生させることを試みるために、
前記陰圧源を動作させるステップと、
　第１の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態において圧力レベルが前記所
望の陰圧レベルに達しなかった場合には、第２の時間間隔の間において前記陰圧源を動作
停止させるステップと、
　前記第２の時間間隔が経過した際に、前記包帯の下に前記所望の陰圧レベルを発生させ
るように試みるために、前記陰圧源を動作させるステップと、
　をさらに含む、付記項５６から６６のいずれか一項に記載の方法。
［付記項６８］
　前記包帯に覆われた状態において前記圧力レベルが前記所望の陰圧レベルに達しなかっ
た回数に基づいて、前記第２の時間間隔を変更するステップをさらに含む、付記項６７に
記載の方法。
［付記項６９］
　前記変更するステップが、結果として得られる値が第２の時間間隔閾値を超えないこと
を条件として、前記第２の時間間隔を二倍にするステップを含む、付記項６８に記載の方
法。
［付記項７０］
　前記方法が、
　前記包帯に覆われた状態において前記圧力レベルが前記所望の陰圧レベルに達した場合
に、前記陰圧源を動作停止させるステップと、
　前記包帯に覆われた状態において前記圧力レベルが陰圧閾値を上回った場合に、前記陰
圧源を動作させるステップと、
　をさらに含み、
　前記所望の陰圧レベルが、前記陰圧閾値より大きい負圧に相当する、付記項６７から６
９のいずれか一項に記載の方法。
［付記項７１］
　センサによって前記包帯に覆われた状態における圧力を監視するステップをさらに含む
、付記項５６から７０のいずれか一項に記載の方法。
［付記項７２］
　スイッチを使用することによって、前記陰圧源を動作又は動作停止させるステップをさ
らに含む、付記項５６から７１のいずれか一項に記載の方法。
［付記項７３］
　前記デューティサイクルが前記デューティサイクル閾値を超えた場合に、インジケータ
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を動作させるステップをさらに含む、付記項５６から７２のいずれか一項に記載の方法。
［付記項７４］
　前記インジケータを動作させるステップが、前記シールの漏れを指示する、付記項７３
に記載の方法。
［付記項７５］
　最初の動作以来の経過時間の合計を監視するステップと、
　前記経過時間の合計が寿命閾値に達した場合に、前記陰圧源の動作を不能にするステッ
プと、
　をさらに含む、付記項５６から７４のいずれか一項に記載の方法。
［付記項７６］
　前記最初の動作が前記陰圧源の最初の動作を含む、付記項７５に記載の方法。
［付記項７７］
　前記寿命閾値が７日間である、付記項７５又は７６に記載の方法。
［付記項７８］
　陰圧ポンプを動作させる方法であって、
　創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すために、前記創傷の上に包帯を位
置付けるステップと、
　前記包帯に覆われた状態において圧力を第１の陰圧設定値に近付けるために、前記陰圧
ポンプから前記包帯に陰圧を送達するステップと、
　前記包帯に覆われた状態において陰圧レベルが第２の陰圧設定値を上回った場合に、前
記包帯に覆われた状態における圧力を前記第１の陰圧設定値に近付けるために、前記陰圧
ポンプを動作させるステップと、
　前記陰圧ポンプが動作している時間量を監視するステップと、
　前記時間量が所定の時間量を超えた場合に、指示を提供するステップと、
　を含む、方法。
［付記項７９］
　前記指示を提供するステップが、前記陰圧ポンプが所定の期間に亘って動作している前
記時間量を判定することをさらに含む、付記項７８に記載の方法。
［付記項８０］
　前記時間量が前記所定の期間の９％を超えた場合に、前記指示を提供するステップをさ
らに含む、付記項７９に記載の方法。
［付記項８１］
　前記包帯に陰圧を送達するステップが、
　前記包帯に覆われた状態において前記陰圧レベルが第１の期間後に前記第１の陰圧設定
値に達しなかった場合に、第２の期間の間において前記陰圧ポンプを動作停止させるステ
ップと、
　前記第２の期間が経過した後に、前記包帯に覆われた状態における圧力を前記第１の陰
圧設定値に近付けるために、前記陰圧ポンプを動作させるステップと、
　をさらに含む、付記項７８から８０のいずれか一項に記載の方法。
［付記項８２］
　前記第２の期間におけるポンプの動作停止の回数が第１の再試行閾値を超えた場合に、
前記陰圧ポンプを一時停止させるステップをさらに含む、付記項８１に記載の方法。
［付記項８３］
　前記第１の再試行閾値が１回の再試行である、付記項８２に記載の方法。
［付記項８４］
　前記第２の期間が経過した後に、前記包帯に覆われた状態において圧力を前記第１の陰
圧設定値に近付けるために、前記陰圧ポンプを動作させた後において、前記包帯に覆われ
た状態において前記陰圧レベルが第３の期間後に前記第１の陰圧設定値に達しなかった場
合には、第４の期間の間において前記陰圧ポンプを動作停止させるステップと、
　前記第４の期間が経過した後に前記陰圧ポンプを動作させるステップと、
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　をさらに含む、付記項８１から８３のいずれか一項に記載の方法。
［付記項８５］
　第４の期間の間におけるポンプ動作停止の回数が第２の再試行閾値を超えた場合に、前
記陰圧ポンプを一時停止させるステップをさらに含む、付記項７８に記載の方法。
［付記項８６］
　前記第２の再試行閾値が３回の再試行である、付記項８５に記載の方法。
［付記項８７］
　前記指示を提供するステップが、前記陰圧ポンプを動作停止することを含む、付記項７
８から８６のいずれか一項に記載の方法。
［付記項８８］
　前記指示を提供するステップが、アラームを動作させることをさらに含む、付記項７８
から８６のいずれか一項に記載の方法。
［付記項８９］
　前記陰圧ポンプのボタンを操作することによって、前記陰圧ポンプを動作させるステッ
プをさらに含む、付記項７８から８８のいずれか一項に記載の方法。
［付記項９０］
　前記監視するステップが、前記陰圧ポンプが継続的に動作している時間量を監視するこ
とをさらに含む、付記項７８から８９のいずれか一項に記載の方法。
［付記項９１］
　前記時間量が前記所定の時間量を超えた場合に、且つ、前記包帯に覆われた状態におい
て前記陰圧レベルが概略的に前記第１の陰圧設定値に達していない場合に、前記指示を提
供するステップをさらに含む、付記項７８から９０のいずれか一項に記載の方法。
［付記項９２］
　前記包帯に陰圧を送達するステップが、前記包帯に覆われた状態において圧力を前記第
１の陰圧設定値と前記第２の陰圧設定値との間の値に近付けるために、前記陰圧ポンプか
ら前記包帯に陰圧を送達することをさらに含む、付記項７８から９１のいずれか一項に記
載の方法。
［付記項９３］
　創傷に陰圧を加えるための装置であって、
　前記創傷の上に配置され、前記創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すよ
うに構成された包帯と、
　前記包帯に連結されるように構成されたポンプと、
　所定の期間の間において前記ポンプを一時停止させるように構成されたスイッチと、
　前記所定の期間が経過した際に前記ポンプを再始動させるように構成されたコントロー
ラと、
　を備える、装置。
［付記項９４］
　前記所定の期間が可変である、付記項９３に記載の装置。
［付記項９５］
　前記ポンプが小型のポンプである、付記項９３又は９４に記載の装置。
［付記項９６］
　前記ポンプが、モータによって動作する小型のダイヤフラムポンプ、又は圧電変換器に
よって動作する小型のダイヤフラムポンプである、付記項９３から９５のいずれか一項に
記載の装置。
［付記項９７］
　前記ポンプが、小型のピストンポンプ又は小型のダイヤフラムポンプである、付記項９
３から９５のいずれか一項に記載の装置。
［付記項９８］
　前記装置が、前記ポンプが稼働している場合に第１の指示を提供するように、及び、前
記ポンプが一時停止している場合に第２の指示を提供するように構成されたインジケータ
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をさらに備え、
　前記第２の指示が、前記第１の指示と異なる、付記項９３から９７のいずれか一項に記
載の装置。
［付記項９９］
　指示が、視覚指示及び聴覚指示のうち少なくとも１つを含む、付記項９８に記載の装置
。
［付記項１００］
　少なくとも前記ポンプが、外表面を備えるハウジングに包囲され、
　前記スイッチが、前記ハウジングの前記外表面の上に配置されたボタンを含む、付記項
９３から９９のいずれか一項に記載の装置。
［付記項１０１］
　陰圧ポンプを動作させる方法であって、
　創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すために、前記創傷の上に包帯を位
置付けるステップと、
　前記陰圧ポンプから前記包帯に陰圧を送達するステップと、
　所定の期間の間において前記陰圧ポンプを一時停止させるステップと、
　前記所定の期間が経過した際に前記陰圧ポンプを再始動させるステップと、
　を含む、方法。
［付記項１０２］
　前記所定の期間が可変である、付記項１０１に記載の方法。
［付記項１０３］
　前記陰圧ポンプが小型のポンプである、付記項１０１又は１０２に記載の方法。
［付記項１０４］
　前記方法が、
　前記陰圧ポンプが稼働している場合に第１の指示を提供するステップと、
　前記陰圧ポンプが一時停止している場合に第２の指示を提供するステップと、
　をさらに含み、
　前記第２の指示が、前記第１の指示と異なる、付記項１０１から１０３のいずれか一項
に記載の方法。
［付記項１０５］
　指示が、視覚指示及び聴覚指示のうち少なくとも１つを含む、付記項１０４に記載の方
法。
［付記項１０６］
　陰圧ポンプを動作させる方法であって、
　創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すために、前記創傷の上に包帯を位
置付けるステップと、
　前記陰圧ポンプを使用することによって前記創傷から流体を吸引するステップと、
　前記陰圧ポンプの活動レベルを測定するステップと、
　前記陰圧ポンプの前記活動レベルを閾値と比較するステップと、
　前記活動レベルが前記閾値を超えた場合に、指示を提供するステップと、
　を含む、方法。
［付記項１０７］
　前記活動レベルを測定するステップが、前記陰圧ポンプのデューティサイクルを判定す
ることを含む、付記項１０６に記載の方法。
［付記項１０８］
　前記活動レベルを測定するステップが、前記創傷から吸引された前記流体の流量を判定
することを含む、付記項１０６に記載の方法。
［付記項１０９］
　前記活動レベルを測定するステップが、流量計を使用することを含む、付記項１０８に
記載の方法。
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［付記項１１０］
　前記活動レベルを測定するステップが、圧力センサを使用することによって、前記包帯
に覆われた状態における圧力変化率を測定することを含む、付記項１０６に記載の方法。
［付記項１１１］
　前記陰圧ポンプが、ポンプモータを含み、
　前記活動レベルを測定するステップが、前記ポンプモータの速度を監視することによっ
て、前記包帯に覆われた状態における圧力変化率を測定することを含む、付記項１０６に
記載の方法。
［付記項１１２］
　前記指示が、前記シールの漏れを指示することを含む、付記項１０６から１１１のいず
れか一項に記載の方法。
［付記項１１３］
　陰圧源を動作させる方法であって、
　創傷の上に実質的に流体不透過性のシールを作り出すために、前記創傷の上に包帯を位
置付けるステップと、
　前記陰圧源から前記包帯に陰圧を送達するステップと、
　を含む前記方法において、
　前記送達するステップが、
　　前記包帯の下に所望の陰圧レベルを発生させるように試みるために、前記陰圧源を動
作させ、第１の動作カウントを更新することと、
　　第１の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態において陰圧が前記所望の
陰圧レベルに達していなかった場合には、前記第１の動作カウントが第１の再試行閾値よ
り小さいことを条件として、第２の時間間隔の間において前記陰圧源を動作停止させるこ
とと、
　　前記第１の動作カウントが前記第１の再試行閾値より小さくない場合に、第３の時間
間隔の間において前記陰圧源を動作停止させ、前記第１の動作カウントをリセットすると
共に、前記第３の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態において前記所望の
陰圧レベルを発生させるように試みるために、前記陰圧源を動作させることと、
　　前記第２の時間間隔が経過した際に、前記包帯の下に前記所望の陰圧レベルを発生さ
せるように試みるために、前記陰圧源を動作させると共に、前記第１の動作カウントを更
新することと、
　　前記包帯に覆われた状態において前記陰圧が前記所望の陰圧レベルに達した場合に、
前記陰圧源を動作停止させると共に、前記第１の動作カウントをリセットし、前記包帯に
覆われた状態における陰圧を監視することと、
　　前記包帯に覆われた状態において陰圧が陰圧閾値を上回った場合に、前記陰圧源を動
作させると共に、第２の動作カウントを更新することであって、前記所望の陰圧レベルが
、前記陰圧閾値より大きい負圧に相当することと、
　　第４の時間間隔が経過する前に、前記包帯に覆われた状態において陰圧が前記所望の
陰圧レベルに達した場合に、前記陰圧源を動作停止し、前記包帯に覆われた状態における
陰圧を監視し、前記第２の動作カウントをリセットすることと、
　　前記第４の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態において陰圧が前記所
望の陰圧レベルに達しなかった場合に、前記第２の動作カウントが第２の再試行閾値より
小さいことを条件として、前記第２の時間間隔の間において前記陰圧源を動作停止させる
ことと、
　　前記第２の動作カウントが前記第２の再試行閾値より小さくない場合に、前記第３の
時間間隔の間において前記陰圧源を動作停止させ、前記第２の動作カウントをリセットす
ると共に、前記第３の時間間隔が経過した際に、前記包帯に覆われた状態において前記所
望の陰圧レベルを発生させるように試みるために、前記陰圧源を動作させ、前記第１の動
作カウントを更新することと、
　　前記陰圧源のデューティサイクルを継続的に監視することと、
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　　デューティサイクル閾値を超えたデューティサイクルの数を追跡することと、
　　前記デューティサイクル閾値を超えた前記デューティサイクルの数が過負荷閾値を超
えた場合に、前記第３の時間間隔の間において前記陰圧源を動作停止させることと、
　を含む、方法。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】ポンプ、包帯、及び導管を備える減圧創傷治療装置の一実施形態を示す図である
。
【図２Ａ】図１に示されるポンプの実施形態を示す図である。
【図２Ｂ】図１に示されるポンプの実施形態を示す図である。
【図２Ｃ】図１に示されるポンプの実施形態を示す図である。
【図２Ｄ】図１に示されるポンプの実施形態を示す図である。
【図２Ｅ】図１に示されるポンプの実施形態を示す図である。
【図２Ｆ】図１に示されるポンプの実施形態を示す図である。
【図３Ａ】第１のパッケージング要素内で支持されている、包帯、ポンプ、導管、２つの
電池、及び１つ又は複数のシールストリップを備える、創傷包帯キットの一実施形態を示
す図である。
【図３Ｂ】図３Ａの創傷包帯キットの実施形態を示す下面等角図である。
【図３Ｃ】図３Ａの創傷包帯キットの実施形態を示す分解組立図である。
【図４Ａ】図１のポンプの実施形態を示す第１の分解組立図である。
【図４Ｂ】図１のポンプの実施形態を示す第２の分解組立図である。
【図５Ａ】第１のハウジング部材を示す第１の図である。
【図５Ｂ】第１のハウジング部材を示す第２の図である。
【図６Ａ】第２のハウジング部材を示す第１の図である。
【図６Ｂ】第２のハウジング部材を示す第２の図である。
【図７Ａ】患者の創傷部位を治療するのに使用されているＴＮＰ創傷治療システムの一実
施形態の使用を示す図である。
【図７Ｂ】患者の創傷部位を治療するのに使用されているＴＮＰ創傷治療システムの一実
施形態の使用を示す図である。
【図７Ｃ】患者の創傷部位を治療するのに使用されているＴＮＰ創傷治療システムの一実
施形態の使用を示す図である。
【図７Ｄ】患者の創傷部位を治療するのに使用されているＴＮＰ創傷治療システムの一実
施形態の使用を示す図である。
【図８Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施形
態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等角
図である。
【図８Ｂ】図８Ａの実施形態の下面等角図である。
【図８Ｃ】図８Ａの実施形態の上面図である。
【図８Ｄ】図８Ａの実施形態の下面図である。
【図８Ｅ】図８Ａの実施形態の前面図である。
【図８Ｆ】図８Ａの実施形態の後面図である。
【図８Ｇ】図８Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図８Ｈ】図８Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図９Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施形
態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等角
図である。
【図９Ｂ】図９Ａの実施形態の下面等角図である。
【図９Ｃ】図９Ａの実施形態の上面図である。
【図９Ｄ】図９Ａの実施形態の下面図である。
【図９Ｅ】図９Ａの実施形態の前面図である。
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【図９Ｆ】図９Ａの実施形態の後面図である。
【図９Ｇ】図９Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図９Ｈ】図９Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１０Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１０Ｃ】図１０Ａの実施形態の上面図である。
【図１０Ｄ】図１０Ａの実施形態の下面図である。
【図１０Ｅ】図１０Ａの実施形態の前面図である。
【図１０Ｆ】図１０Ａの実施形態の後面図である。
【図１０Ｇ】図１０Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１０Ｈ】図１０Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１１Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１１Ｂ】図１１Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１１Ｃ】図１１Ａの実施形態の上面図である。
【図１１Ｄ】図１１Ａの実施形態の下面図である。
【図１１Ｅ】図１１Ａの実施形態の前面図である。
【図１１Ｆ】図１１Ａの実施形態の後面図である。
【図１１Ｇ】図１１Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１１Ｈ】図１１Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１２Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１２Ｂ】図１２Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１２Ｃ】図１２Ａの実施形態の上面図である。
【図１２Ｄ】図１２Ａの実施形態の下面図である。
【図１２Ｅ】図１２Ａの実施形態の前面図である。
【図１２Ｆ】図１２Ａの実施形態の後面図である。
【図１２Ｇ】図１２Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１２Ｈ】図１２Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１３Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１３Ｂ】図１３Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１３Ｃ】図１３Ａの実施形態の上面図である。
【図１３Ｄ】図１３Ａの実施形態の下面図である。
【図１３Ｅ】図１３Ａの実施形態の前面図である。
【図１３Ｆ】図１３Ａの実施形態の後面図である。
【図１３Ｇ】図１３Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１３Ｈ】図１３Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１４Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１４Ｂ】図１４Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１４Ｃ】図１４Ａの実施形態の上面図である。
【図１４Ｄ】図１４Ａの実施形態の下面図である。
【図１４Ｅ】図１４Ａの実施形態の前面図である。



(22) JP 6131253 B2 2017.5.17

10

20

30

40

50

【図１４Ｆ】図１４Ａの実施形態の後面図である。
【図１４Ｇ】図１４Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１４Ｈ】図１４Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１４Ｉ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１４Ｊ】図１４Ｉの実施形態の下面等角図である。
【図１４Ｋ】図１４Ｉの実施形態の上面図である。
【図１４Ｌ】図１４Ｉの実施形態の下面図である。
【図１４Ｍ】図１４Ｉの実施形態の前面図である。
【図１４Ｎ】図１４Ｉの実施形態の後面図である。
【図１４Ｏ】図１４Ｉの実施形態の第１の側面図である。
【図１４Ｐ】図１４Ｉの実施形態の第２の側面図である。
【図１５Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１５Ｂ】図１５Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１５Ｃ】図１５Ａの実施形態の上面図である。
【図１５Ｄ】図１５Ａの実施形態の下面図である。
【図１５Ｅ】図１５Ａの実施形態の前面図である。
【図１５Ｆ】図１５Ａの実施形態の後面図である。
【図１５Ｇ】図１５Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１５Ｈ】図１５Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１６Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１６Ｂ】図１６Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１６Ｃ】図１６Ａの実施形態の上面図である。
【図１６Ｄ】図１６Ａの実施形態の下面図である。
【図１６Ｅ】図１６Ａの実施形態の前面図である。
【図１６Ｆ】図１６Ａの実施形態の後面図である。
【図１６Ｇ】図１６Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１６Ｈ】図１６Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１７Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１７Ｂ】図１７Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１７Ｃ】図１７Ａの実施形態の上面図である。
【図１７Ｄ】図１７Ａの実施形態の下面図である。
【図１７Ｅ】図１７Ａの実施形態の前面図である。
【図１７Ｆ】図１７Ａの実施形態の後面図である。
【図１７Ｇ】図１７Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１７Ｈ】図１７Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１７Ｉ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１７Ｊ】図１７Ｉの実施形態の下面等角図である。
【図１７Ｋ】図１７Ｉの実施形態の上面図である。
【図１７Ｌ】図１７Ｉの実施形態の下面図である。
【図１７Ｍ】図１７Ｉの実施形態の前面図である。
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【図１７Ｎ】図１７Ｉの実施形態の後面図である。
【図１７Ｏ】図１７Ｉの実施形態の第１の側面図である。
【図１７Ｐ】図１７Ｉの実施形態の第２の側面図である。
【図１８Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１８Ｂ】図１８Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１８Ｃ】図１８Ａの実施形態の上面図である。
【図１８Ｄ】図１８Ａの実施形態の下面図である。
【図１８Ｅ】図１８Ａの実施形態の前面図である。
【図１８Ｆ】図１８Ａの実施形態の後面図である。
【図１８Ｇ】図１８Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１８Ｈ】図１８Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図１８Ｉ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１８Ｊ】図１８Ｉの実施形態の下面等角図である。
【図１８Ｋ】図１８Ｉの実施形態の上面図である。
【図１８Ｌ】図１８Ｉの実施形態の下面図である。
【図１８Ｍ】図１８Ｉの実施形態の前面図である。
【図１８Ｎ】図１８Ｉの実施形態の後面図である。
【図１８Ｏ】図１８Ｉの実施形態の第１の側面図である。
【図１８Ｐ】図１８Ｉの実施形態の第２の側面図である。
【図１９Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図１９Ｂ】図１９Ａの実施形態の下面等角図である。
【図１９Ｃ】図１９Ａの実施形態の上面図である。
【図１９Ｄ】図１９Ａの実施形態の下面図である。
【図１９Ｅ】図１９Ａの実施形態の前面図である。
【図１９Ｆ】図１９Ａの実施形態の後面図である。
【図１９Ｇ】図１９Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図１９Ｈ】図１９Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図２０Ａ】あるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に開示する創傷包帯装置の実施
形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージング要素の実施形態の上面等
角図である。
【図２０Ｂ】図２０Ａの実施形態の下面等角図である。
【図２０Ｃ】図２０Ａの実施形態の上面図である。
【図２０Ｄ】図２０Ａの実施形態の下面図である。
【図２０Ｅ】図２０Ａの実施形態の前面図である。
【図２０Ｆ】図２０Ａの実施形態の後面図である。
【図２０Ｇ】図２０Ａの実施形態の第１の側面図である。
【図２０Ｈ】図２０Ａの実施形態の第２の側面図である。
【図２１】幾つかの実施形態によるポンプアセンブリを示す図である。
【図２２】幾つかの実施形態によるポンプアセンブリの内部を示す断面図である。
【図２３】幾つかの実施形態によるポンプアセンブリのシステム概略図である。
【図２４】幾つかの実施形態によるポンプアセンブリの電気的構成要素の概略図である。
【図２５】幾つかの実施形態によるポンプアセンブリの動作を示す上位状態図である。
【図２６】幾つかの実施形態によるポンプアセンブリの動作を示す動作状態図である。
【図２７】幾つかの実施形態によるポンプアセンブリの動作を示す別の状態図である。
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【図２８】幾つかの実施形態によるポンプアセンブリに対するデューティサイクルの判定
を示すグラフである。
【図２９】幾つかの実施形態による少量の漏れが存在する状態でのポンプアセンブリの動
作を示す図である。
【図３０】幾つかの実施形態による多量の漏れが存在する状態でのポンプアセンブリの動
作を示す図である。
【図３１】幾つかの実施形態による非常に多量の漏れが存在する状態でのポンプアセンブ
リの動作を示す図である。
【図３２】幾つかの実施形態による極めて多量の漏れが存在する状態でのポンプアセンブ
リの動作を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　図面中、類似の参照番号は類似の部分を指す。
【００３３】
　本明細書に開示する実施形態は、減圧を用いて創傷を治療する装置及び方法に関する。
本明細書で使用するとき、－Ｘ　ｍｍＨｇなどの減圧又は陰圧レベルは、７６０ｍｍＨｇ
（又は、１気圧、２９．９３水銀柱インチ、１０１．３２５ｋＰａ、１４．６９６ｐｓｉ
など）に相当する標準大気圧未満の圧力レベルを表す。したがって、－Ｘ　ｍｍＨｇの陰
圧値は、７６０ｍｍＨｇよりもＸ　ｍｍＨｇ低い絶対圧力、又は換言すれば（７６０－Ｘ
）ｍｍＨｇの絶対圧力を反映する。それに加えて、Ｘ　ｍｍＨｇよりも「低い」又は「小
さい」陰圧は、大気圧により近い圧力に相当する（例えば、－４０ｍｍＨｇは－６０ｍｍ
Ｈｇよりも低い）。－Ｘ　ｍｍＨｇよりも「高い」又は「大きい」陰圧は、大気圧からよ
り遠い圧力に相当する（例えば、－８０ｍｍＨｇは－６０ｍｍＨｇよりも高い）。
【００３４】
　実施形態の幾つかは、ポンプ及び／又はポンプと包帯のキットを備える。幾つかの実施
形態は、病院、手術ルーム、又は手術室への納入前、又はかかるデバイスを使用する医療
従事者への納入前に滅菌されているポンプ及び／又はポンプと包帯のキットを対象とし、
したがって、滅菌ポンプ及び／又は滅菌ポンプ／包帯キットは、外科処置もしくは手術処
置の直後に使用することができる。これの１つの利点は、減圧ポンプが動作中であること
、及び可能な限り最も早い時点で減圧療法が開始されていることを知って、外科医は患者
を手術ルームから解放することができる点である。外科処置又は他の処置の直後に包帯キ
ットを当てることのさらなる利点は、そうすることによって、普通なら病棟で必要とされ
ることがある感染の機会を、後の包帯交換を排除することによって低減できる点である。
換言すれば、手術室で包帯（ポンプではなく）が当てられ、その後に漏れ又は包帯に関す
る他の問題などの事態が見つかるそのような患者に関しては、患者が手術室から解放され
た後に、包帯を再配置され、交換され、又は別の形がなされるために取り外す必要がある
場合、患者の創傷は、手術室の外で包帯が再配置され、交換され、又は別の形がなされる
ときに、感染リスクに暴露されることがある。しかし、本明細書に開示する実施形態を用
いると、患者が手術室にいる間にポンプが使用され試験された場合、包帯は除去され、再
配置され、又は別の形がなされることが必要なこともある包帯に関するあらゆる問題を、
滅菌された手術ルーム環境で取り扱うことができ、それによって、病原菌、細菌、又は他
の汚染物質に暴露されるリスクが大幅に低減又は排除される。さらに、従来のポンプが一
旦病院に受け入れられた後でそれを病院側で滅菌することは一般的に不可能であり、した
がって、病院は、ポンプを滅菌バッグに入れるという手段を取ることがあるが、この方策
によって手術ルームの滅菌野を危険に晒すリスクがあり、特に一旦デバイスをオンにする
と、ポンプ内部にあることがある病原菌、細菌、又は他の汚染物質がポンプの動作によっ
て放出される。
【００３５】
　幾つかの実施形態では、ポンプを、ポンプの構成要素全体にわたる滅菌ガスへの完全な
暴露及びその浸透に適したものにする、機構、構成要素、及び他の特性を有する、ガス滅



(25) JP 6131253 B2 2017.5.17

10

20

30

40

50

菌に適したものであるように構成することができる。例えば、非限定的に、ポンプ内の流
体経路全体を滅菌ガスに暴露することができるように、十分な滅菌ガスのフローを流すこ
とを可能にする、１つ又は複数のポンプ弁が選択又は構成されている。より詳細に後述す
るように、幾つかの実施形態では、ポンプは、非限定的に、戦略的に位置付けられた一方
向フロー弁など、ポンプアセンブリ内の流路を通る漏れを低減することによってポンプの
効率を改善することができる、ポンプ内の他の弁を補完する他の構成要素を有することが
できる。
【００３６】
　それに加えて、提供された場合、滅菌ポンプ／包帯キットもまた、ガス滅菌に適したも
のであるように設計し構成することができる。後述するように、滅菌ポンプ／包帯キット
は、ポンプアセンブリを含む、滅菌ポンプ／包帯キットを備える構成要素がすべて、滅菌
前に少なくとも第１のパッケージング要素にともにパッケージングされて、構成要素をす
べてともに滅菌できるように構成することができる。さらに、後述するように、滅菌ポン
プ／包帯キットを備える構成要素は、構成要素の少なくとも幾つかを予め定義された順序
で除去することができるようにパッケージング内で配列することができるので、外科医又
は医療従事者が組み立て、包帯を患者に当てることがより簡単になる。
【００３７】
　手術室で創傷の治療を始められることには、非限定的に、創傷が滅菌状態及び環境にあ
る状態で、創傷の上に実質的にシールされたバリアを提供し、それによって細菌又は他の
汚染物質が創傷に入り込むのを阻害もしくは防止することを含む、多数の利益がある。そ
れに加えて、可能な限り最も早い段階で減圧治療を開始することも、創傷の治癒にとって
有利である。
【００３８】
　それに加えて、特許文献３、特許文献４、特許文献５、特許文献６、特許文献７、特許
文献８、及び特許文献９に開示されているものなど、本明細書に開示するか又は参照によ
り組み込まれている実施形態は、改善された創傷包帯の構成要素を備える。かかる開示の
すべての実施形態、構成要素、機構、及び他の詳細は、本開示の一部を成すものとして参
照により本明細書に組み込まれているとともに、本明細書に開示する実施形態の構成要素
、機構、及び他の詳細のいずれかの代わりに、又はそれらと組み合わせて使用することが
できる。例えば、幾つかの実施形態では、創傷包帯は、例えば患者の動きによって創傷包
帯に掛かる圧縮力又は剪断力が、治癒途中の創傷を傷つけるのを防ぐ助けとなる、緩衝材
として作用するように構成することができる。創傷包帯の実施形態は、創傷部位から除去
された創傷浸出物を回収し格納する廃棄物容器として作用してもよく、また、ＴＮＰ療法
が適用されている間、創傷部位を覆う創傷包帯における固形物の蓄積の管理に関する。さ
らに、本明細書に開示する実施形態は、創傷包帯に陰圧を加えるための方法及び吸気ポー
ト、ならびに吸気ポート及び創傷包帯を製造する方法に関する。
【００３９】
　さらに、本明細書に開示する幾つかの実施形態は、陰圧治療装置及び包帯を含むシステ
ム、ならびに陰圧治療用包帯とともに使用される、かかる陰圧治療装置を動作させるため
の方法及びアルゴリズムを対象とする。幾つかの実施形態では、陰圧治療装置は、特に陰
圧を創傷に提供するように構成された、ポンプアセンブリを備える。本明細書に開示する
ポンプアセンブリの幾つかの実施形態は、ポンプアセンブリの動作を制御するように構成
された新規で独創的な制御論理を含む。例えば、幾つかの実施形態は、システムにおける
１つ又は複数の漏れの存在ならびに／又は深刻度、創傷から吸引された流体（例えば、空
気、液体、及び／もしくは固体浸出物など）の流量など、様々な動作状態の監視ならびに
検出に応答して、ポンプアセンブリの動作を制御するように構成された、新規で独創的な
制御論理を含む。幾つかの実施形態では、制御論理は、システムにおける１つ又は複数の
漏れ（例えば、ポンプと流体連通している包帯における１つ又は複数の漏れ、創傷の上の
包帯によって作り出されるシールにおける１つ又は複数の漏れなど）を検出するとともに
、かかる１つ又は複数の漏れが検出されたときのポンプアセンブリの動作を制御するよう
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に構成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、少なくとも正常
な又は少量の漏れ（例えば、相対的に低い流量を有する漏れ）、多量の漏れ（例えば、相
対的に高い流量を有する漏れ）、及び非常に多量の漏れ（例えば、相対的に非常に高い流
量を有する漏れ）の間で区別するように構成することができる。幾つかの実施形態はさら
に、上記の漏れと極めて多量の漏れとの間で区別するように構成することができる。
【００４０】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、バッテリー電源などの電源によって動力
供給される、小型の使い捨てポンプなどの陰圧源を備えることができる。ポンプアセンブ
リは、約１日間、２～１０日間など、所定の期間の間、治療を提供するように構成するこ
とができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、かかる期間の間、中断されな
い治療を提供するように求められる場合がある。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブ
リは、最初の動作後の所定の期間（例えば、７日間）で、それ自体を動作停止するように
構成することができる。本明細書に開示するアルゴリズム又は論理は、ポンプアセンブリ
をより効率的に動作させ、電力を、例えば非限定的に電池電力を節約する助けとすること
ができる。
【００４１】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、陰圧源（例えば、ポンプ）のデューティ
サイクルを監視するように構成することができる。本明細書で使用するとき、「デューテ
ィサイクル」は、所定の期間に亘って陰圧源が活動状態であるか又は稼働している時間量
を反映する。換言すれば、デューティサイクルは、検討中の合計時間の一部として、陰圧
源が活動状態にある時間を反映する。これは、次式のように数学的に表すことができる。
【００４２】
　ＤＣ＝ｔ／Ｔ　　　（１）
【００４３】
　式中、ＤＣはデューティサイクル、ｔは陰圧源が活動状態である持続時間、Ｔは検討中
の合計時間である。デューティサイクルは、絶対値（例えば、Ｘ秒）、割合（例えば、１
／Ｘ）、百分率（例えば、Ｘ％）などとして測定することができる。例えば、１分の期間
に亘って、陰圧源が６秒間オンであり（すなわち、動作している）、５４秒間オフである
（すなわち、動作していない）場合、デューティサイクルは、６秒、１／１０、１０％な
どとして表すことができる。
【００４４】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、陰圧源のデューティサイクルを監視する
ように構成されたコントローラを含むことができる。デューティサイクル測定は、陰圧源
の活動レベルを反映することができる。例えば、デューティサイクルは、陰圧源が正常に
動作している、酷使されている、極めて酷使されているなどを指示することができる。さ
らに、周期的なデューティサイクル測定などのデューティサイクル測定は、システムにお
ける漏れの存在ならびに／又は深刻度、創傷から吸引された流体（例えば、空気、液体、
及び／もしくは固体浸出物など）の流量など、様々な動作状態を反映することができる。
デューティサイクル測定に基づいて、測定されたデューティサイクルを閾値の組（例えば
、較正で決定される）と比較することなどによって、コントローラは、様々なシステム要
件にしたがって、システムの動作を制御するアルゴリズムもしくは論理を実行し、及び／
又はそれらを実行するようにプログラムすることができる。例えば、デューティサイクル
測定は、システムにおける多量の漏れの存在を指示することができ、この条件をユーザ（
例えば、患者、介護者、医師など）に対して指示し、及び／又は電力を節約するために陰
圧源の動作を一時的に保留又は一時停止するように、コントローラをプログラムすること
ができる。
【００４５】
　幾つかの実施形態では、システムは、他の任意の適切な手段によって流量を監視するよ
うに構成することができる。ポンプアセンブリは、流量計（例えば、機械的、圧力ベース
、光学、質量、熱質量、電磁、音波、超音波、レーザー、ドップラーなど）、風速計、圧
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力変換器又はセンサ、電磁センサ（例えば、ホールセンサなど、ポンプ速度を測定するよ
うに構成されたセンサ）、電磁測定（例えば、ポンプの電流及び／もしくは電力の引込み
を測定する、電源の電流及び／もしくは電力のドレインを測定する、電源の残容量を測定
するなど）、あるいはそれらの任意の組合せを使用するように構成することができる。監
視された流量に基づいて、流量を閾値の組（例えば、較正で決定される）と比較すること
などによって、コントローラは、様々なシステム要件にしたがって、システムの動作を制
御するアルゴリズムもしくは論理を実行し、及び／又はそれらを実行するようにプログラ
ムすることができる。例えば、コントローラは、圧力センサから周期的な測定値を得るか
、又はポンプモータから周期的なフィードバックを得るように構成することができる。圧
力センサは、包帯の下の圧力を測定することができる。コントローラは、例えば、圧力勾
配、圧力変化率、及び／又は圧力減少率を判定することによって、流量を判定することが
できる。例えば、正の圧力勾配（例えば、増加するもの）は、閾値と関連して増加する流
量（例えば、漏れ）を反映することができ、コントローラは、この条件をユーザに対して
指示するようにプログラムすることができる。
【００４６】
　幾つかの実施形態では、創傷の治療のためのシステムを提供することができる。包帯は
、創傷の周りに（例えば、包帯の下に）実質的にシール又は閉止された空間を作り出すこ
とができ、ポンプアセンブリは、この空間における圧力レベルを周期的もしくは継続的に
測定又は監視することができる、センサを有することができる。ポンプアセンブリ又はそ
のコントローラは、第１の陰圧設定値限界と少なくとも第２の陰圧設定値限界との間で、
空間（例えば、包帯の下）の圧力レベルを制御するように構成することができる。幾つか
の実施形態では、第１の陰圧設定値限界は、約－７０ｍｍＨｇ、又は約－６０ｍｍＨｇ以
下～約－８０ｍｍＨｇ以上の間であることができる。幾つかの実施形態では、第２の陰圧
設定値限界は、約－９０ｍｍＨｇ、又は約－８０ｍｍＨｇ以下～約－１００ｍｍＨｇ以上
の間であることができる。
【００４７】
　幾つかの実施形態では、システムは「再試行」の機能性及び／又は論理を含むように構
成することができる。ポンプアセンブリは、包帯の下の陰圧レベル（創腔の陰圧レベルに
相当する場合がある）を監視し、監視したレベルを所望の陰圧レベル（例えば、第１の陰
圧設定値、第２の陰圧設定値など）と比較し、特定の時間間隔の間に所望の陰圧レベルに
達していない場合は治療を保留又は一時停止するように構成することができる。治療の保
留又は一時停止に続いて、ポンプアセンブリは、治療を再開し（例えば、陰圧源を再始動
し）、包帯の下に所望の陰圧レベルを再度発生させるように試みるように構成することが
できる。再試行の機能性は、例えば、電池電力を節約し、ユーザの介在なしに過渡的及び
／又は非過渡的な漏れを解決できるようにするか、あるいはユーザが漏れを直す（例えば
、包帯を真っ直ぐにする、シールを直す、１つ又は複数の接続を確認するなど）ことがで
きるようにすることができる。幾つかの実施形態では、コントローラは、再試行の機能性
及び／もしくは論理を実行し、及び／又はそれらを実行するようにプログラムすることが
できる。
【００４８】
　幾つかの実施形態では、システムは、ポンプアセンブリのハウジングの外部、又はユー
ザがアクセスすることができる他の任意の適切な場所に配置されたスイッチ、ボタンなど
を介して、「稼働／一時停止」の機能性及び／又は論理を提供するように構成することが
できる。稼働／一時停止の機能性によって、ユーザが治療を保留及び／又は再開する（例
えば、ポンプを一時停止及び／又は再始動する）のを可能にすることができる。ポンプア
センブリは、特定の所定の又は可変の一時停止間隔にしたがって、治療を自動的に再開す
るように構成することができる。ポンプアセンブリは、かかる間隔が経過すると治療を自
動的に再開し、及び／又はかかる間隔が経過したことをユーザに指示するように構成する
ことができる。
【００４９】
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　幾つかの実施形態では、システムは、動作状態を反映して、ユーザに対して表示、アラ
ームなどを提供するように構成することができる。システムは、ユーザに対して様々な動
作状態を信号で通知するように構成された、視覚、聴覚、触覚、及び他のタイプのインジ
ケータならびに／又はアラームを含むことができる。かかる状態は、システムのオン／オ
フ、スタンバイ、一時停止、通常動作、包帯の問題、漏れ、エラーなどを含む。インジケ
ータならびに／あるいはアラームは、スピーカー、ディスプレイ、光源など、及び／又は
それらの組合せを含むことができる。例えば、指示は、陰圧源を動作させるか又は動作停
止すること、陰圧源によって発生する陰圧レベルを軽減すること、陰圧源によって使用さ
れる電力量を低下させることなど、あるいはそれらの任意の組合せによって、提供するこ
とができる。
【００５０】
　図１は、ポンプアセンブリ１０４と組み合わせて創傷包帯１０２を備える、減圧創傷治
療装置１００の一実施形態を示す。本明細書に開示する装置の実施形態のいずれにおいて
も、図１に示される実施形態のように、ポンプアセンブリは無容器ポンプアセンブリ（ポ
ンプアセンブリが浸出物又は液体の回収容器を有さないことを意味する）であることがで
きる。しかし、本明細書に開示するポンプの実施形態のいずれも、容器を含む又は支持す
るように構成することができる。それに加えて、本明細書に開示する装置の実施形態のい
ずれにおいても、ポンプアセンブリの実施形態のいずれかを包帯に装着する、もしくは包
帯に隣接して装着するか、又は包帯によって支持する、もしくは包帯に隣接して支持する
ことができる。包帯１０２は、参照によりその開示を本明細書に組み込み本開示の一部と
成す特許文献３により詳細に記載されているように、創傷（図示せず）の上に配置されて
もよく、次に導管１０６が包帯１０２に接続されてもよい。包帯１０２又は本明細書に開
示する他の任意の包帯は、特許文献３に開示されている包帯の実施形態のいずれかにおけ
る材料、サイズ、構成要素、又は他の詳細のいずれかを有することができ、該出願のかか
る実施形態及び例証の全体を、本開示の一部を成すものとして参照により本明細書に組み
込まれている。導管１０６又は本明細書に開示する他の任意の導管は、ポリウレタン、Ｐ
ＶＣ、ナイロン、ポリエチレン、シリコーン、又は他の任意の適切な材料から形成するこ
とができる。
【００５１】
　包帯１０２の幾つかの実施形態は、導管１０６の端部（例えば、導管１０６の第１の端
部１０６ａ）を受け入れるように構成されたポート１０８を有することができるが、かか
るポート１０８は必須ではない。幾つかの実施形態では、導管は、別の形で包帯１０２の
中及び／又は下を通って、包帯１０２と創傷との間の空間に陰圧源を供給し、それによっ
てかかる空間における所望の陰圧レベルを維持することができる。装置１００の幾つかの
実施形態は、導管１０６の第１の端部１０６ａがポート１０８に予め取り付けられるよう
に構成することができる。導管１０６は、ポンプアセンブリ１０４と包帯１０２との間に
少なくとも実質的にシールされた流体流路を提供し、それによって、ポンプアセンブリ１
０４によって提供される陰圧を包帯１０２に供給するように構成された、任意の適切な物
品であることができる。
【００５２】
　包帯１０２は、すべての創傷包帯要素（ポート１０８を含む）が予め取り付けられ、単
一の単位体へと統合された、単一の物品として提供することができる。次に、創傷包帯１
０２は、導管１０６を介してポンプアセンブリ１０４などの陰圧源に接続されてもよい。
幾つかの実施形態では、必須ではないものの、ポンプアセンブリ１０４は小型化され可搬
型であることができるが、ＥＺ　ＣＡＲＥ（商標）ポンプなどのより大型の従来のポンプ
も、包帯１０２と共に使用することができる。
【００５３】
　本発明の実施形態は、概して、局所陰圧（「ＴＮＰ」）治療システムで使用するのに適
用可能であることが理解されるであろう。簡潔には、陰圧創傷療法は、組織浮腫を軽減し
、血流及び肉芽組織の形成を促進し、及び／又は過剰な浸出物を除去することによって、
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多くの形態の「難治性」創傷の閉鎖及び治癒を支援するとともに、細菌負荷（及び、ひい
ては感染のリスク）を低減することができる。それに加えて、療法によって創傷の障害を
より少なくすることができ、より迅速な治癒に結び付く。ＴＮＰ治療システムはまた、流
体を除去することによって、且つ閉鎖の並置位置にある組織を安定化させるのを助けるこ
とによって、外科的に閉鎖された創傷の治癒を支援することができる。ＴＮＰ療法のさら
なる有益な使用は、過剰な流体を除去することが重要であり、組織の生存度を担保するた
めに移植片が組織に近接していることが求められる、移植片及びフラップにおいて見出す
ことができる。
【００５４】
　創傷包帯１０２は、治療すべき創傷部位の上に配置することができる。包帯１０２は、
実質的にシールされた腔又はエンクロージャを創傷部位の上に形成することができる。本
明細書全体を通して、創傷に関して言及することが認識されるであろう。この意味で、創
傷という用語は広く解釈され、皮膚が断裂、切開、もしくは穿孔される、又は外傷によっ
て挫傷が引き起こされる開放創及び閉鎖創、あるいは患者の皮膚における他の任意の表層
もしくは他の部分の状態又は欠陥、あるいは減圧治療によって利益を得る他のものを包含
することを理解されたい。したがって、創傷は、流体が生成されることもされないことも
ある、組織の任意の損傷領域として広く定義される。かかる創傷の例としては、急性創傷
、慢性創傷、外科的切開及び他の切開、亜急性創傷及び裂開創傷、外傷性創傷、フラップ
及び皮膚移植片、裂傷、擦傷、挫傷、火傷、糖尿病性潰瘍、褥瘡性潰瘍、ストーマ、術創
、外傷性潰瘍及び静脈性潰瘍などが挙げられるが、それらに限定されない。幾つかの実施
形態では、本明細書に開示するＴＮＰシステムの構成要素は、少量の創傷浸出物を浸出す
る切開創傷に特に適したものであり得る。
【００５５】
　装置の幾つかの実施形態は、浸出物容器を使用することなく動作するように設計されて
いる。包帯１０２は、余剰の流体を蒸発させることができるように、高い水蒸気透過性を
有するフィルムを有するように構成することができ、創傷浸出物を安全に吸収するように
、超吸収性材料を中に含めることができる。装置の幾つかの実施形態は、使い捨ての治療
用に設計されており、最大約７～１１日間の使用後に環境に優しい形で廃棄することがで
きる。ポンプは、所望の日数後に、例えば７日後に治療を自動的に終了し、ポンプのさら
なる動作が不可能であるようにプログラムすることができる。幾つかの実施形態は、より
長い使用又は繰返しの使用向けに設計され、浸出物容器を支持するように構成することが
できる。
【００５６】
　装置１００は、種々の異なるモデル又はバージョンで製造することができ、その際、広
範囲の創傷サイズに適応するように包帯１０２のサイズを変更することができる。例えば
、以下のサイズの包帯１０２及び創傷パッド（すなわち、図１に図示されない吸収性要素
）を有する装置１００を作ることができる。
【００５７】
【表１】

【００５８】
　オーバーレイ又は包帯の幾つかの実施形態は、オーバーレイ層を通る空気流及び細菌又
は他の汚染物質のフローに対して実質的に不浸透性である一方で、蒸気の通過に対しては
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浸透性であることができる。
【００５９】
　幾つかの実施形態では、創傷部位を創傷充填材で部分的に又は完全に充填するのが好ま
しいことがある。この創傷充填材は任意選択であるが、特定の創傷、例えばより深い創傷
において望ましいことがある。創傷充填材は、創傷包帯１０２に加えて使用することがで
きる。創傷充填材は、概して、多孔質で適合性のある材料、例えば発泡体（網状発泡体を
含む）、及びガーゼを含むことができる。好ましくは、創傷充填材は、任意の空の空間を
充填するように、創傷部位に嵌合するようにサイズ決めされるか、又は形作られる。次に
、創傷包帯１０２を、創傷部位及び創傷部位を覆う創傷充填材の上に配置することができ
る。創傷充填材が使用されるとき、一旦創傷包帯１０２が創傷部位の上でシールされると
、ＴＮＰが創傷包帯１０２を通して、且つ創傷充填材を通して、ポンプから創傷部位へと
伝達される。この陰圧は、創傷浸出物及び他の流体又は分泌物を創傷部位から遠ざける。
【００６０】
　幾つかの実施形態では、管材１０６は、管材１０６の第２の端部１０６ｂに位置付けら
れたコネクタ１１２を有することができる。コネクタ１１２は、噛合するコネクタ１１４
ａを短い長さの導管１１４と連通させ、コネクタをポンプハウジング（より詳細に後述す
る）によって支持させるか、又は別の形で、ポンプアセンブリ１０４から突出する短い長
さの導管１１４と連結するように構成することができる。管材１１４の長さは、幾つかの
実施形態では、約０．５５インチ（１４ｍｍ）、又は約０．５～約５インチ（１２．７～
１２７ｍｍ）であることができる。短い長さの導管又は管材１１４は、患者がポンプ及び
コネクタ１１２の上に横たわるか又は別の形でその上にいるときの不快感を減少させるこ
とができる。管材１０６をポンプアセンブリ１０４から迅速且つ簡単に除去できるように
、ポンプアセンブリ１０４及び管材１０６を構成することによって、必要であれば包帯又
はポンプを交換するプロセスを容易にし、あるいは改善することができる。本明細書に開
示するポンプの実施形態のいずれも、管材とポンプとの間に、本明細書に開示する接続構
成のいずれかを有するように構成することができる。
【００６１】
　幾つかの実施形態では、図示される実施形態のように、ポンプアセンブリ１０４は、ユ
ーザの身体上又はユーザの衣服内で支持するのに十分に小さく可搬型のサイズのものであ
ることができる。例えば、ポンプアセンブリ１０４は、接着性の医療用テープを使用する
か又は別の形で、包帯１０２に隣接して、もしくは包帯１０２上に、又は別の形で、ヒト
の皮膚の快適な場所に取り付けられるようにサイズ決めすることができる。さらに、ポン
プアセンブリ１０４は、ヒトのズボン又はシャツのポケットに収まるようにサイズ決めす
ることができ、あるいは、吊りひも、ポーチ、又は他の適切なデバイスもしくは物品を使
用して、ヒトの身体に繋ぎとめることができる。
【００６２】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリ１０４は、１つ又は複数の電池（例えば、２
つの電池）によって電力供給することができ、電池の重量を含めて、約８４ｇ、又は９０
ｇ未満の重量であることができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリ１０４は、
任意の所望の数の電池を有することができ、約８０ｇ～約９０ｇ、又は約７５ｇ～約１０
０ｇ、又は上記範囲内の任意の値の間の重量であることができる。例えば、ポンプアセン
ブリ１０４の重量及び／又はサイズは、電池のサイズ及び／又は重量を（例えば、単４電
池以下のサイズに）、あるいはポンプのサイズ及び／又は重量を低減することによって、
低減することができる。
【００６３】
　さらに、ポンプアセンブリ１０４の幾つかの実施形態は、ポンプの外表面によって画成
される総体積が、約５．６立方インチ（約９２．５ｃｍ３）、又は５．６立方インチ（９
２．５ｃｍ３）以下、又は７５ｃｍ３以下～１１５ｃｍ３以上の間、又は８５ｃｍ３～１
００ｃｍ３であるようにサイズ決めすることができる。それに加えて、ポンプアセンブリ
１０４は、当業者には知られている技術を使用して、約４０ｃｍ３、又は４０ｃｍ３以下
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、又は３０ｃｍ３以下～６０ｃｍ３以上の間の範囲のサイズまでさらに小型化することが
できる。ポンプアセンブリ１０４の幾つかの実施形態は、２立方インチ（３２．８ｃｍ３

）以下～６．５立方インチ（１０６．５ｃｍ３）以上の間、又は約４立方インチ（６５．
５ｃｍ３）～約６立方インチ（９８．３ｃｍ３）、又は上記範囲内の任意の値の間の総体
積を有するようにサイズ決めすることができる。
【００６４】
　ポンプアセンブリ１０４は、約７．２ｃｍ×約６．４ｃｍ×約２．１ｃｍ（もしくは、
７．２ｃｍ×６．４ｃｍ×２．１ｃｍ）の全外形サイズ、又は約８．５ｃｍ×約８．５ｃ
ｍ×約３ｃｍの最大値を有することができる。それに加えて、ポンプアセンブリ１０４は
、約５．５ｃｍ×約４．８ｃｍ×約１．５ｃｍ（もしくは、５．５ｃｍ×４．８ｃｍ×１
．５ｃｍ）の全外形サイズを有することができる。上述したように、ポンプアセンブリ１
０４のサイズ及び重量は、本明細書に開示する実施形態のように、ユーザが着用又は携行
するのにより快適になり、それによって移動性の向上がもたらされるように、最適化する
ことができる。
【００６５】
　本開示の幾つかの実施形態に関する陰圧範囲は、約－８０ｍｍＨｇ、又は約－２０ｍｍ
Ｈｇ～－２００ｍｍＨｇであることができる。これらの圧力は、正常な周囲気圧に対する
相対値であり、つまり、実用的用語では、－２００ｍｍＨｇは約５６０ｍｍＨｇであるこ
とに留意されたい。幾つかの実施形態では、圧力範囲は約－４０ｍｍＨｇ～－１５０ｍｍ
Ｈｇであることができる。あるいは、－７５ｍｍＨｇ以下、－８０ｍｍＨｇ以下、又は８
０ｍｍＨｇ超過の圧力範囲を使用することができる。また、他の実施形態では、－７５ｍ
ｍＨｇ未満の圧力範囲を使用することができる。あるいは、約－１００ｍｍＨｇ超過、又
はさらには１５０ｍｍＨｇの圧力範囲を、装置１００によって供給することができる。ポ
ンプアセンブリ１０４の動作に関する他の詳細は、特許文献３に記載されており、該出願
のかかる実施形態、構成、詳細、及び例証の全体を、本開示の一部を成すものとして参照
により本明細書に組み込まれている。
【００６６】
　図２Ａ～図２Ｆは、図１に示されるポンプアセンブリ１０４の実施形態の様々な図であ
る。図３Ａは、第１のパッケージング要素１５０内で支持されている、包帯１０２（本明
細書に開示するか又は参照により組み込まれている包帯の実施形態のいずれかであること
ができる）と、ポンプアセンブリ１０４と、導管１４０と、１つ又は複数の電池１４２（
２つが図示されている）と、１つ又は複数のシールストリップ１４８とを備える、創傷包
帯キット１００の一実施形態を示す。図３Ｂは、図３Ａの創傷包帯キット１００の実施形
態の下面等角図、図３Ｃは、図３Ａの創傷包帯キット１００の実施形態の分解組立図であ
る。
【００６７】
　図２Ａ～図３Ｃを参照すると、ポンプアセンブリ１０４は、第１のハウジング部材１２
０ａ及び第２のハウジング部材１２０ｂを備えるハウジング１２０と、制御ボタン１２２
（スイッチもしくは他の類似の構成要素であることもできる）と、電池カバー１２４と、
コネクタ１２８と、ＬＥＤライトであることができる１つ又は複数のライトとを有するこ
とができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリ１０４は、２つ以上のボタン１２
２を有することができ、３つ以上のライト１３２を有することができる。ライト１３２は
、正常のもしくは適切な動作状態、ポンプの故障、ポンプに供給される電力もしくは電源
異常、電池の状態もしくは電圧レベル、包帯もしくは流路内の漏れの検出、吸気の阻害、
又は他の任意の類似のもしくは適切な状態、あるいはそれらの組合せをユーザに警告する
ことを含む、ポンプアセンブリ１０４の様々な動作状態及び／又は故障状態をユーザに警
告するように構成することができる。
【００６８】
　ハウジング１２０は、二酸化エチレンなどの滅菌ガスがハウジング内に侵入し、それに
よって、通常の滅菌プロセスの間、ポンプアセンブリ１０４の内部構成要素が滅菌ガスに
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暴露されるように構成することができる。一般的に、ポンプは、空気又は他の任意のガス
を実質的に排気してあるチャンバ内で滅菌ガスに暴露されるので、滅菌ガスは、ポンプハ
ウジング１２０内に、且つポンプアセンブリ１０４内の他の空間及びチャンバ内に引き込
まれる。例えば、ポンプハウジング１２０の幾つかの実施形態は、滅菌ガスが通過するこ
とができる、コネクタ１２８を取り囲むシールされていない間隙を有することができる。
また、幾つかの実施形態では、間にシールを使用することなく、第１のハウジング部材１
２０ａを第２のハウジング部材１２０ｂに接合することができる。
【００６９】
　滅菌プロセスに関しては、幾つかの実施形態では、滅菌される構成要素を、とりわけ、
任意の順序で、次のステップに晒すことができる。構成要素は、約１５分～１時間１５分
の間、約７０ｍＢａｒＡ（又は６７ｍＢａｒＡ～８０ｍＢａｒＡ）まで排気される、チャ
ンバ又はコンテナ内に配置することができる。構成要素はまた、不活性希釈、蒸気圧もし
くは調節、又は窒素サイクルに晒すことができ、その後にさらなる排気サイクルを続ける
ことができる。酸化エチレン又は他の任意の適切な滅菌ガスを、約４８２ｍＢａｒＡ（又
は約４６７ｍＢａｒＡ～約５００ｍＢａｒＡ）の圧力設定値で、チャンバ又はコンテナに
導入することができる。構成要素は、約４６℃（又は約４２℃～４９℃）、又は６０℃以
下の温度で、滅菌ガスに暴露することができる。構成要素は、約１０分間（短サイクル）
もしくは約１時間（長サイクル）、又は約９分～約１１分間（短サイクル）、又は約５９
分～約１時間（長サイクル）、又はそれ以上、滅菌ガスに暴露することができる。構成要
素又はチャンバは、窒素及び／もしくは空気で洗い流し、及び／又はその後に脱気するこ
とができる。
【００７０】
　ポンプアセンブリ１０４は、１つ又は複数の電池１４２によって電力供給することがで
きる。電池１４２は、二酸化エチレン及び／又は他の滅菌ガスに暴露するのに適している
、塩化リチウム又は他の任意の適切な電池であることができる。電池１４２は、１つ又は
複数のパッケージング要素内で支持したとき、滅菌プロセス中に滅菌ガスもしくは爆発性
ガスの存在下で爆発を引き起こす場合がある、電気火花が起こる可能性を最小限に抑える
か又は排除するように、ポンプハウジング１２０の外部で支持することができる。それに
加えて、複数の電池１４２がある場合、滅菌プロセス中の、又は別の使用前における、電
池の何らかの電力損失又は火花発生を防ぐため、パッケージング内で電池を離隔するか又
は別の形で分離することができる。
【００７１】
　図３Ａを参照すると、電池１４２及び１つ又は複数のシールストリップ１４８を包帯１
０２の下方に位置付けることができるので、電池１４２を除去する前に包帯１０２を第１
のパッケージング要素１５０から除去しなければならず、それによって、包帯キット１０
０の構成要素をパッケージング１５０から除去する、及び／又は患者に当てるか、もしく
は装置１００を備える他の構成要素に組み合わせる順序が提示される。
【００７２】
　幾つかの実施形態では、導管１４０の両端が自由であるか、又は別の形で装置１００の
他の構成要素から分断されて、滅菌ガスに対する導管１４０の内表面の暴露が改善され、
及び／又は滅菌ガスに対する管材の完全な暴露が担保されるように、導管１４０をパッケ
ージング１５０内で位置付けることができる。導管１４０の端部は、第１のパッケージン
グ要素１５０に形成された陥凹部内で支持することができる。
【００７３】
　第１のパッケージング要素１５０は、ポンプアセンブリ１０４を受け入れる陥凹部１９
０、包帯１０２を受け入れる陥凹部１９２、１つ又は複数のシールストリップ１４８及び
／又は導管１４０を受け入れる陥凹部１９４、導管１１４及び／又はコネクタ１１４ａ（
存在する場合）を受け入れる陥凹部１９６、ならびに電池１４２のための離隔した陥凹部
２００ａ及び２００ｂを含む、装置１００の構成要素を受け入れ支持するように構成され
た１つ又は複数の陥凹部を有することができる。電池を離隔することによって、酸化エチ
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レンの潜在的に可燃性の性質により、滅菌処置中に爆発するリスクを低減又は排除するこ
とができる。
【００７４】
　幾つかの実施形態では、第１のパッケージング要素１５０は、包帯キットの処理又は運
搬中、電池、ポンプ、及び／又は他の構成要素を適所で保持するのに十分に剛性及び／又
は堅牢性である、材料又は材料の組合せから作ることができる。例えば、第１のパッケー
ジング要素１５０の幾つかの実施形態は、約１５Ｇ～約２５Ｇ、又は１Ｇ～４０Ｇ、又は
１Ｇ～２０Ｇ、又は２５Ｇ～４０Ｇの加速に耐えるのに十分な、電池、ポンプ、又は他の
構成要素などの構成要素の圧縮嵌めもしくは締まり嵌めをもたらすように構成することが
できる。第１のパッケージング要素１５０の幾つかの実施形態は、パッケージングの短絡
もしくは溶融／磨耗に結び付く可能性があり、結果としてパッケージングの損傷もしくは
細菌の進入につながる、構成要素の移動又はずれを防ぐのに十分である一方で、ユーザが
かかる構成要素を必要なときにパッケージングから除去できることを妨害しないように、
ポンプ、電池、管材（管材のピンチ又は陥凹部を含む）、及び他の構成要素をしっかり保
持するように構成することができる。
【００７５】
　それに加えて、図示されるように、第１のパッケージング要素１５０は、手袋をはめた
手及びはめていない手の両方で、外科医又はユーザがアクセスし、装置１００の様々な構
成要素を除去するのを容易にするように、サイズ決めされ構成された溝又は陥凹部１９３
を有することができる。さらに、隆起又は突起１９５を第１のパッケージング要素１５０
に形成して、パッケージング及びキットの構成要素に対する付加的な支持及び保護を提供
することができる。第１のパッケージング要素１５０は、Ｎｅｌｉｐａｋ　Ｃｕｓｔｏｍ
　Ｔｈｅｒｍｏｆｏｒｍｅｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓによって提供される、再生利用可能な未
使用のＰＥＴＧを青色に染色した０．８０　Ｅａｓｔｍａｎ　６７６３医療用グレードを
含む、滅菌することができる任意の適切な材料から作ることができる。パッケージング要
素１５０は、ＥＡＳＴＡＲ（商標）、Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＰｒｏｄｕｃｔのＥＡＳＴＡＲ
コポリエステル樹脂から押し出し、熱成形することができる。例えば、押出しシート又は
フィルムであり得る原料を、高温下での真空及び染色ツール上への圧迫を使用して、熱成
形することができる。第１のパッケージング要素１５０に適した他の材料としては、ポリ
カーボネート、ＰＶＣ、又は他の任意の適切な樹脂もしくはプラスチック材料が挙げられ
る。幾つかの実施形態では、第１のパッケージング要素は、０．８ｍｍ（もしくは約０．
８）の厚さ、又は０．８ｍｍ以下、もしくは１．０ｍｍ以下、もしくは約０．７ｍｍ～１
．２ｍｍの厚さを有する材料（プレート、シート、フィルムなどを含む）から作ることが
できる。
【００７６】
　ガス透過性のカバー１５１（本明細書では、第２のパッケージング要素とも呼ばれる）
は、第１のパッケージング要素１５０の上にシール可能に位置付けて、包帯キット１００
の内容物に対する細菌及び汚染物質のバリアを提供することができる。例えば、ＴＹＶＥ
Ｋ（商標）、紙、又は他の任意の適切な材料のシート状の層もしくはフィルムを、第１の
パッケージング要素１５０の周縁部分１５３にシールすることができる。カバー１５１は
、滅菌ガスに対して透過性であるが、細菌及び他の汚染物質に対してはバリアを提供する
、ＴＹＶＥＫを含む任意の適切な材料から作ることができる。カバー１５１は、不透明、
透明、又は半透明であることができる。
【００７７】
　カバー１５１は、包帯キットの構成要素をすべて中で組み立てた後に、第１のパッケー
ジング要素１５０とシール可能に連結することができる。その後、第１のパッケージング
要素１５０、カバー１５１、及び包帯キットの構成要素を、滅菌ガスがバッグに入り包帯
キットの構成要素を滅菌できるように、バッグに形成された開口部の上でＴＹＶＥＫ又は
他の滅菌ガス透過性の材料パッチを有するシールされた不透過性のバッグ内に位置付ける
ことができる。
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【００７８】
　図４Ａ及び図４Ｂは、第２のハウジング部材１２０ｂから分離された第１のハウジング
部材１２０ａを示す、図１のポンプアセンブリ１０４の実施形態の第１及び第２の分解組
立図である。図５Ａ及び図５Ｂは、第１のハウジング部材１２０ａの第１及び第２の図で
ある。図６Ａ及び図６Ｂは、第２のハウジング部材１２０ｂの第１及び第２の図である。
図４Ａ～図６Ｂを参照すると、ポンプアセンブリ１０４の幾つかの実施形態は、ハウジン
グ１２０内で支持される、又はハウジング１２０内に形成される電池区画２２０を有する
ことができる。１つ又は複数の電池接点２２２は、電池区画２２０内で支持することがで
きる。１つ又は複数の電線２２４は、電池接点２２２をポンプ２３２及び／又は制御盤２
３０に接続することができる。ポンプアセンブリ１０４は、組立て中にポンプが暴露され
るか又はポンプが受け取る可能性がある、汚染もしくはバイオバーデンのリスクを低減す
るため、クリーンルーム内で組み立てることができる。
【００７９】
　幾つかの実施形態では、ポンプ２３２は、モータと、入口ポート又はコネクタ２５０と
、出口ポート２５２とを備えることができる。ポンプ２３２は、１つ又は複数の弁を中に
有することができる。例えば、第１の弁は、入口ポート２５０に隣接してポンプ２３２内
に位置付けることができる。それに加えて、第２の弁は、出口ポート２５２に隣接してポ
ンプ２３２内に位置付けることができる。ポンプ２３２は、入口ポート２５０を通り、第
１及び第２の弁を通り、出口ポート２５２を出る流路を画成することができる。
【００８０】
　幾つかの実施形態では、電池接点２２２は、極性保護を有するように構成することもで
きる。例えば、電池接点１２５に隣接した１つ又は複数の突出部１２４ｄと同様に、電池
接点２２２の１つ又は複数は、電池接点２２２と、正しくない向きで電池区画に挿入され
た電池の正しくない側との接触を阻害するため、接点に隣接したプラスチック又は他の突
出部（図示せず）を有することができる。例えば、１つ又は複数の突出部は、標準的な円
筒形電池の負極が、１つ又は複数の突出部に隣接した電池接点２２２に接触するのを防ぐ
一方で、かかる電池の正極が電池接点２２２に接触するのを可能にするように、サイズ決
めし構成することができる。概して、この構成を用いて、電池は概して、電池を電池区画
２２０に正しい向きで挿入した場合にのみ接点２２２と接触することができ、それによっ
てポンプアセンブリ１０４に極性保護がもたらされる。突出部は、好ましくは非導電性材
料から作られる。別の方法として、又はそれに加えて、制御盤２３０を、極性保護の機構
又は構成要素を有するように構成することができる。それに加えて、制御盤２３０は、過
電力状態又はサージ電力状態に対する保護のため、１つ又は複数のヒューズを有すること
ができる。
【００８１】
　ポンプアセンブリ１０４は、ポンプアセンブリ１０４内の流体流路と連通している、フ
ローマニホルド２４０及び一方向フロー弁２４６を有することができる。一方向フロー弁
２４６（逆止め弁とも呼ばれる）は、シリコーン、あるいは非限定的に、ポリウレタン、
バイトン、ニトリルゴム、ネオプレン、テフロン（登録商標）、及び他の適切な材料を含
む他の任意の適切なエラストマー材料又は軟質材から作られた、ダイヤフラム弁であるこ
とができる。一方向フロー弁に対する他の適切な弁は、例えば非限定的に、アンブレラ弁
、玉弁、リード弁、ダックビル弁である。幾つかの実施形態では、一方向フロー弁２４６
の漏れ速度は約０．０５ｍＬ／分であることができる。幾つかの実施形態では、一方向フ
ロー弁２４６は、ポンプ２３２内に、又はポンプ２３２内に位置付けられた弁の１つの代
わりに位置付けることができる。
【００８２】
　マニホルド２４０及び／又は一方向フロー弁２４６は、コネクタ１２８と連通している
ことができる。幾つかの実施形態では、一方向フロー弁２４６はマニホルド２４０内で支
持することができ、マニホルド２４０は、ポンプ２３２の入口ポートもしくはコネクタ２
５０と実質的にシール可能に連結するか、又は別の形でハウジング１２０内で支持して、
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入口ポートもしくはコネクタ２５０と流体連通するようにすることができる。例えば、図
４Ａ及び図４Ｂを参照すると、マニホルド２４０は、入口コネクタ２５０がマニホルド２
４０に形成された開口部２６１内に受け入れられるように、ポンプ２３２とともに組み立
てることができる。空気及び／又は他のガスは、出口ポートもしくはコネクタ２５２を通
してポンプ２３２を出ることができる。滅菌中、ポンプ２３２は、滅菌ガスがポンプ２３
２の内部空間又はチャンバに侵入して、ポンプ２３２全体（内部及び外部の両方）が滅菌
されていることを担保することができるように構成することができる。１つ又は複数の弁
（アンブレラ弁もしくは他の任意の適切な弁であり得る）を、ポンプ２３２内に位置付け
ることができる。例えば、非限定的に、１つ又は複数の弁を、入口ポート２５０及び出口
ポート２５２それぞれに隣接して位置付けて、ポンプ２３２内で支持することができる。
【００８３】
　最適な滅菌のため、幾つかの実施形態では、滅菌ガスをゆっくり導入して、弁を通る滅
菌ガスのフローを最適化するとともに、滅菌ガスによる圧力が弁を完全に閉止するのを防
ぐことができる。上述したように、弁（第１及び第２の弁など）は、ある程度漏れ性であ
るように構成し、それによって滅菌ガスのフローが弁を超えて先に進んでポンプ２３２の
内部構成要素を滅菌できるようにすることができる。例えば、弁は、公称のもしくは一般
的な動作圧力で（すなわち、導管内の流体の公称動作圧力で）、又は公称のもしくは一般
的な滅菌圧力で、０．１ｍＬ／分～１０ｍＬ／分以上の速度でそこを通る流体の漏れ流量
（すなわち、弁が閉止位置にあるときに弁を通る流量）を可能にすることができる。幾つ
かの構成では、２つの弁の間、又は弁と一方向弁との間にある流路の部分は、流路又はポ
ンプアセンブリ１０４を滅菌するのに最も難しい部分であり得る。
【００８４】
　ポンプアセンブリの幾つかの実施形態は、圧電ポンプを有することができる。本明細書
に開示する幾つかの圧電ポンプ又は他のポンプは、ポンプが停止中のとき、ポンプを通る
流量が２００ｍＬ／分程度の多量であることができるように、弁機能を実施するオリフィ
スを有するか、あるいはオリフィスを有するように構成することができる。したがって、
幾つかの実施形態では、ポンプ速度が約３００ｍＬ／分又は３２０ｍＬ／分又はその他の
高い速度であることができる場合、第１及び第２の弁（オリフィスであり得る）はそれぞ
れ、約２００ｍＬ／分以下の漏れ速度を有することができる。
【００８５】
　ポンプ２３２は、非限定的に、回転ダイヤフラムポンプもしくは他のダイヤフラムポン
プ、圧電ポンプ、蠕動ポンプ、ピストンポンプ、回転翼ポンプ、液封ポンプ（liquid rin
g pump）、スクロールポンプ、圧電変換器によって動作するダイヤフラムポンプ、又は他
の任意の適切なポンプもしくはマイクロポンプ、あるいは上記のものの任意の組合せなど
、任意の適切なタイプのものであることができる。ポンプ２３２は、例えば、Ｋｏｇｅ　
ＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓのＫＰＶ８Ａ－３Ａポンプなどの、標準的な既製の真空ポンプで
あることができる。ポンプ２３２は、ＫＮＦダイヤフラムポンプ又は任意の適切なＫＮＦ
ポンプであることもできる。
【００８６】
　ポンプの幾つかの実施形態は、約１０ｇ、又は約６ｇ～１５ｇ、又は上記範囲内の任意
の値と値の間のような軽量であることができる。ポンプ２３２は、約５００ｍＬ／分、又
は約３００ｍＬ／分以下～約６００ｍＬ／分以上の間、又は約４００ｍＬ／分～約５００
ｍＬ／分の間、又は上記範囲内の任意の値の間のポンプ容量を有することができる。幾つ
かの実施形態では、ポンプアセンブリ１０４は２つ以上のポンプ２３２を備えることがで
きる。例えば、ポンプアセンブリ１０４は、創傷のオーバーレイと創傷との間の空間の迅
速なドローダウンをもたらすように構成された、高い流量を有する第１のポンプと、最初
のドローダウン後に創傷のオーバーレイと創傷との間の空間の減圧レベルを維持するよう
に構成された、第２のより少ない容量のポンプとを有することができる。幾つかの実施形
態では、ポンプ流量は、約１５ｍＬ／分に設定することができる、漏れアラームの流量の
約２０倍であることができる。
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【００８７】
　上述したように、コネクタ１２８は、管材１０６の端部と連結された噛合するねじ山付
きのコネクタを螺合可能に受け入れることができる、ねじ山付きのコネクタ（図示される
ようなもの）であることができる。ねじ山付きのコネクタ１２８は、医療従事者が標準的
なルアーコネクタ（静脈ラインからのコネクタなど）を不用意に取り付けるのを防ぐため
、他の医療用コネクタと比較して標準的ではないサイズのものであってもよい。
【００８８】
　あるいは、図示されないが、コネクタ１２８は、管材１０６の端部上における別個の噛
合するコネクタを省略できるように、管材をその上にシール可能に受け入れるように構成
された、標準的な管材コネクタ（ニップルコネクタなど）であることができる。
【００８９】
　マニホルド２４０は、圧力モニタの導管又はコネクタ２６２を受け入れるように構成す
ることができる、別個のポート２６０を有することができる。圧力モニタは、制御盤２３
０によって支持することができ、流体流路内の圧力レベルを監視するように構成すること
ができる。圧力モニタは、モータ２３２を保護して予め定義された閾値圧力を超過しない
ように構成することができる。幾つかの実施形態では、圧力モニタは１７５＋／－５０ｍ
ｍＨｇを超過しないように較正することができる。幾つかの実施形態では、圧力モニタは
２３５ｍｍＨｇを超過しないように較正することができる。圧力モニタは、圧力の読取り
値が所定の値に達した場合にモータに対する電力を停止するように構成することができ、
圧力レベルが所定の値を、又は第１の所定の値よりも高いもしくは低い場合がある第２の
所定の値を下回ると、電力を再開するように構成することができる。それに加えて、ポン
プアセンブリ１０４は、かかる過圧を防ぐようにプログラムすることができる。ポンプア
センブリ１０４は、ソフトウェアが過圧を防ぐ主要機構を提供するように構成することが
でき、圧力モニタが過圧保護のバックアップを提供することができる。
【００９０】
　ポンプ２３２は、ポンプ２３２によって生成される雑音及び振動を低減するため、ポン
プ２３２の外表面の周りに少なくとも部分的に巻き付けられる、連続気泡発泡体又は他の
材料の層を有することができる。これらの構成要素はすべて、任意の適切な締結具２７０
（例えば、一対のねじ）でともに固定することができる、第１及び第２のポンプハウジン
グ部材１２０ａ、１２０ｂ内で支持することができる。１つ又は複数のラベル２７２を、
ハウジング１２０の外表面に付着させることができる。それに加えて、幾つかの実施形態
では、ポンプ２３２は、ポンプ２３２によって支持されるか、又はポンプの１つ又は複数
の外表面に隣接して位置付けられる、１つ又は複数の重り、クッション、発泡体（粘弾性
発泡体など）、プラスチック（ＡＢＳ、ポリウレタン、ウレタンなど）、あるいは他のパ
ッド、パネル、シート、又はセグメントを有することができる。幾つかの実施形態は、質
量ベースの、又は柔軟な制振材料を有することができる。かかる構成要素又は材料（図示
せず）は、ポンプによって生成される振動を減衰し、及び／又は雑音を弱めることができ
る。
【００９１】
　例えば、１つ又は複数の重り（鋼、金属、もしくは他の任意の適切な材料から作られる
）を、ポンプ２３２又は本明細書に開示する他の任意のポンプの実施形態の外表面で支持
するか、あるいはそれに取り付けることができる。鋼製重りは、約１．８ｇ、３．８ｇ、
もしくは５．８ｇ、又は１ｇ～１０ｇ以上、もしくは１．５ｇ～６ｇの重量であることが
できる。２つ以上の重りを、ポンプ２３２又は本明細書に開示する他の任意のポンプの実
施形態の外表面で支持するか、あるいはそれに取り付けることができる。それぞれ約１．
８ｇ、３．８ｇ、もしくは５．８ｇ、又は１ｇ～１０ｇ以上、もしくは１．５ｇ～６ｇの
重量である２つの鋼製重りを、ポンプ２３２の外表面に取り付けることができる。２つの
プレートをそれぞれ、モータ２３２の対向面に、又は別の形で位置付けることができる。
幾つかの実施形態では、それぞれ約１．８ｇ、３．８ｇ、もしくは５．８ｇ、又は１ｇ～
１０ｇ以上、もしくは１．５ｇ～６ｇの重量である４つの鋼製重りを、ポンプ２３２の外
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表面に取り付けることができる。プレートは、２つのプレートがモータ２３２の２つの対
向面それぞれに位置付けられるように、又は別の形で配列することができる。幾つかの実
施形態では、例えば非限定的に、ポンプ２３２の側面及び上面を含む、ポンプ２３２の３
つ以上の面に隣接して重りを位置付けることができる。
【００９２】
　図４Ａを参照すると、電池カバー１２４は、電池カバー１２４が閉止位置にあるときに
不用意に開くのを阻害するため、ハウジング１２０の噛合する機構と係合するように構成
することができる、ラッチ又はタブ部材１２４ａを有することができる。それに加えて、
電池カバー１２４を開閉することができる容易さを促進するため、ガイド又は突出部１２
４ｂを電池カバー１２４に形成することができる。ガイド１２４ｂは、ハウジング１２０
に形成された噛合するガイド又はチャネル１２０ｃを係合することができる。電池カバー
１２４は、一本の指で使用するために、把持面を有するように構成することができる。例
えば、非限定的に、複数の窪み１２４ｃを電池カバー１２４の表面に形成して、ユーザの
指又は他の物体と電池カバー１２４との間の把持を向上させ、電池カバー１２４の開閉を
容易にすることができる。
【００９３】
　図４Ｂを参照すると、電池カバー１２４は、２つの電池間の接続を提供するように構成
された、１つ又は複数の電池接点又は端子１２５をその上で支持することができる。電池
カバー１２４は、電池接点１２５に隣接した１つ又は複数の突出部１２４ｄをさらに支持
することができる。１つ又は複数の突出部１２４ｄは、標準的な円筒形電池の負極が、１
つ又は複数の突出部１２４ｄに隣接した電池接点１２５に接触するのを防ぐ一方で、かか
る電池の正極が電池接点１２５に接触するのを可能にするように、サイズ決めし構成する
ことができる。この構成を用いて、電池は概して、電池を電池区画２２０に正しい向きで
挿入した場合にのみ接点１２５と接触することができ、それによってポンプアセンブリ１
０４に極性保護がもたらされる。
【００９４】
　図４Ａ及び図４Ｂを参照すると、ハウジング１２０は、ハウジングの２つの部材１２０
ａ、１２０ｂの間の接続を改善するため、１つ又は複数のタブ１２１と、タブ１２１を受
け入れるように構成された窪み又はチャネル１２３とを有することができる。タブ１２１
及び窪み１２３は、ハウジング１２０の縁部をともにより良好に保持して、ハウジング１
２０の強度を改善するとともに、ハウジングの２つの部材１２０ａ、１２０ｂの間の接続
をよりきつくすることができる。制御盤２３０は、同様の機構を用いてハウジング１２０
に組み合わせることができる。
【００９５】
　本明細書に全体が記載されているものとして参照により本明細書にその開示を組み込ま
れている、特許文献３に記載されているように、本明細書に開示する創傷包帯１０２の実
施形態のいずれかの下面は、任意の創傷接触層を有することができる。本明細書に開示す
る包帯の実施形態のいずれも、創傷接触層を有さずに作ることができる。創傷接触層は、
例えば、ホットピンプロセス（hot pin process）、レーザーアブレーションプロセス、
超音波プロセスによって、又は他の何らかの手法で多孔性もしくは有孔にすることができ
る、あるいは別の方法で液体及びガス透過性にすることができる、ポリウレタン層又はポ
リエチレン層又は他の可撓性層であることができる。貫通孔によって、液体及び／又はガ
スが層を通って流れることを可能にすることができる。創傷接触層は、創傷包帯の別の材
料内への組織の内成長を防ぐ助けとなり得る。
【００９６】
　貫通孔は、この要件を満たすのに十分な小ささであるが、依然として流体を通すことが
できるようにサイズ決めすることができる。例えば、０．０２５ｍｍ～１．２ｍｍの範囲
のサイズを有するスリット又は穴として形成された貫通孔は、創傷包帯内への組織の内成
長を防ぐ助けとなるのに十分な小ささである一方で、創傷浸出物が包帯に流入するのを可
能にするものと見なされる。創傷接触層は、創傷包帯全体をともに保持する助けとなると



(38) JP 6131253 B2 2017.5.17

10

20

30

40

50

ともに、創傷における陰圧を維持するため、吸収性パッドの周りに気密シールを作り出す
助けとなる。創傷接触層は、任意の下側及び上側の接着剤層（図示せず）の担体としても
作用する。例えば、下側の感圧性接着剤層を創傷包帯の下面１０１に提供することができ
、その一方で、上側の感圧性接着剤層を創傷接触層の上面１０３に提供することができる
。シリコーン、ホットメルト、ヒドロコロイド、もしくはアクリル系の接着剤、又は他の
かかる接着剤であることができる感圧性接着剤は、創傷接触層の両面に、又は任意選択で
創傷接触層の選択された一面に形成するか、もしくはいずれの面にも形成しないことがで
きる。下側の感圧性接着剤層が利用される場合、このことは、創傷包帯を創傷部位の周り
で皮膚に接着する助けとなる。
【００９７】
　上述したように、本明細書に開示するか又は参照により組み込まれている包帯キットで
使用される、任意の包帯の実施形態は、接着剤で覆われた下面（例えば、創傷接触面）を
有することができる。幾つかの実施形態では、上述したように、接着剤は、例えばポリシ
ロキサン又はポリオルガノシロキサンを含むシリコーン接着剤、あるいは他のポリマー性
の感圧性シリコーン接着剤であることができる。例えば、ポリジメチルシロキサンなどを
使用することができる。接着剤配合物は、流延（casting）又は塗り広げる（spreading）
に続いて最終重合ステップが行われるように、触媒との二液混合物として塗り広げ流延す
ることができる、アルキルペンダントシロキサンの混合物であってもよい。幾つかの実施
形態では、包帯層は、押出しＥＵ３０ポリウレタン透明フィルム（２７～３７ｇｓｍ）の
対向面上にコーティングされた、無孔のシリコーン接着剤コーティング（コート重量は公
称１３０ｇｓｍ）及び十分に流延されたアクリル接着剤（２７～３７ｇｓｍ）を有するこ
とができる。かかる配置の幾つかの実施形態の水蒸気透過性は、約３６７ｇｍ－２／２４
時間～約４０５ｇｍ－２／２４時間、又は平均水蒸気透過性３８２ｇｍ－２／２４時間で
あることができる。
【００９８】
　本明細書に開示する包帯の実施形態に適したシリコーン接着剤層の幾つかの実施形態又
は配置は、約３５０ｇｍ－２／２４時間～約４１０ｇｍ－２／２４時間の水蒸気透過率を
有することができる。適切には、本明細書に開示する包帯の実施形態に適したシリコーン
接着剤層の幾つかの実施形態又は配置の平均水蒸気透過性は、約３８０ｇｍ－２／２４時
間であることができる。本明細書に開示する包帯の実施形態の幾つかは、Ｗａｃｋｅｒ　
ｓｉｌｒｅｓ　ＰＳＡ　４５感圧性接着剤が上にコーティングされたものであることがで
きる。
【００９９】
　それに加えて、本明細書に開示する包帯の実施形態のいずれも、包帯に組み込まれた、
又は包帯の１つ又は複数の表面にコーティングされた、抗菌剤又は抗菌物質を有すること
ができる。例えば、非限定的に、本明細書に開示する任意の包帯の実施形態の創傷接触層
は、非限定的に、本開示の一部を成すものとして参照により本明細書に組み込まれている
、２００８年５月２１日に出願された特許文献１０（「ＡＮＴＩＭＩＣＲＯＢＩＡＬ　Ｂ
ＩＧＵＡＮＩＤＥ　ＭＥＴＡＬ　ＣＯＭＰＬＥＸＥＳ」という名称）に開示されているも
のなどの、ナノ結晶質の銀剤、銀塩、銅塩、又は金塩、ＰＨＭＢ、クロロヘキサジン、過
酸化物、次亜塩素酸、あるいはその中又は上の他の漂白剤を有することができる。さらに
、本明細書に開示する任意の包帯の実施形態の吸収性層は、銀硫黄ジアジン、あるいはそ
の中もしくは上の上述した物質又は活性剤のいずれかを有することができる。これらは、
別個に又は併せて使用されてもよい。これらはそれぞれ、創傷の中の微生物及び吸収マト
リックスの中の微生物を排除することができる。さらなる他の選択肢として、他の活性成
分、例えばイブプロフェンなどの痛み抑制剤又は治癒薬を、包帯に組み込むことができる
。また、成長因子などの細胞活性を向上させる薬剤、又はメタロプロテイナーゼの組織阻
害剤（ＴＩＭＰＳ）などのマトリックスメタロプロテイナーゼ阻害剤もしくは亜鉛キレー
ト剤など、酵素を阻害する薬剤を包帯に組み込むことができる。活性炭、シクロデキスト
リン、ゼオライトなどの臭気捕集要素も、包帯の吸収性層又は他の部分もしくは構成要素
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に、あるいはフィルタ層の上に含めることができる。
【０１００】
　多孔質材料の層は、創傷接触層の上に配置することができる。この多孔質層、つまり透
過層によって、液体及びガスを含む流体を創傷部位から離して創傷包帯の上層へと透過さ
せることが可能になる。特に、透過層は、吸収性層がかなりの量の浸出物を吸収している
ときであっても、開放空気チャネルを維持して創傷範囲の上に陰圧を伝達できることを担
保することができる。層は、上述したような陰圧創傷治療の間、加えられる一般的な圧力
下で、開いたままであるべきであり、それによって、創傷部位全体に均等化された陰圧が
見込まれる。層は、三次元構造を有する材料で形成することができる。例えば、編成もし
くは織成したスペーサ布地（ｓｐａｃｅｒ　ｆａｂｒｉｃ）（例えば、Ｂａｌｔｅｘ　７
９７０横編みポリエステル）、又は不織布を使用することができる。他の材料を利用する
ことができ、かかる材料の例は、参照により本明細書に組み込まれているとともに本開示
の一部を成す、特許文献３に記載されている。
【０１０１】
　幾つかの実施形態では、透過層は３Ｄポリエステルスペーサ布地層を有することができ
る。この層は、８４／１４４テクスチャードポリエステルである上層（すなわち、使用中
は創傷床から遠位側にある層）と、１００デニールのフラットポリエステルであることが
できる下層（すなわち、使用中は創傷床に近接して位置する層）と、これら２つの層の間
に挟まれて形成される、編成ポリエステルビスコース、セルロースなどのモノフィラメン
ト繊維によって画成される領域である、第３の層とを有することができる。他の適切な材
料、及び繊維の他の線形的な質量密度を使用することができる。
【０１０２】
　離隔した層におけるフィラメント計数の間のこの差分は、透過層を横切る水分フローを
制御する助けとなる。特に、最上層のフィラメント計数をより多くすることによって、す
なわち、最下層で使用される糸よりも多数のフィラメントを有する糸で最上層を作ること
によって、液体は、最下層よりも最上層に沿ってウィッキングされる傾向がある。使用の
際、この差分により、液体が創傷床から離れるように吸い出され、包帯の中央領域に吸い
込まれる傾向になり、そこで、吸収性層が液体を閉じ込めるか、又はそれ自体が液体を、
蒸散させることができるカバー層に向かって前方にウィッキングする助けとなる。
【０１０３】
　好ましくは、透過層を横切る（すなわち、上側スペーサ層と下側スペーサ層との間に形
成されるチャネル領域に垂直な）液体のフローを改善するため、３Ｄ布地はドライクリー
ニング剤（ペルクロロエチレンなどであるが、それに限定されない）で処理されて、透過
層の親水性を妨げることがある、以前は使用されていた鉱物油、油脂、及び／又はワック
スなどの任意の工業製品を除去する助けとなる。幾つかの実施形態では、親水性薬剤（Ｒ
ｕｄｏｌｐｈ　Ｇｒｏｕｐ）から入手可能なＦｅｒａｎ　Ｉｃｅ　３０ｇ／Ｌなどである
がそれに限定されない）で３Ｄスペーサ布地が洗浄される、追加の製造ステップを続いて
行うことができる。このプロセスステップは、材料上の表面張力が低く、水などの液体が
３Ｄ編地に接触するとすぐに布地に入ることができる程度であることを担保する助けとな
る。これは、任意の浸出物の液体障害成分（liquid insult component）のフローを制御
するのにも役立つ。
【０１０４】
　やはり、米国特許第１３／０９２，０４２号により詳細に記載されているように、吸水
性材料層を透過層の上に設けることができる。発泡体又は不織布の天然もしくは合成材料
であることができ、任意選択で超吸収性材料を含む又は超吸収性材料とすることができる
、吸収性材料は、流体、特に創傷部位から除去された液体のリザーバを形成し、カバー層
に向かってそれらの流体を吸い取る。吸収性層の材料は、創傷包帯に回収された液体が飛
び散るように流れるのを防ぐことができる。吸収性層はまた、流体が創傷部位から吸い出
され、吸収性層全体に亘って蓄積されるように、ウィッキング作用を介して層全体に流体
を分配させる助けとなり得る。これは、吸収性層の範囲における凝集を防ぐことに役立つ
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。吸収材料の容量は、陰圧が加えられたときの創傷の浸出物流量を管理するのに十分でな
ければならない。使用の際、吸収性層は陰圧を受けるので、吸収性層の材料は、かかる状
況下で液体を吸収するように選ばれる。陰圧下で液体を吸収することができる多数の材料
、例えば超吸収性材料が存在する。吸収性層は、ALLEVYN（商標）発泡体、Freudenberg 1
14-224-4、及び／又はChem-Posite（商標）11C-450、あるいは他の任意の適切な材料から
製造することができる。
【０１０５】
　幾つかの実施形態では、吸収性層は、乾燥粒子の形態の超吸収性材料が全体的に分散さ
れている、不織布セルロース繊維の層であることができる。セルロース繊維を使用するこ
とで、包帯によって吸収された液体を迅速且つ均一に分配する助けとなる高速ウィッキン
グ要素が導入される。複数のストランド状繊維を並置することは、液体を分配する助けと
なる繊維状パッドにおける強力な毛管作用に結び付く。このように、超吸収性材料に液体
が効率的に供給される。さらに、吸収性層の領域にはすべて、液体がもたらされる。
【０１０６】
　ウィッキング作用はまた、包帯の蒸散速度を増加させるのに役立つように、液体を上側
カバー層と接触させるのを支援する。ウィッキング作用はまた、浸出物が低速であるか又
は停止したときに、液体を創傷床に向かって下方に送達するのを支援する。この送達プロ
セスは、透過層及び下側の創傷床領域を湿潤状態で維持する助けとなり、それが包帯内で
の痂皮形成（阻害に結び付き得る）を防ぐ助けとなるとともに、創傷治癒に対して最適化
された環境を維持する助けとなる。
【０１０７】
　幾つかの実施形態では、吸収性層はエアレイド材料であることができる。熱融着性繊維
を任意選択で使用して、パッドの構造をともに保持するのを支援することができる。超吸
収性粒子を使用するのではなく、又はそれを使用するのに加えて、本発明の幾つかの実施
形態による超吸収性繊維を利用することができることが認識されるであろう。適切な材料
の一例は、米国のEmerging Technologies Inc （ETi）から入手可能な製品Chem-Posite（
商標）11Cである。
【０１０８】
　任意選択で、吸収性層は、合成の安定した繊維及び／又は二成分の安定した繊維及び／
又は天然の安定した繊維及び／又は超吸収性繊維を含むことができる。吸収性層中の繊維
は、ラテックス結合又は熱結合又は水素結合又は任意の結合技術の組合せ又は他の固定機
構によって、互いに固定することができる。幾つかの実施形態では、吸収性層は、吸収性
層内で超吸収性粒子を閉じ込めるように動作する繊維によって形成される。これにより、
吸収性層の外部に、且つ下にある創傷床に向かって超吸収性粒子が移動しないことを担保
する助けとなる。このことは特に有用であるが、それは、陰圧が加えられると、吸収性パ
ッドが下向きに潰れる傾向があり、この作用によって超吸収性粒子状物質が、吸収性層の
繊維構造によって閉じ込められていなかった場合に、創傷床に向かう方向へと押し込まれ
るためである。
【０１０９】
　吸収性層は複数の繊維の層を含むことができる。好ましくは、繊維はストランド状であ
り、セルロース、ポリエステル、ビスコースなどで作られる。好ましくは、乾燥した吸収
性粒子が、準備ができている吸収性層全体に亘って分配される。幾つかの実施形態では、
吸収性層は、セルロース繊維のパッドと複数の超吸収性粒子とを含む。追加の実施形態で
は、吸収性層は、ランダムに向きを付けられたセルロール繊維の不織布層である。
【０１１０】
　超吸収性粒子／繊維は、例えば、ポリアクリル酸ナトリウムもしくはカルボメトキシセ
ルロース材料など、又は液体中における自身の重量の何倍も吸収することができる任意の
材料とすることができる。幾つかの実施形態では、材料は、０．９％重量食塩水自体の重
量の５倍を超えて吸収することができる。幾つかの実施形態では、材料は、０．９％重量
食塩水自体の重量の１５倍を超えて吸収することができる。幾つかの実施形態では、材料
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は、０．９％重量食塩水自体の重量の２０倍を超えて吸収することができる。好ましくは
、材料は、０．９％重量食塩水自体の重量の３０倍を超えて吸収することができる。吸収
性層は、吸引ポートの下になるように配置された１つ又は複数の通し穴を有することがで
きる。
【０１１１】
　包帯１０２は、ガス不透過性であるが水蒸気透過性である、創傷包帯の幅を横切って延
在するカバー層を有することができる。カバー層は、例えばポリウレタンフィルム（例え
ば、Ｅｌａｓｔｏｌｌａｎ　ＳＰ９１０９）、又は一面に感圧性接着剤を有する他の任意
の適切な材料であることができ、実質的にガス不透過性であり、それによって実質的にシ
ールされたエンクロージャが創傷の上に作られる。このように、有効なチャンバがカバー
層と創傷部位との間に作られて、陰圧を確立することができる。カバー層は、包帯の周面
の周りの境界領域で創傷接触層にシールすることができ、例えば接着又は溶接技術によっ
て、境界範囲を通って空気が引き込まれないことが担保される。カバー層は、外部の細菌
汚染から創傷を保護することができ（細菌バリア）、創傷浸出物からの液体が層を通って
移行し、フィルムの外表面から蒸発することを可能にしている。カバー層は、ポリウレタ
ンフィルムと、フィルム上に流延された接着剤パターンとを有することができる。ポリウ
レタンフィルムは水蒸気透過性であり、湿潤したときの水透過率が増加する材料から製造
されてもよい。
【０１１２】
　陰圧を包帯１０２に加えることができるように、カバーフィルムにオリフィスを設ける
ことができる。上述したように、幾つかの実施形態では、吸引ポート１０８は、オリフィ
スの上のカバーフィルム上にシールすることができ、それによってオリフィスを通して陰
圧を伝達することができる。ポートは、アクリル、シアノアクリレート、エポキシ、ＵＶ
硬化性、又はホットメルト接着剤などの接着剤を使用して、カバーフィルムに接着されシ
ールされてもよい。ポート１０８は、軟質ポリマー、例えば、ショアＡスケールで３０～
９０の硬さを有する、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、シリコーン、又はポリウレタンか
ら形成することができる。
【０１１３】
　包帯１０２は、液体に対しては不透過性であるが、ガスに対しては透過性であるフィル
タ要素を有することができる。フィルタ要素は、液体が創傷包帯から逃げるのを実質的に
防ぐか又は阻害する液体バリアとして、ならびに臭気バリアとして作用することができる
。フィルタ要素はまた、細菌バリアとして機能してもよい。幾つかの実施形態では、フィ
ルタ要素の孔径は約０．２μｍであることができる。フィルタ要素のフィルタ材料に適し
た材料としては、ＭＭＴ範囲から延伸された０．２ミクロンのGore（商標）PTFE、PALL V
ersapore（商標）２００Ｒ、及びDonaldson（商標）TX6628が挙げられる。このようにし
て、フィルタ要素によって、オリフィスを通してガスを排出することができる。しかし、
液体、微粒子、及び病原菌は包帯に含まれている。フィルタに関する他の詳細は、特許文
献３に開示されており、参照により本明細書に組み込まれている。
【０１１４】
　本明細書に記載するような創傷包帯１０２ならびにその製造方法及び使用方法はまた、
次の特許及び特許出願に記載されている特徴、構成、及び材料を組み込んでもよく、それ
らのそれぞれは、本開示の一部を成すものとして、その全体が参照により本明細書に組み
込まれている。特許文献１１、特許文献１２、及び特許文献１３、特許文献１４、特許文
献１５、特許文献１６、特許文献１７、特許文献１８、特許文献１９、特許文献２０、特
許文献２１、特許文献２２、特許文献２３、特許文献２４、特許文献２５、及び特許文献
２６、ならびに２０１０年１１月８日に出願された特許文献２７、２０１１年４月１５日
に出願された特許文献２８、及び２０１１年４月１５日に出願された特許文献２９。これ
らの参照により組み込まれる特許及び特許出願から、本開示に記載するものに類似した構
成要素の特徴、構成、材料、及び製造又は使用の方法が、本出願の実施形態へと代用され
、追加され、又は実装されてもよい。
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【０１１５】
　動作の際、創傷包帯１０２は、創腔を形成する創傷部位の上にシールされる。ポンプア
センブリ１０４は、包帯１０２に対する陰圧源を提供する。流体は、創傷接触層の下にあ
る創傷部位から創傷包帯を通ってオリフィスに向かって吸い取られる。流体は透過層を通
ってオリフィスに向かって移動する。流体が透過層を通って引かれるのにつれて、創傷浸
出物が吸収性層に吸収される。
【０１１６】
　創傷包帯の全体形状は、正方形、卵形、長方形、又は別の形であることができる。包帯
は丸角領域を有することができる。本発明の他の実施形態による創傷包帯は、正方形、円
形、又は楕円形の包帯など、異なるように形作ることができることが認識されるであろう
。
【０１１７】
　創傷包帯１０２の所望のサイズは、それが使用される創傷のサイズ及びタイプに基づい
て選択することができる。幾つかの実施形態では、創傷包帯１０２は、その長軸で２０～
４０ｃｍの間、その短軸で１０～２５ｃｍの間の寸法であることができる。例えば、上述
したように、約１０×２０ｃｍ、１０×３０ｃｍ、１０×４０ｃｍ、１５×２０ｃｍ、及
び１５×３０ｃｍのサイズで包帯を提供することができる。
【０１１８】
　幾つかの実施形態では、創傷包帯１０２は、１５～２５ｃｍの間の寸法の辺を有する正
方形の包帯（例えば１５×１５ｃｍ、２０×２０ｃｍ、及び２５×２５ｃｍ）であること
ができる。吸収性層は包帯全体よりも小さい面積を有することができ、幾つかの実施形態
では、包帯１０２全体よりも、ともに約３～１０ｃｍ短い、より好ましくは約５ｃｍ短い
、長さ及び幅を有してもよい。幾つかの長方形の実施形態では、吸収性層は、その長軸で
約１０～３５ｃｍ、その短軸で５～１０ｃｍの間の寸法であってもよい。例えば、吸収性
層は、５．６×１５ｃｍ又は５×１０ｃｍ（１０×２０ｃｍの包帯の場合）、５．６×２
５ｃｍ又は５×２０ｃｍ（１０×３０ｃｍの包帯の場合）、５．６×３５ｃｍ又は５×３
０ｃｍ（１０×４０ｃｍの包帯の場合）、１０×１５ｃｍ（１５×２０ｃｍの包帯の場合
）、及び１０×２５ｃｍ（１５×３０ｃｍの包帯の場合）のサイズで提供することができ
る。幾つかの正方形の実施形態では、吸収性層は、１０～２０ｃｍの間の長さの辺を有し
てもよい（例えば、１５×１５ｃｍの包帯の場合は１０×１０ｃｍ、２０×２０ｃｍの包
帯の場合は１５×１５ｃｍ、又は２５×２５ｃｍの包帯の場合は２０×２０ｃｍ）。透過
層は吸収性層よりも小さいサイズのものであることができ、幾つかの実施形態では、吸収
性層よりも、ともに約０．５～２ｃｍ短い、より好ましくは約１ｃｍ短い、長さ及び幅を
有することができる。幾つかの長方形の実施形態では、透過層は、その長軸で９～３４ｃ
ｍの間、その短軸で３～５ｃｍの間の寸法であってもよい。例えば、透過層は、４．６×
１４ｃｍ又は４×９ｃｍ（１０×２０ｃｍの包帯の場合）、４．６×２４ｃｍ又は４×１
９ｃｍ（１０×３０ｃｍの包帯の場合）、４．６×３４ｃｍ又は４×２９ｃｍ（１０×４
０ｃｍの包帯の場合）、９×１４ｃｍ（１５×２０ｃｍの包帯の場合）、及び９×２４ｃ
ｍ（１５×３０ｃｍの包帯の場合）のサイズで提供されてもよい。幾つかの正方形の実施
形態では、透過層には、９～１９ｃｍの間の長さの辺を有してもよい（例えば、１５×１
５ｃｍの包帯の場合は９×９ｃｍ、２０×２０ｃｍの包帯の場合は１４×１４ｃｍ、又は
２５×２５ｃｍの包帯の場合は１９×１９ｃｍ）。
【０１１９】
　包帯は、抗菌物質を、例えば、創傷接触層上のナノ結晶質の銀剤及び／又は吸収性層内
の銀硫黄ジアジンを含むことができる。これらは、別個に又は共に使用されてもよい。こ
れらはそれぞれ、創傷中の微生物を、且つ吸収マトリックス中の微生物を殺す。さらなる
他の選択肢として、他の有効成分、例えばイブプロフェンなどの痛み抑制剤が含まれても
よい。また、成長因子などの細胞活性を向上させる薬剤、又はメタロプロテイナーゼの組
織阻害剤（ＴＩＭＰＳ）などのマトリックスメタロプロテイナーゼ阻害剤もしくは亜鉛キ
レート剤など、酵素を阻害する薬剤を利用することができる。さらなる他の選択肢として
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、活性炭、シクロデキストリン、ゼオライトなどの臭気捕集要素が、吸収性層に、又はフ
ィルタ層の上のさらなる別の層として含まれてもよい。
【０１２０】
　透過層が３Ｄ編成層として、例えばモノフィラメント層によって離隔された２つの層と
して形成される本発明の幾つかの実施形態についてここまで記載してきたが、本発明の幾
つかの実施形態はかかる材料を使用することに制約されないことが認識されるであろう。
幾つかの実施形態では、かかる３Ｄ編成材料の代替物として、種々の材料の１つ又は複数
の層を利用することができる。いずれも場合も、本発明の実施形態によれば、透過層の複
数層によって示される開口部は、使用中は創傷に近接して配置されるであろう包帯の側面
から離れる方向に移動するのにしたがって広くなっていく。幾つかの実施形態では、透過
層は連続気泡発泡体の複数層によって提供されてもよい。幾つかの実施形態では、発泡体
は網状連続気泡発泡体である。発泡体は、親水性であることができ、又は水性系の流体を
ウィッキングすることができる。各層の孔径は、発泡体層中において、使用中に最も創傷
部位に近接する孔が最も小さい径を有するように選択される。１つのさらなる発泡体層の
みが利用される場合、それは第１の層の孔径よりも大きい孔径を含む。このことが、固体
粒子が下層に捕捉されるのを回避する助けとなり、それが結果として、下層を開いた構成
で維持する助けとなり、その構成によって包帯を空気が透過することができる。幾つかの
実施形態では、２つ、３つ、４つ、又はそれ以上の発泡体層が含まれてもよい。発泡体層
は、例えば、大きな孔径を有する発泡体を選択し、これを孔を詰まらせる材料に浸漬する
程度を徐々に減らしながら繰り返し浸漬することによって一体的に形成されてもよく、あ
るいは、複数の発泡体層によって形成される透過層は、異なるタイプの発泡体を層状の配
列で積層するか、又はかかる発泡体の層を既知のやり方で適所に固定することによって提
供されてもよい。
【０１２１】
　図７Ａ～図７Ｄは、患者の創傷部位を治療するのに使用されているＴＮＰ創傷治療シス
テムの一実施形態の使用を示す図である。図７Ａは、創傷部位Ｗが清浄にされ、治療のた
めに準備されていることを示す。ここでは、創傷部位Ｗを取り囲む健康な皮膚は、好まし
くは清浄にされ、余分な毛は除去又は剃毛される。必要であれば、創傷部位Ｗも滅菌生理
食塩水で潅注されてもよい。任意選択で、皮膚保護薬が創傷部位Ｗを取り囲む皮膚に塗布
されてもよい。必要であれば、発泡体又はガーゼなどの創傷充填材が創傷部位Ｗに配置さ
れてもよい。これは、創傷部位Ｗがより深い創傷である場合に好ましいことがある。
【０１２２】
　創傷部位Ｗを取り囲む皮膚が準備された後、カバー１５１を第１のパッケージング要素
１５０から取り出して、構成要素に対するアクセスを提供することができる。包帯１０２
は、パッケージング１５０から取り出すことができ、図７Ｂに示されるように、創傷部位
Ｗの上に位置付け、配置することができる。創傷包帯１０２は、包帯１０２の創傷接触層
が創傷部位Ｗの上にあるように、及び／又はそこと接触するように配置することができる
。幾つかの実施形態では、接着剤層を創傷接触層の下面に提供することができ、それは、
場合によっては、創傷包帯１０２を創傷部位Ｗの上に配置するのに先立って除去される任
意の剥離層によって保護されていてもよい。包帯１０２は、ポート１０８が包帯１０２の
残りの部分に対して隆起した位置にあってポート１０８の周りに流体が貯留するのを回避
するようにして、位置付けることができる。幾つかの実施形態では、包帯１０２は、ポー
ト１０８が創傷の上に直接重なり合わず、創傷と同じ高さか又はそれよりも上にあるよう
にして位置付けられる。ＴＮＰに対して適切なシールを担保する助けとするため、包帯１
０２の縁部を平滑にして、たたみ目又は折り目を回避することができる。包帯及びその上
に形成される接着剤は、接着剤の性能を犠牲にすることなく、包帯を皮膚又は創傷から離
れる方向に持ち上げ、位置付けし直してたたみ目及び折り目を除去するか、又は他の理由
で単に包帯を創傷の上で位置付けし直すことができるように構成することができる。管材
１０６は、包帯１０２を創傷の上に配置する前又は配置した後のどちらかに、包帯１０２
に接続することができる。
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【０１２３】
　その後、図７Ｃに示されるように、ポンプアセンブリ１０４をパッケージング１５０か
ら取り出し、管材１０６に接続することができる。電池１４２をパッケージング１５０か
ら取り出し、ポンプを導管１０６に取り付ける前又は後のどちらかに、ポンプアセンブリ
１０４に設置することができる。ポンプアセンブリ１０４は、包帯１０２を介して、一般
的には管材又は導管１０６を通して、創傷部位に陰圧を加えるように構成される。幾つか
の実施形態では、導管１０６を包帯１０２に、且つポンプアセンブリ１０４に接合するの
にコネクタが使用されてもよい。ポンプアセンブリ１０４によって陰圧を加える際、包帯
１０２は、幾つかの実施形態では、包帯１０２の下にある空気の一部又はすべてを排気し
た結果として、部分的に潰れ、しわが寄った外観を示してもよい。幾つかの実施形態では
、ポンプアセンブリ１０４は、包帯１０２と創傷部位Ｗを取り囲む皮膚との間の接合部分
などで、包帯１０２に何らかの漏れがあった場合にそれを検出するように構成されてもよ
い。漏れが見つかった場合、かかる漏れは好ましくは治療を継続する前に修正される。漏
れは、包帯１０２を位置付けし直すか、包帯のしわもしくは折り目を伸ばすか、又は包帯
１０２の外周の周りに固定用ストリップ１４８を当てることによって修正することができ
る。
【０１２４】
　図７Ｄに移ると、上述したように、固定用ストリップ１４８を包帯１０２の外周縁部の
周りに、又は別の方法で取り付けることができる。かかる固定用ストリップ１４８は、創
傷部位Ｗを取り囲む患者の皮膚に対して追加のシールを提供するために、幾つかの状況で
有利であり得る。例えば、シール又は固定用ストリップ１４８は、患者の動きがより活発
なときに追加のシールを提供することができる。場合によっては、固定用ストリップ１４
８は、特に包帯１０２が手の届きにくい、又は起伏のある範囲の上に配置される場合に、
ポンプアセンブリ１０４を動作させる前に使用されてもよい。幾つかの実施形態では、包
帯キット１００は５つ以下のシールストリップを備えることができる。
【０１２５】
　創傷部位Ｗの治療は、好ましくは、創傷が所望の治癒レベルに達するまで継続する。幾
つかの実施形態では、特定の期間が経過した後に、又は包帯が創傷流体でいっぱいになっ
た場合に、包帯１０２を交換するのが望ましいことがある。そのような交換の間、ポンプ
アセンブリ１０４は保持され、包帯１０２のみが交換されてもよい。
【０１２６】
　図８Ａ～図２０Ｈはそれぞれ、様々な異なるサイズの創傷包帯装置を含む、本明細書に
開示する創傷包帯装置の実施形態のいずれかとともに使用することができる、パッケージ
ング要素の実施形態の上面等角図、下面等角図、上面図、下面図、前面図、後面図、第１
の側面図、及び第２の側面図である。図８Ａ～図２０Ｈに示される、又は別の形で本出願
に開示するパッケージング要素の実施形態のいずれも、上述した第１のパッケージング要
素１５０を含む、本明細書に開示する他のパッケージング要素のいずれかと同じ特徴、材
料、又は他の詳細のいずれかを有することができる。
【０１２７】
　図８Ａ～図８Ｈに示されるパッケージング要素３００は、約１０ｃｍ×２０ｃｍのサイ
ズを有する包帯、及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成要素
の１つ又は複数を支持するように構成される。図９Ａ～図９Ｈに示されるパッケージング
要素３１０は、約１０ｃｍ×２０ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又は本明細書に開示
する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成要素の１つ又は複数を支持するように構成される
。図１０Ａ～図１０Ｈに示されるパッケージング要素３２０は、約１０ｃｍ×３０ｃｍの
サイズを有する包帯、及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成
要素の１つ又は複数を支持するように構成される。図１１Ａ～図１１Ｈに示されるパッケ
ージング要素３３０は、約１０ｃｍ×３０ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又は本明細
書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成要素の１つ又は複数を支持するように構
成される。図１２Ａ～図１２Ｈに示されるパッケージング要素３４０は、約１０ｃｍ×４
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０ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの
他の構成要素の１つ又は複数を支持するように構成される。図１３Ａ～図１３Ｈに示され
るパッケージング要素３５０は、約１０ｃｍ×４０ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又
は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成要素の１つ又は複数を支持する
ように構成される。図１４Ａ～図１４Ｈに示されるパッケージング要素３６０は、約１５
ｃｍ×１５ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療
キットの他の構成要素の１つ又は複数を支持するように構成される。図１４Ｉ～図１４Ｐ
に示されるパッケージング要素３６５は、約１５ｃｍ×１５ｃｍのサイズを有する包帯、
及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成要素の１つ又は複数を
支持するように構成される。
【０１２８】
　図１５Ａ～図１５Ｈに示されるパッケージング要素３７０は、約１５ｃｍ×２０ｃｍの
サイズを有する包帯、及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成
要素の１つ又は複数を支持するように構成される。図１６Ａ～図１６Ｈに示されるパッケ
ージング要素３８０は、約１５ｃｍ×２０ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又は本明細
書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成要素の１つ又は複数を支持するように構
成される。図１７Ａ～図１７Ｈに示されるパッケージング要素３９０は、約２０ｃｍ×２
０ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの
他の構成要素の１つ又は複数を支持するように構成される。図１７Ｉ～図１７Ｐに示され
るパッケージング要素３９５は、約２０ｃｍ×２０ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又
は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成要素の１つ又は複数を支持する
ように構成される。図１８Ａ～図１８Ｈに示されるパッケージング要素４００は、約１５
ｃｍ×３０ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療
キットの他の構成要素の１つ又は複数を支持するように構成される。図１８Ｉ～図１８Ｐ
に示されるパッケージング要素４０５は、約１５ｃｍ×３０ｃｍのサイズを有する包帯、
及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成要素の１つ又は複数を
支持するように構成される。図１９Ａ～図１９Ｈに示されるパッケージング要素４１０は
、約２５ｃｍ×２５ｃｍのサイズを有する包帯、及び／又は本明細書に開示する任意のＴ
ＮＰ治療キットの他の構成要素の１つ又は複数を支持するように構成される。図２０Ａ～
図２０Ｈに示されるパッケージング要素４２０は、約２５ｃｍ×２５ｃｍのサイズを有す
る包帯、及び／又は本明細書に開示する任意のＴＮＰ治療キットの他の構成要素の１つ又
は複数を支持するように構成される。
【０１２９】
　図２１は、幾つかの実施形態によるポンプアセンブリ１０００を示す。本明細書に開示
するポンプアセンブリ１０００の実施形態のいずれも、上述したポンプアセンブリ１０４
の実施形態を含む、本明細書に開示するか又は本明細書に参照により組み込まれている他
の任意のポンプアセンブリの実施形態と同じもしくは類似の構成要素、特徴、材料、サイ
ズ、構成、及び他の詳細のいずれかを有することができる。好ましくは、ポンプアセンブ
リ１０００は小型化され可搬型であることができるが、より大きな従来の可搬型又は非可
搬型（例えば、壁面吸込み）のポンプも使用することができる。ポンプアセンブリ１００
０は、ポンプアセンブリのハウジングの外部に位置する稼働／一時停止ボタンとして図示
される、スイッチ又はボタン１００２を含むことができる。後述するように、ボタン１０
０２は、治療を停止、一時停止、及び／又は再開させるように構成することができる。押
しボタン１００２として図示されているが、タッチパッド、タッチスクリーン、キーボー
ドなど、他のタイプのスイッチ又はボタンを含むことができる。
【０１３０】
　ポンプアセンブリは、コネクタ１０５０（導管を、例えば導管１０６を接続するための
もの）と、３つのＬＥＤインジケータ１０６２、１０６４、及び１０６６とをさらに含む
ことができる。図示されるように、ＬＥＤインジケータ１０６２（例えば、ＯＫインジケ
ータ）は、システムの正常／異常動作を指示するように構成することができる。例えば、
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活動状態の（例えば、点灯している）インジケータ１０６２は、正常動作を表すことがで
きる。ＬＥＤインジケータ１０６４（例えば、包帯インジケータ）は、システムの漏れを
指示するように構成することができる。例えば、活動状態の（例えば、点灯している）イ
ンジケータ１０６４は、漏れを表すことができる。ＬＥＤインジケータ１０６６（例えば
、電池インジケータ）は、電源（例えば、電池）の残容量又は寿命を指示するように構成
することができる。例えば、活動状態の（例えば、点灯している）インジケータ１０６６
は、低容量を表すことができる。幾つかの実施形態では、インジケータ１０６２、１０６
４、及び１０６６は、異なる色、２つの異なる色（例えば、２つのインジケータが同じ色
を共有することができる）、又は同じ色であることができる。ポンプアセンブリは、好ま
しくは３つのＬＥＤインジケータ及び１つの稼働／一時停止押しボタンを含むが、他の構
成、場所、及びタイプのインジケータ、アラーム、ならびにスイッチを代わりに使用する
ことができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリ１０００は、ユーザに対して様
々な動作状態を信号で通知するように構成された、視覚、聴覚、触覚、及び他のタイプの
インジケータ又はアラームを含むことができる。そのような状態は、システムのオン／オ
フ、スタンバイ、一時停止、正常動作、包帯の問題、漏れ、エラーなどを含む。インジケ
ータは、スピーカー、ディスプレイ、光源など、及び／又はそれらの組合せを含むことが
できる。
【０１３１】
　図２２は、幾つかの実施形態によるポンプアセンブリ１０００の内部を示す断面図を示
す。図示されるように、ハウジング１０２０はポンプアセンブリを包囲することができる
。一方向フロー弁１０３０は、陰圧源が活動状態でないときに陰圧レベルを維持し（例え
ば、漏れを防ぎ）、創傷から吸引もしくは除去された流体及び／又は浸出物が、コネクタ
１０５０を介してポンプアセンブリに入るのを防ぐように構成することができる。プリン
ト回路基板アセンブリ（ＰＣＢＡ）などの制御盤１０４０は、後述する様々な電気的／電
子的構成要素を機械的に支持し、電気的に接続するように構成することができる。ＰＣＢ
Ａは片面又は両面であることができる。ポンプなどの陰圧源１０９０は、流体及び／又は
浸出物を創傷から吸引することができる。本明細書に開示する実施形態のいずれかにおい
て、陰圧源１０９０は、上述したポンプ２３２を非限定的に含む、本明細書に開示する他
の陰圧源の実施形態のいずれかと同じ構成要素、特徴、限定、又は他の詳細のいずれかを
有することができる。蠕動ポンプ、ピストンポンプ、回転翼ポンプ、液封ポンプ、スクロ
ールポンプ、ダイヤフラムポンプ、圧電ポンプ（例えば、圧電変換器によって動作するダ
イヤフラムポンプ）など、又はそれらの組合せを含む、様々なポンプを陰圧源に使用する
ことができる。ポンプアセンブリは、好ましくは、小型の低雑音低電力ポンプを含むが、
任意の適切なポンプを代わりに使用することができる。ポンプアセンブリ１０００は、イ
ンジケータ１０６０（例えば、ＬＥＤ）と、包帯の下の圧力など、システムの圧力を監視
する圧力センサ１０７０と、電池区画１１００へのアクセスを提供するように構成された
電池カバー１０８０とを含む。ポンプアセンブリは、好ましくは、２つの標準的な使い捨
てアルカリ電池（例えば、２つの単三電池）によって電力供給されるが、充電式電池及び
外部電力を含む、任意のタイプの電源を代わりに使用することができる。
【０１３２】
　図２３は、幾つかの実施形態によるポンプアセンブリ１０００のシステム概略図を示す
。ポンプアセンブリは、押しボタン１００２、制御盤１０４０、及びインジケータ１０６
０を含む。ポンプアセンブリ１０００は、電池セル１１３０によって電力供給することが
できる。ポンプアセンブリはまた、電気モータ１０９２によって電力供給されるダイヤフ
ラムポンプなどのポンプ１０９０と、圧力センサ１０７０とを含む。入口１１２０は、例
えば導管を介して、ポンプアセンブリ１０００を包帯に接続するように構成することがで
きる。入口１１２０は、一方向弁１０３０に接続することができ、陰圧源が活動状態でな
いときに陰圧レベルを維持するのを助け、漏れを回避し、創傷から吸引もしくは除去した
流体及び／又は浸出物がポンプアセンブリ１０００に入るのを防ぐように構成することが
できる。ポンプ１０９０はまた、出口１１１０に接続することができる。幾つかの実施形
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態では、出口１１１０は、空気を雰囲気へと放出するように構成することができる。幾つ
かの実施形態では、フィルタ（図示せず）を出口と雰囲気との間に差し挟むことができる
。フィルタは、細菌フィルタ、臭気フィルタなど、又はそれらの任意の組合せであること
ができる。
【０１３３】
　図２４は、幾つかの実施形態によるポンプアセンブリ１０００の電気的構成要素の概略
図を示す。制御盤（例えば、ＰＣＢＡ）であることができるモジュール１１４０は、入／
出力（Ｉ／Ｏ）モジュール１１５０、コントローラ１１６０、及びメモリ１１７０を含む
ことができる。幾つかの実施形態では、モジュール１１４０は、追加の電気的／電子的構
成要素、例えば１つ又は複数のヒューズを含むことができる。コントローラ１１６０は、
マイクロコントローラ、プロセッサ、マイクロプロセッサなど、又はそれらの任意の組合
せであることができる。例えば、コントローラ１１６０は、ＳＴＭ８Ｌ　１５１Ｇ４Ｕ６
など、ＳＴ　Ｍｉｃｒｏｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ製のＳＴＭ８Ｌ　ＭＣＵファミリータイ
プのもの、又はＭＣ９Ｓ０８ＱＥ４ＣＷＪなど、Ｆｒｅｅｓｃａｌｅ製のＭＣ９Ｓ０８Ｑ
Ｅ４／８直列タイプのものであることができる。好ましくは、コントローラ１１６０は低
電力又は超低電力デバイスであるが、他のタイプのデバイスを代わりに使用することがで
きる。メモリ１１７０は、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ライトワンスリードメニー
メモリ（ＷＯＲＭ）、ランダムアクセスメモリ（例えば、ＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ＳＤＲＡ
Ｍ、ＤＤＲなど）、固体メモリ、フラッシュメモリ、磁気記憶装置など、又はそれらの任
意の組合せの１つ又は複数など、揮発性及び／又は不揮発性メモリモジュールの１つ又は
複数を含むことができる。メモリ１１７０は、プログラムコードもしくは命令（コントロ
ーラによって実行される）、システムパラメータ、動作データ、ユーザデータなど、又は
それらの任意の組合せを格納するように構成することができる。
【０１３４】
　Ｉ／Ｏモジュール１１５０は、コントローラ１１６０と、電磁信号を提供する、及び／
又は電磁信号に応答する他のシステム構成要素との間のインターフェースとして機能する
ように構成することができる。換言すれば、Ｉ／Ｏモジュール１１５０は、コントローラ
１１６０がシステムの動作を監視し、システムの他の構成要素を制御することが可能にな
るように構成することができる。幾つかの実施形態では、図示されるように、Ｉ／Ｏモジ
ュール１１５０は、ボタン１００２、インジケータ１０６０、圧力センサ１０７０、電源
１１３０、及び陰圧源１０９０と電磁気的に連通していることができる。Ｉ／Ｏモジュー
ルは、様々な構成要素と通信するように構成されたインターフェース又は複数のインター
フェースを備えることができる。インターフェースは、シリアルポート、パラレルポート
、バスインターフェースなど、又はそれらの任意の組合せなどの、規格及び／又は規格外
のポートを含むことができる。
【０１３５】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリ１０００は、システムの動作を制御するよう
に構成することができる。例えば、ポンプアセンブリ１０００は、中断されずに治療を送
達すること、ならびに／あるいは例えば、頻繁にもしくは不必要に治療を一時停止又は延
期することによって、ユーザに不便を掛けるのを回避すること、及び電力を節約し、陰圧
源によって発生する雑音と振動を制限したいという要求の間の適切なバランスを提供する
ように構成することができる。図２５は、幾つかの実施形態によるポンプアセンブリの動
作の上位状態図１２００を示す。幾つかの実施形態では、コントローラ１１４０は、状態
図１２００のフローを実施するように構成することができる。図２５に示されるように、
ポンプアセンブリの動作は、幾つかの実施形態では、非活動状態／初期設定（状態１２０
６及び１２０２）、活動状態１２１０、動作中１２５０、ならびに寿命末期（状態１２１
４）の４つの一般状態カテゴリーにグループ化することができる。図２５及び図２６に示
されるように、状態カテゴリー１２１０及び１２５０はそれぞれ、複数の状態を含み、状
態間で遷移する。
【０１３６】
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　幾つかの実施形態では、電源が接続されておらず、除去されている（遷移１２０４によ
って図示される）限り、又はポンプアセンブリを（例えば、動作ストリップを引っ張るか
、スイッチを起動するなどによって）動作させていない限り、ポンプアセンブリは状態１
２０６に留まる。この状態に留まっている間、ポンプアセンブリは非活動状態に留まって
いることができる。電源が接続されると、及び／又はポンプアセンブリを最初に動作させ
ると、ポンプアセンブリは状態１２０２に遷移して、１つ又は複数の電源投入時自己診断
（ＰＯＳＴ）を実施することができる。電源投入時自己診断（複数可）は、メモリ１１７
０を検査すること（例えば、プログラムコードの周期的冗長検査などのチェックを実施し
てその保全性を判定する、ランダムアクセスメモリを検査するなど）、圧力センサ１０７
０を読み取って圧力値が適切な限界内にあるか否かを判定すること、電源の残容量もしく
は寿命（例えば、電池電圧、電流など）を読み取ってそれが適切な限界内にあるか否かを
判定すること、及び陰圧源を検査することなど、システムの適正な機能性を担保するため
に様々なチェックを実施することを含むことができる。図示されるように、インジケータ
１０６０（例えば、ＬＥＤ）は、ポンプアセンブリがＰＯＳＴ検査（複数可）を受けてい
ることをユーザに（例えば、一度明滅又は点滅させることによって）指示するように構成
することができる。
【０１３７】
　幾つかの実施形態では、ＰＯＳＴ検査（複数可）のうち１つ又は複数が不合格だった場
合、ポンプアセンブリは回復不能なエラー状態１２１４に遷移することができる。この状
態にある間、ポンプアセンブリは治療を動作停止することができ、インジケータ１０６０
は、エラーに遭遇したことをユーザに指示するように構成することができる。幾つかの実
施形態では、すべてのインジケータが活動状態に留まるように構成することができる。エ
ラーの深刻度に基づいて、幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、エラーから回復
し、動作を継続する（又は回復不能なエラー状態１２１４に遷移する）ように構成するこ
とができる。図示されるように、ポンプアセンブリは、動作中に決定的エラーに遭遇する
と、状態１２１４へと遷移することができる。決定的エラーは、プログラムメモリエラー
、プログラムコードエラー（例えば、無効な変数値に遭遇する）、コントローラ動作エラ
ー（例えば、コントローラ１１６０によってリセットされることなく、ウォッチドッグタ
イマーが終了する）、構成要素の故障（例えば、陰圧源の動作不能、圧力センサ１０７０
の動作不能など）、及びそれらの任意の組合せを含むことができる。
【０１３８】
　ＰＯＳＴ検査（複数可）に合格すると、幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは手
動一時停止状態１２１６に遷移することができる。図示されるように、インジケータ１０
６０（例えば、電池インジケータ１０６６）の１つを動作停止することによって、この遷
移をユーザに指示することができる。ポンプアセンブリが手動一時停止状態１２１６に遷
移し、そのまま留まっているとき、インジケータ１０６２（ＯＫインジケータ）及び１０
６４（包帯インジケータ）を動作停止することなどによって、ユーザに指示を提供するこ
とができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリが手動一時停止状態１２１６に留
まっている間、治療を延期することができる。例えば、陰圧源（例えば、ポンプ１０９０
）を動作停止する（又はオフにする）ことができる。幾つかの実施形態では、指示は、陰
圧源を動作停止することによって提供することができる。
【０１３９】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、スイッチからの信号の受信に応答して、
手動一時停止状態１２１６から動作状態カテゴリー１２５０への遷移１２２４を行うよう
に構成することができる（ポンプアセンブリが治療を送達するように構成されている場合
）。例えば、ユーザがボタンを押して、治療を開始、延期、及び／又は再開することがで
きる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが手動一時停止状
態１２１６に留まっている持続時間を監視するように構成することができる。これは、例
えば、ポンプアセンブリが手動一時停止状態１２１６に遷移するとリセットし開始するこ
とができる、（ファームウェア、ソフトウェア、ハードウェア、もしくはそれらの任意の
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組合せの）タイマーを維持することによって、達成することができる。ポンプアセンブリ
は、持続時間が閾値を超えたときに、手動一時停止状態１２１６から動作状態カテゴリー
１２５０への遷移１２２４を自動的に行うように構成することができる。幾つかの実施形
態では、かかる閾値は、１分以下～１時間以上の間などの設定値であることができる。幾
つかの実施形態では、閾値をユーザによって設定又は変更することができる。幾つかの実
施形態では、閾値は様々な動作状態又はそれらの任意の組合せに基づいて変えることがで
きる。例えば、ポンプアセンブリが寿命末期に近付くにつれて（後述するように）、閾値
を減少させることができる。幾つかの実施形態では、ユーザは、スイッチを動作させる（
例えば、ボタンを押す）ことによって治療を一時停止することができ、それによって、ポ
ンプアセンブリが動作状態カテゴリー１２５０から手動一時停止状態１２１６への遷移１
２２２を行う。幾つかの実施形態では、ユーザが単に治療を一時停止することができるよ
うに、ポンプアセンブリを構成することができるが、電源を分断する（例えば、電池を除
去する）ことによって治療が停止する。
【０１４０】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは一時停止状態１２１８を含むように構成す
ることができる。ポンプアセンブリが一時停止状態１２１８に遷移し、そこに留まってい
るとき、ユーザに指示を提供することができる。例えば、ポンプアセンブリは、ＯＫイン
ジケータ１０６２を動作停止し、包帯インジケータ１０６４を点滅又は明滅させるように
構成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリが手動一時停止状態１
２１６に留まっている状態で治療を延期することができる。例えば、陰圧源（例えば、ポ
ンプ１０９０）を動作停止する（又はオフにする）ことができ、それによって、ポンプア
センブリが一時停止状態１２１８にあるという指示がユーザに提供される。後述するよう
に、幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、再試行サイクルの回数が再試行限界を
超えたとき（遷移１２２８）、又はデューティサイクルがデューティサイクル限界を超え
たと判定されたとき（遷移１２３０）、動作状態カテゴリー１２５０から一時停止状態１
２１８に遷移するように構成することができる。幾つかの実施形態では、遷移１２２８及
び１２３０は、システムにおける漏れの存在を反映することができる。
【０１４１】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、スイッチからの信号（例えば、ユーザが
ボタンを押して治療を再開させる）を受信したのに応答して、一時停止状態１２１８から
動作状態カテゴリー１２５０（ポンプアセンブリがポンプを動作させて、治療を送達する
）への遷移１２２６を行うように構成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプ
アセンブリは、ポンプアセンブリが一時停止状態１２１８に留まっている持続時間を監視
するように構成することができる。例えば、これは、ポンプアセンブリが一時停止状態１
２１８に遷移するとリセットし開始することができる、（ファームウェア、ソフトウェア
、ハードウェア、もしくはそれらの任意の組合せの）タイマーを維持することによって達
成することができる。ポンプアセンブリは、持続時間が閾値を超えたときに、一時停止状
態１２１８から動作状態カテゴリー１２５０への遷移１２２６を自動的に行うように構成
することができる。閾値は、上述の手動一時停止状態１２１６の閾値と同じものであるか
、又は異なるものであることができる。幾つかの実施形態では、閾値は、１分以下～１時
間以上の間などの設定値であることができる。幾つかの実施形態では、閾値をユーザによ
って設定又は変更することができる。幾つかの実施形態では、閾値は様々な動作状態又は
それらの任意の組合せに基づいて変えることができる。例えば、ポンプアセンブリが寿命
末期に近付くにつれて（後述するように）、閾値を減少させることができる。
【０１４２】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、治療を一時停止する様々な原因を区別す
るため、手動一時停止状態１２１６及び一時停止状態１２１８の両方を含む。かかる区別
の能力によって、ポンプアセンブリが、治療を一時停止するための特定の原因の指示をユ
ーザに提供できるようにすることができる（例えば、手動一時停止状態１２１６及び一時
停止状態１２１８は異なる指示を提供することができる）。例えば、治療は、ユーザが手
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動でボタンを押すことによって一時停止することができ、その場合、ポンプアセンブリは
、動作状態カテゴリー１２５０から手動一時停止状態１２１６への遷移１２２２を行うこ
とができる。別の例として、治療は、漏れを検出することによって一時停止することがで
き、その場合、ポンプアセンブリは、動作状態カテゴリー１２５０から一時停止状態１２
１８への遷移１２２８及び／又は１２３０を行うことができる。幾つかの実施形態では、
ポンプアセンブリは、治療の送達の延期もしくは一時停止を示す１つの状態、又は２つを
超えるかかる状態を含むように構成することができる。
【０１４３】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、電源の残容量又は寿命を（例えば、電池
電圧、電流などを周期的に読み取るか、もしくはサンプリングすることによって）監視す
るように構成することができる。ポンプアセンブリは残容量をユーザに指示するように構
成することができる。例えば、電源が正常な残容量（例えば、閾値と比較した結果として
、２．７Ｖ、２．６Ｖ、２．５Ｖなど）を有すると判定された場合、電池インジケータ１
０６６を動作停止することができる。電源が低い残容量を有すると判定された場合、ポン
プアセンブリは、例えば、遷移１２２０によって示されるように、電池インジケータ１０
６６を明滅又は点滅させることによって、ユーザに指示を提供するように構成することが
できる。幾つかの実施形態では、電池インジケータ１０６６は、ポンプアセンブリがどの
状態にあるか、又は特定の状態のみにあるかに係わらず、断続的もしくは継続的に明滅又
は点滅するように構成することができる。
【０１４４】
　幾つかの実施形態では、電源の残容量が臨界レベル又はその付近（例えば、閾値と比較
した結果として、２．４Ｖ、２．３Ｖ、２．２Ｖなど）であると判定されると、ポンプア
センブリは、電池臨界状態１２１２に遷移するように構成することができる。幾つかの実
施形態では、ポンプアセンブリは、電源を交換又は再充電することなどによって電源容量
が増加するまで、この状態に留まるように構成することができる。ポンプアセンブリは、
電池臨界状態１２１２に留まっている間、治療を動作停止するように構成することができ
る。それに加えて、図示されるように、ポンプアセンブリは、例えばすべてのインジケー
タを動作停止することによって、電源が臨界レベル又はその付近にあることをユーザに指
示するように構成することができる。
【０１４５】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、第１の動作に続いて、約１日間、２～１
０日間などの所定の期間、治療を提供するように構成することができる。幾つかの実施形
態では、かかる期間は、ユーザによって変更される、及び／又は様々な動作状態もしくは
それらの任意の組合せに基づいて変えられる、設定値であることができる。ポンプアセン
ブリは、かかる期間が終了すると廃棄することができる。幾つかの実施形態では、第１の
動作は、動作ストリップを引っ張ること（例えば、状態１２０２への遷移）などによって
、活動状態カテゴリー１２１０への遷移によって反映することができる。一旦ポンプアセ
ンブリが動作されると、ポンプアセンブリは、活動状態に留まっていた持続時間を監視す
るように構成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、活動状態
カテゴリー１２１０に留まっている累積持続時間を監視するように構成することができる
。これは、例えば、かかる持続時間を反映する、（ファームウェア、ソフトウェア、ハー
ドウェア、又はそれらの任意の組合せの）タイマーを維持することによって達成すること
ができる。
【０１４６】
　持続時間が閾値（例えば、７日間）に達するか、又はそれを超えると、ポンプアセンブ
リは寿命末期（ＥＯＬ）状態１２４０に遷移するように構成することができる。ポンプア
センブリは、状態１２４０に留まっている状態で治療を動作停止し、ポンプアセンブリの
有効寿命の終わりに達したことをユーザに指示するように構成することができる。例えば
、ポンプアセンブリは、すべてのインジケータを動作停止する、及び／又はボタンを動作
停止するように構成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリが使い
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捨てであるとき、寿命末期状態１２４０に遷移することは、ポンプアセンブリを廃棄でき
ることを意味する。ポンプアセンブリは、一旦寿命末期に達すると、ポンプアセンブリを
再び動作させることができないように構成することができる。例えば、ポンプアセンブリ
は、電源が分断され、その後再接続された場合であっても、再び動作させることができな
いように構成することができ、それは、指示、値、フラグなどをリードオンリーメモリに
格納することによって達成することができる。
【０１４７】
　図２６は、幾つかの実施形態によるポンプアセンブリ１０００の状態カテゴリー１２５
０における動作フローを示す。ポンプアセンブリは、治療を送達し、システムの漏れを監
視し、指示（複数可）をユーザに提供するなどのために構成することができる。後述する
ように、幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、包帯１０１０の下で第１の所望の
陰圧レベル（例えば、－１００ｍｍＨｇなど、－５ｍｍＨｇ以下～－２００ｍｍＨｇ以上
の間の陰圧）を確立することを最初に試みることによって、治療を送達するように構成す
ることができる。幾つかの実施形態では、第１の所望の陰圧レベルは、ユーザによって設
定もしくは変更される、及び／又は様々な動作状態もしくはそれらの任意の組合せに基づ
いて変えられる、設定値であることができる。一旦第１の所望の陰圧レベルが包帯１０１
０の下で確立されると、ポンプアセンブリは、陰圧源（例えば、ポンプ）を動作停止する
ように構成することができる。システムの漏れによって包帯１０１０の下の陰圧が減少す
る（すなわち、標準大気圧に向かって下降する）と、ポンプアセンブリは、ポンプを動作
させて包帯の下の第２の所望の陰圧レベル（例えば、－１００ｍｍＨｇなど、－５ｍｍＨ
ｇ以下～－２００ｍｍＨｇ以上の間の陰圧）を確立することによって、包帯の下の陰圧を
回復するように構成することができる。幾つかの実施形態では、第２の所望の陰圧レベル
は、ユーザによって設定もしくは変更される、及び／又は様々な動作状態もしくはそれら
の任意の組合せに基づいて変えられる、設定値であることができる。幾つかの実施形態で
は、第１及び第２の所望の陰圧レベルは同じであることができる。幾つかの実施形態では
、第１及び第２の所望の陰圧レベルは異なることができ、すなわち、第２の陰圧レベルは
第１の陰圧レベルよりも低いか、又はその逆であることができる。
【０１４８】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、手動一時停止状態１２１６及び／又は一
時停止状態１２１８から状態１２５２に遷移することができる。上述したように、この遷
移は、ユーザがボタンを押して治療を開始／再開することによって、及び／又は１時間な
どの持続時間が経過すると引き起こすことができる。ポンプアセンブリは、ポンプを動作
させて包帯１０１０の下の第１の所望の陰圧レベルを確立することができる、初期ポンプ
ダウン（initial pump down：ＩＰＤ）状態１２６０に即座に遷移するように構成するこ
とができる。幾つかの実施形態では、包帯の下の圧力レベルが第１の所望の陰圧レベルの
上（未満）である場合、ポンプを動作させることができる。陰圧源を動作させて、包帯１
０１０の下の第１の所望の陰圧レベルを確立することは、本明細書では、「初期ポンプダ
ウン」と呼ぶことができる。ポンプアセンブリは、例えば、ＯＫインジケータ１０６２を
明滅又は点滅させ、包帯インジケータ１０６４を動作停止することによって、初期ポンプ
ダウンを実施していることをユーザに指示するように構成することができる。幾つかの実
施形態では、例えば、陰圧源を動作させることによって、指示を提供することができる。
ポンプアセンブリは、センサ１０７０を読み取るか又はサンプリングすることによって、
包帯１０１０の下の圧力レベルを測定するように構成することができる。
【０１４９】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリがＩＰＤ状態１２６０
に留まっている持続時間を監視するように構成することができる。これは、例えば、ポン
プアセンブリがＩＰＤ状態１２６０へと遷移したときにリセットし開始することができる
、（ファームウェア、ソフトウェア、ハードウェア、又はそれらの任意の組合せの）タイ
マーを維持することによって達成することができる。幾つかの実施形態では、電力の節約
、ポンプによって発生する雑音及び／又は振動の制限などのために、ポンプアセンブリは
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、所定の期間の間、初期ポンプダウン動作を延期し、その後で初期ポンプダウンを再試行
するように構成することができる。この機能性は、例えば、電池電力を節約し、ユーザの
介在なしに過渡的及び／又は非過渡的な漏れを解決できるようにするか、あるいはユーザ
が漏れを直すこと（例えば、包帯を真っ直ぐにする、シールを直す、１つ又は複数の接続
を確認するなど）ができるようにすることができる。
【０１５０】
　幾つかの実施形態では、ＩＰＤ状態１２６０に留まっている持続時間が閾値（例えば、
３０秒間）に等しいか又はそれを超えると、ポンプアセンブリは、状態１２６６への遷移
１２６４を行うように構成することができる。幾つかの実施形態では、閾値は、５秒以下
～５分以上の間などの設定値であることができる。幾つかの実施形態では、ユーザは閾値
を設定又は変更することができる。幾つかの実施形態では、閾値は、様々な動作状態又は
それらの任意の組合せに基づいて変えることができる。幾つかの実施形態では、ポンプア
センブリは、遷移１２６４を行うときにポンプを動作停止するように構成することができ
る。ポンプアセンブリは、包帯１０１０の下の第１の所望の陰圧を確立するために行われ
る試みの回数を、（例えば、状態１２５２でリセットし、待機状態１２７０で更新するこ
とができるカウンタを維持することによって）監視するように構成することができる。幾
つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、例えば電力を節約するために、限定数又は最
大数のＩＰＤ再試行の試みを提供するように構成することができる。好ましくは、ポンプ
アセンブリは、限定数の連続的なＩＰＤ再試行の試みを提供するように構成することがで
きるが、ポンプアセンブリは、限定数の連続的でないＩＰＤ再試行の試み、又は連続的及
び連続的でないＩＰＤ再試行の試みの混合を提供するように構成することができる。ＩＰ
Ｄ再試行の試みの閾値は、１、２、３、４、５などであることができる。幾つかの実施形
態では、閾値は設定値であることができる。幾つかの実施形態では、ユーザによって閾値
を設定又は変更することができる。幾つかの実施形態では、閾値は、様々な動作状態又は
それらの任意の組合せに基づいて変えることができる。
【０１５１】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、状態１２６６で、行われたＩＰＤ再試行
の試みの回数が閾値（例えば、１回の再試行の試み）に等しいか又はそれを超えているか
否かを判定するように構成することができる。行われたＩＰＤ再試行の試みの回数が閾値
に等しいか又はそれを超えている場合、ポンプアセンブリは、上述したように治療が一時
停止又は延期される、一時停止状態１２１８への遷移１２２８ａを行うように構成するこ
とができる。そうでなければ、ポンプアセンブリは、待機状態１２７０への遷移１２６８
を行うように構成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、状態
１２６６で陰圧源を動作停止するように構成することができ、それによって、ポンプアセ
ンブリが状態１２６６に遷移したことの指示をユーザに提供することができる。
【０１５２】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、待機状態１２７０のポンプを動作停止し
、それによって治療を所定の期間の間（例えば、１５秒間など、１秒以下～１分以上の間
）一時停止するように構成することができる。これは、例えば、ポンプアセンブリが待機
状態１２７０へと遷移したときにリセットし開始することができる、（ファームウェア、
ソフトウェア、ハードウェア、又はそれらの任意の組合せの）タイマーを維持することに
よって達成することができる。待機状態１２７０におけるこの期間は、プリセット又は変
数（例えば、自動的、もしくはユーザによる）であることができる。幾つかの実施形態で
は、期間は、様々な動作状態又はそれらの任意の組合せに基づいて変えることができる。
ポンプアセンブリが待機状態１２７０に留まっている期間は、待機状態１２７０への遷移
のたびに、増加又は減少させる（例えば、２など、０．１以下～４．０以上の間の係数で
乗算する）ことができる。期間は、待機状態１２７０への一連の遷移それぞれにおいて増
加又は減少させることができる。期間は、閾値（例えば、４分など、１秒以下～５分以上
の間）に等しくなるか又はそれを過ぎるまで、増加又は減少させることができる。それに
加えて、期間は、監視圧力状態１２８０への遷移、手動一時停止状態１２１６への遷移、
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一時停止状態１２１８への遷移の際に、初期値にリセットすることができる。
【０１５３】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが待機状態１２７０に
あることをユーザに指示するように構成することができる。例えば、ポンプアセンブリは
、ＯＫインジケータ１０６２を点滅又は明滅させ、包帯インジケータ１０６４を動作停止
するように構成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプの動作停止によって、
ポンプアセンブリが待機状態１２７０にあるという指示を提供することができる。待機状
態の期間が経過すると、ポンプアセンブリは、待機状態１２７０からＩＰＤ状態１２６０
への遷移１２７２を行うように構成することができ、その際、ポンプアセンブリは、包帯
１０１０の下の第１の所望の陰圧レベルを確立するように試みることができる。幾つかの
実施形態では、ポンプアセンブリは、包帯の下の陰圧レベルが特定の安全レベルを上回っ
たまま留まることを担保するように構成することができる。例えば、ポンプアセンブリは
、－２２５ｍｍＨｇなど、－１５０ｍｍＨｇ以下～－２５０ｍｍＨｇ以上の間の安全レベ
ルを上回る、包帯１０１０の下の陰圧レベルを維持するように構成することができる。
【０１５４】
　幾つかの実施形態では、包帯１０１０の下の第１の所望の陰圧レベルが確立されている
と、ポンプアセンブリは、監視状態１２８０への遷移１２７６を行うように構成すること
ができる。ポンプアセンブリは、遷移１２７６を行うときに、ＩＰＤ再試行の試みの回数
をリセットするように構成することができる。ポンプアセンブリは、例えば、ＯＫインジ
ケータ１０６２を明滅又は点滅させ、包帯インジケータ１０６４を動作停止することによ
って、監視状態１２８０への遷移をユーザに指示するように構成することができる。監視
状態１２８０に留まっているまま、ポンプアセンブリは、ポンプを動作停止し（それによ
って、ポンプアセンブリが監視状態１２８０にあるという、ユーザに対する指示を提供す
ることができる）、包帯１０１０の下の圧力レベルを周期的又は継続的に監視するように
構成することができる。ポンプアセンブリは、センサ１０７０を読み取るか又はサンプリ
ングすることによって、包帯１０１０の下の圧力レベルを測定するように構成することが
できる。
【０１５５】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、例えばシステムの漏れによって、包帯１
０１０の下の陰圧レベルが、閾値に達するか、及び／又は閾値を過ぎる（例えば、閾値よ
りも低くなる）まで減少しているか否かを判定するように構成することができる。閾値は
、－６０ｍｍＨｇなど、－１０ｍｍＨｇ以下～－１００ｍｍＨｇ以上の間の範囲から選択
することができる。幾つかの実施形態では、閾値は、ユーザによって設定もしくは変更さ
れる、及び／又は様々な動作状態もしくはそれらの任意の組合せに基づいて変えられる設
定値であることができる。閾値に達したか又は閾値を過ぎたと判定された場合、ポンプア
センブリは、包帯１０１０の下の陰圧レベルを回復するように構成することができる。幾
つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、第１の所望の陰圧レベルを再度確立するよう
に、又は別の異なる陰圧レベルを確立するように構成することができる。これは、保守ポ
ンプダウン（maintenance pump down：ＭＰＤ）状態１２９０への遷移１２８２を行うこ
とによって達成することができる。
【０１５６】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリがＭＰＤ状態１２９０
に留まっている状態で、ポンプを動作させて、包帯１０１０の下の所望の陰圧レベル（例
えば、第１の所望のレベル）を確立するように構成することができる。ポンプアセンブリ
は、例えば、ＯＫインジケータ１０６２を明滅又は点滅させ、包帯インジケータ１０６４
を動作停止することによって、ユーザに対して指示を提供するように構成することができ
る。幾つかの実施形態では、陰圧源を動作させるポンプアセンブリは、ポンプアセンブリ
が状態１２９０に遷移したことの指示をユーザに提供することができる。幾つかの実施形
態では、ポンプアセンブリは、ＩＰＤ状態１２６４でポンプを動作させたときよりも、Ｍ
ＰＤ状態１２９０でポンプを動作させたときの方が、発生する雑音及び振動が少ないよう
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に構成することができる。例えば、雑音レベルの差は、約７ｄＢ、約２０ｄＢなど、１ｄ
Ｂ以下～３０ｄＢ以上の間であることができる。別の例として、雑音レベルの差は、約４
５ｄＢ、約５０ｄＢ、約６５ｄＢなど、３０ｄＢ以下～８０ｄＢ以上の間であることがで
きる。
【０１５７】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、ＭＰＤ状態１２９０に留まっている持続
時間を監視するように構成することができる。これは、例えば、ポンプアセンブリがＭＰ
Ｄ状態１２９０への遷移１２８２を行うときにリセットし開始することができる、（ファ
ームウェア、ソフトウェア、ハードウェア、又はそれらの任意の組合せの）タイマーを維
持することによって達成することができる。幾つかの実施形態では、電力の節約、ポンプ
によって発生する雑音及び／又は振動の制限などのために、ポンプアセンブリは、所定の
期間の間、保守ポンプダウン動作を延期し、その後で初期ポンプダウン及び／又は保守ポ
ンプダウンを再試行するように構成することができる。この機能性は、例えば、電池電力
を節約し、ユーザの介在なしに過渡的及び／又は非過渡的な漏れを解決できるようにする
か、あるいはユーザが漏れを直すこと（例えば、包帯を真っ直ぐにする、シールを直す、
１つ又は複数の接続を確認するなど）ができるようにすることができる。
【０１５８】
　幾つかの実施形態では、ＭＰＤ状態１２９０の持続時間が閾値（例えば、１０秒など、
５秒以下～５分以上の間の値）に等しいか又はそれを超え、包帯１０１０の下の圧力レベ
ルが所望の陰圧レベルに達していないとき、ポンプアセンブリは、状態１２９４への遷移
１２９２を行うように構成することができる。閾値は、ユーザによって設定もしくは変更
される、及び／又は様々な動作状態もしくはそれらの任意の組合せに基づいて変えられる
設定値であることができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、遷移１２９２
を行うときにポンプを動作停止するように構成することができ、それによって、ポンプア
センブリが遷移を行っていることの指示をユーザに提供することができる。ポンプアセン
ブリは、包帯１０１０の下の所望の陰圧を確立するために行われるＭＰＤの試みの回数を
、（例えば、状態１２５２で、及び／又は遷移１２２８ｂを行うときにリセットし、遷移
１２９６を行うときに更新することができるカウンタを維持することによって）監視する
ように構成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、（例えば、
電力を節約するために）限定数又は最大数のＭＰＤ再試行の試みを提供するように構成す
ることができる。好ましくは、ポンプアセンブリは、限定数の連続的なＭＰＤ再試行の試
みを提供するように構成することができるが、ポンプアセンブリは、限定数の連続的でな
いＭＰＤ再試行の試み、又は連続的及び連続的でない再試行の試みの混合を提供するよう
に構成することができる。ＭＰＤ再試行の試みの閾値は、１、２、３、４、５などである
ことができる。幾つかの実施形態では、閾値は、ユーザによって設定もしくは変更される
、及び／又は様々な動作状態もしくはそれらの任意の組合せに基づいて変えられる設定値
であることができる。ポンプアセンブリは、ＩＰＤ及びＭＰＤの再試行の試みの回数を、
同じ値又は異なる値に設定するように構成することができる。ポンプアセンブリは、状態
１２９４で、行われたＭＰＤ再試行の試みの回数が閾値（例えば、３回の再試行の試み）
に等しいか又はそれを超えているか否かを判定するように構成することができる。行われ
たＭＰＤ再試行の試みの回数が閾値に等しいか又はそれを超えている場合、ポンプアセン
ブリは、上述したように治療が一時停止又は延期される、一時停止状態１２１８への遷移
１２２８ｂを行うように構成することができる。そうでなければ、ポンプアセンブリは、
上述したように治療が一時停止又は延期される、待機状態１２７０への遷移１２９６を行
うように構成することができる。あるいは、ポンプアセンブリは、ＩＰＤ状態１２６０又
はＭＰＤ状態１２９０に遷移するように構成することができる。
【０１５９】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、包帯の下の圧力レベルが所望の陰圧レベ
ルに達するか又はそれを超えた（例えば、それよりも大きくなった）場合、監視状態１２
８０への遷移１２８４を行うように構成することができる。ポンプアセンブリはまた、遷
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移１２８４を行ったときに、ＭＰＤ再試行の試みの回数をリセットするように構成するこ
とができる。
【０１６０】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、陰圧源（例えば、ポンプ）のデューティ
サイクルを監視するように構成することができる。ポンプアセンブリは、デューティサイ
クルを周期的に及び／又は連続的に監視するように構成することができる。デューティサ
イクル測定は、漏れの存在ならびに／又は深刻度、創傷から吸引された流体（例えば、空
気、液体、及び／もしくは固体浸出物など）の流量など、システムの様々な動作状態を反
映することができる。例えば、デューティサイクル測定は多量の漏れの存在を指示するこ
とができ、ポンプアセンブリは、この状態を指示し、及び／又は電力を節約するためにポ
ンプの動作を一時的に延期もしくは一時停止するように構成することができる。この機能
性は、例えば、電池電力を節約し、ユーザの介在なしに過渡的及び／又は非過渡的な漏れ
を解決できるようにするか、あるいはユーザが漏れを直すこと（例えば、包帯を真っ直ぐ
にする、シールを直す、１つ又は複数の接続を確認するなど）ができるようにすることが
できる。
【０１６１】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、毎１０秒以下～毎５分以上の間に一回な
ど、周期的にデューティサイクルを監視するように構成することができる。幾つかの実施
形態では、ポンプアセンブリは、デューティサイクルを１分につき１回監視するように構
成することができる。これは、（例えば、割込みによって、もしくはポーリングを介して
示されるように）１分ごとに期限が来るように設定することができ、（例えば、割込みを
クリアすることによって）再始動することができる、（ファームウェア、ソフトウェア、
ハードウェア、又はそれらの組合せの）タイマーを維持することによって達成することが
できる。幾つかの実施形態では、デューティサイクルを測定する時間間隔は、ユーザによ
って設定もしくは変更される、及び／又は様々な動作状態もしくはそれらの任意の組合せ
に基づいて変えられる設定値であることができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセン
ブリは、動作状態カテゴリー１２５０（すなわち、状態１２６０、１２６６、１２７０、
１２８０、１２９０、１２９４のいずれか、及び／又はいずれかの状態間のいずれかの遷
移）にあるときにポンプを動作させるように構成されているので、この状態カテゴリーに
あるときに、デューティサイクルを監視するように構成することができる。幾つかの実施
形態では、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが、動作状態カテゴリー１２５０の特
定の状態及び／又は状態遷移、あるいは状態及び／又は状態遷移の部分集合にあるときに
、デューティサイクルを監視するように構成することができる。幾つかの実施形態では、
ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが、活動状態カテゴリー１２１０の特定の状態及
び／もしくは状態遷移、状態及び／もしくは状態遷移の部分集合、又はすべての状態及び
／もしくは状態遷移、あるいは本明細書に開示する任意の状態及び／又は状態遷移のいず
れかの組合せにあるときに、デューティサイクルを監視するように構成することができる
。図２６に示されるように、ポンプアセンブリは、状態１２６０、１２６６、１２７０、
１２８０、１２９０、１２９４のいずれかからの遷移１３０２、及び／又は状態のいずれ
かから状態１３００への遷移を行うことができ、ここで、ポンプアセンブリは、経過した
分の間のポンプのデューティサイクルを判定することができる。デューティサイクルは、
次式にしたがって判定することができる。
【０１６２】
　ＤＣ＝ｔ／Ｔ　　　（２）
【０１６３】
　式中、ＤＣはデューティサイクル、ｔは陰圧源が活動状態である持続時間、Ｔは検討中
の合計時間である。デューティサイクルを１分につき１回監視する場合（すなわち、Ｔ＝
６０秒）、デューティサイクルは次式のように（例えば、百分率で）表すことができる。
【０１６４】
　ＤＣ＝（経過した分の間のポンプ稼働時間／６０）＊１００％　　　（３）
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【０１６５】
　デューティサイクルを判定するために、ポンプアセンブリは、ポンプが活動状態（例え
ば、ポンプ稼働時間）及び／又は非活動状態であった持続時間を監視するように構成する
ことができる。
【０１６６】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、判定されたデューティサイクルを、１％
以下～５０％以上の間の範囲から選択することができるデューティサイクル閾値と比較す
るように構成することができる。比較は、例えば、システムの漏れの存在を示すことがで
きる。換言すれば、ポンプが、デューティサイクル閾値に達するか又は超えるような期間
に亘って活動状態に留まっていた場合、ポンプは漏れを克服するために酷使されているこ
とがある。かかる場合、ポンプアセンブリは、治療の送達を延期又は一時停止するように
構成することができる。ポンプアセンブリは、例えば、陰圧源を動作停止することによっ
て、ポンプが酷使されている（例えば、デューティサイクルがデューティサイクル閾値を
超えている）ことの指示をユーザに提供するように構成することができる。幾つかの実施
形態では、デューティサイクル閾値は、ユーザによって設定もしくは変更される、及び／
又は様々な動作状態もしくはそれらの任意の組合せに基づいて変えられる設定値であるこ
とができる。図２６に示されるように、ポンプアセンブリは、判定されたデューティサイ
クルをデューティサイクル閾値（例えば、９％）と比較するように構成することができる
。ポンプアセンブリは、例えば、ポンプアセンブリが状態１２５２からＩＰＤ状態１２６
０に遷移したときにリセットすることができる、過負荷カウンタを維持し更新することに
よって、閾値を超えるデューティサイクルの数を監視するように構成することができる。
【０１６７】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、状態１３００において過負荷カウンタを
更新するように構成することができる。判定されたデューティサイクルがデューティサイ
クル閾値を超えない場合、ポンプアセンブリは過負荷カウンタを減分することができる。
幾つかの実施形態では、過負荷カウンタの最小値はゼロに設定することができ、すなわち
過負荷カウンタが負になることはない。反対に、判定されたデューティサイクルがデュー
ティサイクル閾値に等しいか又はそれを超える場合、ポンプアセンブリは過負荷カウンタ
を増分することができる。
【０１６８】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、デューティサイクル閾値に等しいか又は
それを超えるデューティサイクルの合計数もしくは総数を監視するように構成することが
できる。この方策は、例えば、治療を中断することによる過渡的な漏れによって引き起こ
されることがある、１つ又は幾つかの不安定なサイクルを防ぐために、デューティサイク
ルの変動を平滑化又は平均化する助けとすることができる。幾つかの実施形態では、ポン
プアセンブリは、デューティサイクル閾値を超える連続的又は非連続的なデューティサイ
クルを監視するように構成することができる。幾つかの実施形態では、閾値は、ユーザに
よって設定もしくは変更される、及び／又は様々な動作状態もしくはそれらの任意の組合
せに基づいて変えられる設定値であることができる。デューティサイクル閾値を超えるデ
ューティサイクルの数が過負荷閾値（例えば、３０など、１～６０以上の間）を超えると
判定された場合、ポンプアセンブリは、上述したように治療が延期又は一時停止される、
一時停止状態１２１６への遷移１２３０を行うように構成することができる。幾つかの実
施形態では、ポンプアセンブリは陰圧源を動作停止するように構成することができ、それ
によって、ポンプが酷使されている（例えば、デューティサイクルが過負荷閾値を超える
）という指示をユーザに提供することができる。デューティサイクル閾値を超えるデュー
ティサイクルの数が過負荷閾値を超えると判定されなかった場合、ポンプアセンブリは、
遷移１３０４を行い、動作状態カテゴリー１２５０に留まるように構成することができる
。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、同じ状態に戻る、及び／又はポンプアセ
ンブリがそこから遷移１３０２を行った状態の間で遷移するように構成することができる
。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、異なる状態へ遷移する、及び／又は状態
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間で遷移するように構成することができる。
【０１６９】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが動作状態カテゴリー
１２５０にある状態でユーザがボタン１００２を押した場合に、治療を延期又は一時停止
するようにさらに構成される。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、手動一時停
止状態１２１６に遷移するように構成することができる。
【０１７０】
　図２７は、幾つかの実施形態によるポンプアセンブリ１０００の動作の別の状態図を示
す。幾つかの実施形態では、コントローラ１１４０は、状態図１４００のフローを実施す
るように構成することができる。幾つかの実施形態では、フロー１４００は、概して図２
５～図２６に示されるフローに類似していることができる。状態１４０２は状態１２０２
に相当し、状態１４０６は状態１２６０に相当し、状態カテゴリー１４１０は状態カテゴ
リー１２１０に相当し、状態１４１４は状態１２１４に相当し、状態１４１６は状態１２
１６に相当し、状態１４１８は状態１２１８に相当し、遷移１４２０は遷移１２２０に相
当し、遷移１４２２は遷移１２２２に相当し、遷移１４２４は遷移１２２４に相当し、遷
移１４２６は遷移１２２６に相当し、状態１４４０は状態１２４０に相当する。それに加
えて、状態カテゴリー１４５０は状態カテゴリー１２５０に相当し、状態１４６０は状態
１２６０に相当し、遷移１４６４は遷移１２６４に相当し、状態１４６６は遷移１２６６
に相当し、遷移１４６８は遷移１２６８に相当し、遷移１４２８ａは遷移１２２８ａに相
当し、状態１４７０は状態１２７０に相当し、遷移１４７２は遷移１２７２に相当する。
さらに、遷移１４７６は遷移１２７６に相当し、状態１４８０は状態１２８０に相当し、
遷移１４８２は遷移１２８２に相当し、状態１４９０は状態１２９０に相当し、遷移１４
９２は遷移１２９２に相当し、状態１４９４は状態１２９４に相当し、遷移１４９６は遷
移１２９６に相当し、遷移１４２８ｂは遷移１２２８ｂに相当する。
【０１７１】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、ＭＰＤ状態１４９０において包帯１０１
０の下で所望の陰圧レベルが確立された後、デューティサイクルを監視するように構成す
ることができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリはまた、ポンプアセンブリが
ＩＰＤ状態１４６０に留まっているままポンプが活動状態であった持続時間を考慮に入れ
ることができる。図示されるように、デバイスは、ＭＰＤ状態１４９０からの遷移１４８
４を行うように構成することができる。遷移１４８４は遷移１２８４に類似したものであ
り得るが、ＩＰＤ状態１４８０に直接遷移する代わりに、ポンプアセンブリを、状態１５
００のデューティサイクルを監視するように構成することができる。幾つかの実施形態で
は、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが監視状態１４８０及びＭＰＤ状態１４９０
に留まっている累積期間の間、デューティサイクルを監視するように構成することができ
る。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、直前又は過去の監視及びＭＰＤサイク
ル中の累積期間に亘って、デューティサイクルを監視するように構成することができる。
例えば、状態１５００に遷移する直前には、ポンプアセンブリは、持続時間Ｘ（その間ポ
ンプが活動状態である）の間、ＭＰＤ状態１４９０に留まっていることができる。それに
加えて、ＭＰＤ状態１４９０に遷移する直前に、ポンプアセンブリが持続時間Ｙ（その間
、ポンプが非活動状態であった）の間、監視状態１４８０に留まっていたと仮定して、デ
ューティサイクル（ＤＣ）を次式のように（例えば、百分率で）表すことができる。
【０１７２】
　ＤＣ＝１００％＊［Ｘ／（Ｘ＋Ｙ）］　　　（４）
【０１７３】
　デューティサイクルを判定するために、ポンプアセンブリを、ポンプが活動状態及び／
又は非活動状態であった持続時間を監視するように構成することができる。
【０１７４】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、上述したように、判定されたデューティ
サイクルをデューティサイクル閾値（例えば、９％）と比較するように構成することがで
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きる。幾つかの実施形態では、閾値は、ユーザによって設定もしくは変更される、及び／
又は様々な動作状態もしくはそれらの任意の組合せに基づいて変えられる設定値であるこ
とができる。デューティサイクルが閾値未満であると判定された場合、ポンプアセンブリ
は、監視状態１４８０への遷移１５０２を行うように構成することができる。反対に、デ
ューティサイクルが閾値に等しいか又はそれを超えると判定された場合、ポンプアセンブ
リは、状態１５０６への遷移１５０４を行うように構成することができる。幾つかの実施
形態では、ポンプアセンブリは、例えばポンプを動作停止することによって、デューティ
サイクルが閾値を超えているという指示を提供することができる。
【０１７５】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、デューティサイクルが閾値に等しいか又
はそれを超える合計時間もしくは総時間を監視するように構成することができる。この方
策は、例えば、治療を中断することによる過渡的な漏れによって引き起こされることがあ
る、１つ又は幾つかの不安定なサイクルを防ぐために、デューティサイクルの変動を平滑
化又は平均化する助けとすることができる。監視は、再始動（例えば、遷移１４７６の際
に）し更新（例えば、状態１５０６で）することができる、（ファームウェア、ソフトウ
ェア、ハードウェア、又はそれらの任意の組合せの）タイマーを維持することによって達
成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、総持続時間閾値と比
較することができる特定の総期間に亘って、デューティサイクルが閾値に等しいか又はそ
れを超えるか否かを判定するように構成することができる。閾値は、３０分など、５分以
下～２時間以上の間の範囲から選択することができる。幾つかの実施形態では、閾値は、
ユーザによって設定もしくは変更される、及び／又は様々な動作状態もしくはそれらの任
意の組合せに基づいて変えられる設定値であることができる。総期間が閾値に等しいか又
はそれを超える場合、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが治療の送達を延期又は一
時停止するように構成することができる、一時停止状態１４１８への遷移１５０８を行う
ように構成することができる。幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、例えばポン
プを動作停止することによって、この遷移をユーザに指示することができる。反対に、総
期間が閾値未満であると判定された場合、ポンプアセンブリは、監視状態１４８０への遷
移１５１０を行うように構成することができる。ポンプアセンブリは、例えば、ＯＫイン
ジケータ１０６２を明滅又は点滅させ、包帯インジケータ１０６４を動作停止することに
よって、遷移１５１０をユーザに指示するように構成することができる。
【０１７６】
　図２８は、幾つかの実施形態によるポンプアセンブリ１０００のためのデューティサイ
クル判定を示すグラフ１６００を示す。Ｘ軸は時間を表し、Ｙ軸は圧力を表す。幾つかの
実施形態では、ポンプアセンブリは、位置１６０６によって表されるように、包帯１０１
０の下の－１００ｍｍＨｇの陰圧レベルを確立するように構成することができる。例えば
、これは、状態１２６０の初期ポンプダウン中に実施することができる。ポンプアセンブ
リは、包帯１０１０の下の陰圧レベルを監視するように構成することができる。例えば、
これは監視状態１２８０において実施することができる。図示されるように、間隔１６０
２によって表されるように、ポンプアセンブリは期間ａ全体に亘って圧力を監視すること
ができる。包帯１０１０の下の陰圧レベルは、線１６２０によって示されるように、時間
全体に亘って減少する（例えば、システムの漏れに起因する）ことができる。
【０１７７】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、位置１６０８によって表されるように、
圧力減少が約－７０ｍｍＨｇの閾値に達するか又はそれを過ぎると、包帯１０１０の下の
陰圧レベルを回復するか又は再度確立するように構成することができる。幾つかの実施形
態では、線１６２２によって示されるように、ポンプアセンブリはポンプを動作させるよ
うに構成することができる。例えば、これは、保守ポンプダウン状態１２９０に遷移する
ことによって実施することができる。図示されるように、ポンプアセンブリは、－１００
ｍｍＨｇの陰圧レベルが包帯１０１０の下で再度確立されるまで、持続時間ｂ（１６０４
）に亘ってポンプを動作させることができる。ポンプアセンブリは、包帯１０１０の下の
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圧力レベルが位置１６１０において－１００ｍｍＨｇに達すると、ポンプを動作停止する
ように構成することができる。例えば、これは、監視状態１２８０に遷移することによっ
て実施することができる。１６００で示される期間（すなわち、ａ＋ｂ）全体にわたるデ
ューティサイクル（ＤＣ）は、次式のように（例えば、百分率で）表すことができる。
【０１７８】
　ＤＣ＝１００％＊［ｂ／（ａ＋ｂ）］　　　（５）
【０１７９】
　図２９は、ポンプアセンブリ１０００の幾つかの実施形態の正常な（例えば、漏れがな
いかもしくは少量の漏れ）動作１７００の非限定例を示す。ポンプアセンブリは、ボック
ス１７０２に示されるように、包帯１０１０の下の所望の陰圧レベルを確立するように構
成することができる。ポンプアセンブリは、包帯１０１０の下の圧力レベルが所望のレベ
ル（例えば、－７０ｍｍＨｇなどの第１の陰圧設定値の値）を超えて上昇した場合、陰圧
源（例えば、ポンプ）が動作し、包帯１０１０の下の圧力レベルを所望の値まで低減する
動作を開始するように構成することができる。例えば、所望の値は、ほぼ第１の陰圧設定
値の値と第２の陰圧設定値の値との間の間隔内であることができ、又はほぼ第２の陰圧設
定値の値（例えば、－１００ｍｍＨｇ）であることができる。幾つかの実施形態では、こ
れは初期ポンプダウン状態１２６０において達成することができる。
【０１８０】
　幾つかの実施形態では、包帯１０１０の下の圧力レベルが所望の値に達すると、ポンプ
アセンブリは、ボックス１７０４に示されるように、ポンプを動作停止し、包帯の下の圧
力レベルを監視するように構成することができる。例えば、これは監視状態１２８０にお
いて達成することができる。ポンプアセンブリは、例えば、センサ１０７０を読み取るか
又はサンプリングすることによって、包帯１０１０の下の圧力レベルを周期的又は継続的
に監視するように構成することができる。監視された圧力に基づいて、ポンプアセンブリ
は、ボックス１７０６において、包帯１０１０の下の所望の陰圧レベルを再度確立するた
めに、ポンプを動作又は再始動させる必要があるか否かを判定することができる。監視さ
れた圧力が低い（例えば、第１の陰圧設定値の値未満か、もしくはそれ以下）と判定され
た場合、ポンプアセンブリは、ボックス１７０８に示されるように、ポンプを動作させる
ように構成することができる。例えば、これは、ＭＰＤ状態１２９０に遷移することによ
って達成することができる。反対に、監視された圧力レベルが低くない（例えば、第１の
陰圧設定値の値を超えるか、もしくはそれ以上）と判定された場合、ポンプアセンブリは
、包帯１０１０の下の圧力レベルを監視し続けるように構成することができる。この動作
フローの間、ポンプアセンブリは、正常に動作していることをユーザに指示するように構
成することができる。１０６０ａに示されるように、ポンプアセンブリを動作させるか、
又は１０６２ａとして示されるように、ＯＫインジケータ１０６２を明滅もしくは点滅さ
せることができる。それに加えて、ポンプアセンブリは、１０６４ａ及び１０６６ａとし
てそれぞれ示される、包帯インジケータ１０６４及び電池インジケータ１０６６を動作停
止させることができる。
【０１８１】
　図３０は、多量の漏れが存在する状態におけるポンプアセンブリ１０００の幾つかの実
施形態の動作１８００の非限定例を示す。図２９に関して上述したように、ポンプアセン
ブリは、ボックス１８０２に示されるように、包帯１０１０の下の所望の陰圧レベルを確
立するように構成することができる。幾つかの実施形態では、包帯１０１０の下の圧力レ
ベルが所望の値に達すると、ポンプアセンブリは、ボックス１８０４に示されるように、
ポンプを動作停止し、包帯の下の圧力レベルを監視するように構成することができる。ポ
ンプアセンブリは、例えば、センサ１０７０を読み取るか又はサンプリングすることによ
って、包帯１０１０の下の圧力レベルを周期的又は継続的に監視するように構成すること
ができる。監視された圧力レベルに基づいて、ポンプアセンブリは、包帯１０１０の下の
所望の陰圧レベルを再度確立するために、ポンプを動作又は再始動させる必要があるか否
かを判定することができる。監視された圧力レベルが低い（例えば、第１の陰圧設定値の
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値未満か、もしくはそれ以下）と判定された場合、ポンプアセンブリは、ボックス１８０
８に示されるように、ポンプを動作させるように構成することができる。一旦所望の圧力
レベルが包帯１０１０の下で再度確立されると、ポンプアセンブリは、包帯の下の陰圧レ
ベルの監視を再び始める（例えば、監視状態１２８０に遷移する）ことができる。
【０１８２】
　幾つかの実施形態では、システムにおける１つ又は複数の漏れの存在により、ポンプア
センブリ１０１０は、ポンプの監視及び再動作の複数サイクルを実施するように構成する
ことができる。この動作フローの間、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが正常に動
作していることをユーザに指示するように構成することができる。１０６０ｂに示される
ように、ポンプアセンブリを動作させるか、又は１０６２ｂとして示される、ＯＫインジ
ケータ１０６２を明滅もしくは点滅させることができる。それに加えて、ポンプアセンブ
リは、１０６４ｂ及び１０６６ｂとしてそれぞれ示される、包帯インジケータ１０６４及
び電池インジケータ１０６６を動作停止させることができる。ポンプアセンブリは、ボッ
クス１８１０に示されるように、ポンプが頻繁に給送しすぎているか否かを継続的又は周
期的に判定するように構成することができる。図示されるように、幾つかの実施形態では
、ポンプアセンブリは、ポンプが頻繁に給送しすぎているか否かの判定の代用として、デ
ューティサイクルを使用するように構成することができる。例えば、ポンプアセンブリは
、ポンプが「酷使されている」か否かを判定するように構成することができ、それによっ
て、合計治療時間の９％などの閾値持続時間を超える間、ポンプがオンであるか否かが判
定される。換言すれば、ポンプアセンブリは、ポンプのデューティサイクルがデューティ
サイクル閾値に達するか又はそれを超えるか否かを判定するように構成することができる
。
【０１８３】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、ポンプがある持続時間に亘って酷使され
ている（例えば、ポンプが１日約２時間を超えてオンであるか、もしくは所定の時間量を
超えてオンである）と判定された場合、所望の陰圧レベル（例えば、第２の陰圧設定値の
値）が確立されている場合であっても、ポンプの動作を延期又は一時停止するように構成
することができる。ボックス１８１２に示されるように、ポンプアセンブリは、ポンプが
３０分以上の持続時間に亘って酷使されているか否かを判定するように構成することがで
きる。例えば、ポンプアセンブリは、過去３０分間に亘って監視されたデューティサイク
ル（複数可）がデューティサイクル閾値を超えるか否かを判定するように構成することが
できる。例えば、ポンプアセンブリは、ポンプが直近の３０分間で約２分４２秒以上オン
であったか否かを判定することができ、これは、９％のデューティサイクル閾値に相当す
る。
【０１８４】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、ボックス１８１４に示されるように、ポ
ンプが酷使されていると判定された場合、治療を一時停止又は延期するように構成するこ
とができる。ポンプアセンブリはさらに、「漏れアラーム」インジケータをオンにするよ
うに構成することができる。１０６０ｃに示されるように、ポンプアセンブリを動作させ
るか、又は１０６４ｂとして示される、包帯インジケータ１０６４を明滅又は点滅させ、
１０６２ｃ及び１０６６ｃとしてそれぞれ示される、ＯＫインジケータ１０６２及び電池
インジケータ１０６６を動作停止することができる。治療を再開するため、ユーザは、包
帯を真っ直ぐにし、漏れを直し、及び／又はポンプを再び動作させることが必要なことが
ある。幾つかの実施形態では、ポンプは、タイムアウトなどのため、ポンプ上のスタート
又は動作ボタンを押すことによって、再び動作させることができる。
【０１８５】
　１つ又は複数の漏れが包帯に存在している場合、幾つかの実施形態では、ポンプアセン
ブリ１０００は、所定のポンプの動作時間量の後に第２の陰圧設定値の値に達していない
場合に、治療を延期もしくは一時停止するようにプログラムするか、又は別の形でそのよ
うに構成することができる。例えば、幾つかの実施形態では、ポンプがＸ分間継続的に稼
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働しており、第２の陰圧設定値の圧力値に達していない場合、ポンプアセンブリは、ＬＥ
Ｄインジケータ、「漏れ検出」ＬＥＤインジケータ１０６４、もしくは他のアラームを含
むことができるアラームを動作させ、治療を一時停止することができる。幾つかの実施形
態では、所定の時間量は、システムの陰圧治療の合計計画持続時間の約５％であるか、又
はシステムの陰圧治療の合計計画持続時間の約３％以下～約１５％以上であることができ
る。幾つかの実施形態では、所定の時間量は、約９分、又は約４分以下～約４０分以上、
又は約６分～約１０分であることができる。
【０１８６】
　図３１は、非常に多量の漏れが存在する状態におけるポンプアセンブリ１０００の幾つ
かの実施形態の動作１９００の非限定例を示す。図２９に関して上述したように、ポンプ
アセンブリは、ボックス１９０２に示されるように、包帯１０１０の下の所望の陰圧レベ
ルを確立するように構成することができる。幾つかの実施形態では、包帯１０１０の下の
圧力レベルが所望の値に達すると、ポンプアセンブリは、ボックス１９０４に示されるよ
うに、ポンプを動作停止し、包帯の下の圧力レベルを監視するように構成することができ
る。ポンプアセンブリは、例えば、センサ１０７０を読み取るか又はサンプリングするこ
とによって、包帯１０１０の下の圧力レベルを周期的又は継続的に監視するように構成す
ることができる。監視された圧力レベルに基づいて、ポンプアセンブリは、包帯１０１０
の下の所望の陰圧レベルを再度確立するために、ポンプを動作又は再始動させる必要があ
るか否かを判定することができる。監視された圧力レベルが低い（例えば、第１の陰圧設
定値の値未満か、もしくはそれ以下）と判定された場合、ポンプアセンブリは、ボックス
１９０８に示されるように、ポンプを動作させるように構成することができる。この動作
フローの間、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが正常に動作していることをユーザ
に指示するように構成することができる。１０６０ｄに示されるように、ポンプアセンブ
リを動作させるか、又は１０６２ｄとして示される、ＯＫインジケータ１０６２を明滅も
しくは点滅させることができる。それに加えて、ポンプアセンブリは、１０６４ｄ及び１
０６６ｄとしてそれぞれ示される、包帯インジケータ１０６４及び電池インジケータ１０
６６を動作停止させることができる。
【０１８７】
　幾つかの実施形態では、１つ又は複数の漏れ（例えば、相対的に非常に高い流量を有す
る漏れ）により、ポンプアセンブリは、包帯１０１０の下の所望の陰圧レベル及び／又は
第２の陰圧設定値の値に達することができないことがある。所定の動作時間量の後に、包
帯の下の所望の陰圧レベルに達していない場合、ポンプアセンブリは、ボックス１９１４
に示されるように、ポンプを延期又は一時停止するように構成することができる。例えば
、これは待機状態１２７０に遷移することによって達成することができる。幾つかの実施
形態では、所定のポンプ動作時間量は（図３１に示されるように）１０秒であることがで
きる。幾つかの実施形態では、所定のポンプ動作時間量は、約５秒以下～約６０秒以上で
あることができる。
【０１８８】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、治療を一時停止又は延期する前に、限定
数の再試行サイクルを提供するように構成することができる。ボックス１９２０、１９２
２、及び１９２４に示されるように、ポンプアセンブリは、治療を延期もしくは一時停止
する（１９１４）前に、及び／又は「漏れアラーム」などのアラームを動作させる前に、
３回の再試行サイクルを経るように構成することができる。ポンプアセンブリの幾つかの
実施形態は、治療の一時停止及び／又はアラームの動作の前に、２回の再試行サイクル、
４回の再試行サイクルなどを経ることができる。１０６０ｅに示されるように、ポンプア
センブリを動作させるか、又は１０６４ｅとして示される、包帯インジケータ１０６４を
明滅又は点滅させ、１０６２ｅ及び１０６６ｅとしてそれぞれ示される、ＯＫインジケー
タ１０６２及び電池インジケータ１０６６を動作停止することができる。
【０１８９】
　図３２は、極めて多量の漏れが存在する状態におけるポンプアセンブリ１０００の幾つ
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かの実施形態の動作２０００の非限定例を示す。ポンプアセンブリは、高い流量の漏れに
対処しようとして電池を消耗するのを回避するため、治療の一時停止又は延期モードに迅
速に入るように構成することができる。ボックス２００１に示されるように、ポンプアセ
ンブリをオンにすることができ、それは例えば、動作状態カテゴリー１２５０へと遷移す
ることによって達成することができる。図２９に関して上述したように、ポンプアセンブ
リは、ボックス２００２に示されるように、包帯１０１０の下の所望の陰圧レベルを確立
するように構成することができる。
【０１９０】
　幾つかの実施形態では、ポンプがオンにされたがまだ包帯に接続されていないか、もし
くは包帯に適切に接続されていないときなど、漏れが極めて多量である場合、ポンプアセ
ンブリは、包帯１０１０の下の圧力を所望の陰圧レベル（例えば、おおよそ第２の陰圧設
定値の値、もしくは第１及び第２の陰圧設定値の値の間の間隔内にある値）に近付けるよ
うに試みながら、所定の時間量の間、動作するように構成することができる。ポンプアセ
ンブリは、所定の時間量が経過すると、治療を延期又は一時停止するように構成すること
ができる。例えば、これは待機状態１２７０に遷移することによって達成することができ
る。図示されるように、ポンプアセンブリは、３０秒間ポンプを動作させるように構成す
ることができる。この期間の間、包帯１０１０の下の圧力が所望の陰圧に近付けられてい
ない場合、ポンプアセンブリは、別の所定の時間量（例えば、図３２に示されるように、
１５秒間）の間、タイムアウトモード２０２０に入ることができる。この動作フローの間
、ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが正常に動作していることをユーザに指示する
ように構成することができる。１０６０ｆに示されるように、ポンプアセンブリを動作さ
せるか、１０６２ｆとして示されるＯＫインジケータ１０６２を明滅又は点滅させること
ができる。それに加えて、ポンプアセンブリは、１０６４ｆ及び１０６６ｆとしてそれぞ
れ示される、包帯インジケータ１０６４及び電池インジケータ１０６６を動作停止するこ
とができる。
【０１９１】
　幾つかの実施形態では、ポンプアセンブリは、包帯１０１０の下の所望の陰圧レベルを
確立するために、限定数の再試行サイクルを提供するように構成することができる。図示
されるように、第１の試行（もしくは任意の数の追加の試行）の後、ポンプアセンブリは
、ボックス２００２に示されるように、包帯の下の所望の陰圧レベルを確立又は再度確立
するように構成することができる。幾つかの実施形態では、ボックス２０１４に示される
ように、第１の試行後に包帯１０１０の下の圧力が所望のレベル（例えば、おおよそ第２
の陰圧設定値の値、もしくは第１及び第２の陰圧設定値の値の間の間隔内にある値）に近
付くことなく、ポンプアセンブリが別の所定の時間量の間、動作する場合、ポンプアセン
ブリは、ポンプダウンを再試行することなく治療を延期又は一時停止するように構成する
ことができる。ポンプアセンブリは、ポンプアセンブリが（例えば、タイムアウトによっ
て、ユーザがボタンを押すことによって）再動作されるまで、延期又は一時停止状態に留
まるように構成することができる。ポンプアセンブリは、この状態でアラームを動作させ
るように構成することができる。この動作フローの間、ポンプアセンブリは、１つ又は複
数の漏れが存在することをユーザに指示するように構成することができる。１０６０ｇに
示されるように、ポンプアセンブリを動作させるか、又は１０６４ｇとして示される、包
帯インジケータ１０６４を明滅又は点滅させ、１０６２ｇ及び１０６６ｇとしてそれぞれ
示される、ＯＫインジケータ１０６２及び電池インジケータ１０６６を動作停止すること
ができる。
【０１９２】
　本明細書の説明及び請求項全体を通して、「備える（comprise）」及び「含む（contai
n）」という用語、ならびにその用語の変形、例えば「comrising」及び「comprises」は
、「～を含むがそれに限定されない（including but not limited to）」ことを意味し、
他の部分、追加物、構成要素、整数値、又はステップを除外することを意図しない（且つ
除外しない）。
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【０１９３】
　本明細書の説明及び特許請求の範囲全体を通して、文脈において別の形で求められない
限り、単数形は複数形を包含する。特に、不定冠詞が使用される場合、本明細書は、文脈
において別の形で求められない限り、複数ならびに単数を企図するものとして理解される
べきである。さらに、幾つかの実施形態では、約という用語は、本明細書において別の形
で提示されない限り、提示される値の１０％以内の値を指すことを意味する。
【０１９４】
　本明細書に提供される、閾値、限界、持続時間、タイムアウト、再試行カウントなどの
任意の値は、絶対値であることを意図せず、それにより、近似であることができる。それ
に加えて、本明細書に提供される、任意の閾値、限界、持続時間、タイムアウト、再試行
カウントなどは、固定であるか、又は自動的にもしくはユーザによって変えることができ
る。さらに、本明細書で使用するとき、基準値に対して、～を超える、～よりも大きい、
～よりも少ないなどの相対的な語は、基準値に等しいことも包含することが意図される。
例えば、正である基準値を超えるということは、基準値に等しい、又はそれよりも大きい
ことを包含することができる。
【０１９５】
　特定の態様、実施形態、又は例と併せて記載される特徴、整数値、特性、化合物、化学
的部分、もしくは群は、不適合性でない限り、本明細書に記載される他の任意の態様、実
施形態、又は例に適用可能であることが理解されるべきである。本明細書（任意の添付の
請求項、要約書、及び図面を含む）に開示する特徴のすべて、ならびに／あるいは本明細
書に開示する任意の方法又はプロセスのステップのすべては、かかる特徴及び／又はステ
ップの少なくとも幾つかが相互に排他的である組合せを除いて、任意の組合せで組み合わ
されてもよい。保護は、任意の上述の実施形態の詳細に限定されない。保護は、本明細書
（任意の添付の特許請求の範囲、要約書、及び図面を含む）に開示する特徴の任意の新規
なもの、もしくは任意の新規な組合せにまで、あるいは本明細書に開示する任意の方法又
はプロセスのステップの任意の新規なもの、もしくは任意の新規な組合せにまで及ぶ。
【０１９６】
　特定の実施形態について記載してきたが、これらの実施形態は単なる例示として提示し
てきたものであり、保護の範囲を限定しようとするものではない。実際には、本明細書に
記載した新規な方法及びシステムは、様々な他の形態で具体化されてもよい。さらに、本
明細書に記載した方法及びシステムの形態における、様々な省略、置換、及び変更が行わ
れてもよい。当業者であれば、幾つかの実施形態では、図示及び／又は開示されるプロセ
スで行われる実際のステップは、図面に示されるものと異なっていることがあることを認
識するであろう。実施形態に応じて、上述したステップの特定のものが除去されてもよく
、他のものが追加されてもよい。したがって、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲を
参照することによってのみ定義されるものとする。添付の特許請求の範囲及びそれらの等
価物は、保護の範囲及び趣旨内にある形態又は修正を網羅するものとする。例えば、図面
に示される様々な構成要素は、プロセッサにおけるソフトウェア及び／もしくはファーム
ウェア、コントローラ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ならびに／又は専用ハードウェアとして実
現されてもよい。さらに、上述した特定の実施形態の特徴及び属性は、追加の実施形態を
形成するのに異なる手法で組み合わされてもよく、それらすべてが本開示の範囲内にある
。本開示は、特定の好ましい実施形態及び用途を提供するが、本明細書に記載した特徴及
び利点のすべては提供しない実施形態を含む、当業者には明白である他の実施形態も、本
開示の範囲内にある。したがって、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲を参照するこ
とによってのみ定義されるものとする。
【符号の説明】
【０１９７】
　　１００　減圧創傷治療装置
　　１０２　創傷包帯
　　１０４　ポンプアセンブリ
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　　１０６　導管
　　１０６ａ　第１の端部
　　１０６ｂ　第２の端部
　　１０８　ポート
　　１１２　コネクタ
　　１１４　導管
　　１１４ａ　コネクタ
　　１２０　ハウジング
　　１２０ａ　第１のハウジング部材
　　１２０ｂ　第２のハウジング部材
　　１２０ｃ　ガイド、チャネル
　　１２１　タブ
　　１２２　制御ボタン
　　１２３　窪み
　　１２４　電池カバー
　　１２４ａ　ラッチ、タブ部材
　　１２４ｂ　ガイド、突出部
　　１２４ｃ　窪み
　　１２４ｄ　突出部
　　１２５　電池接点
　　１２８　コネクタ
　　１３２　ライト
　　１４０　導管
　　１４２　電池
　　１４８　シールストリップ
　　１５０　第１のパッケージング要素
　　１５１　カバー
　　１５３　周縁部分
　　１９０、１９２、１９３、１９４、１９６、２００ａ、２００ｂ　陥凹部
　　１９５　隆起
　　２２０　電池区画
　　２２２　電池接点
　　２２４　電線
　　２３０　制御盤
　　２３２　ポンプ
　　２４０　マニホルド
　　２４６　一方向フロー弁
　　２５０　入口ポート
　　２５２　出口ポート
　　２６０　ポート
　　２６１　開口部
　　２６２　導管
　　２７０　締結具
　　２７２　ラベル
　　３００、３１０、３２０、３３０、３４０、３５０、３６０、３６５、３７０、３８
０、３９０、３９５、４００、４０５、４１０、４２０　パッケージング要素
　　１０００　ポンプアセンブリ
　　１００２　ボタン
　　１０２０　ハウジング
　　１０３０　一方向フロー弁
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　　１０４０　制御盤
　　１０５０　コネクタ
　　１０６０、１０６２、１０６４、１０６６　インジケータ
　　１０７０　圧力センサ
　　１０８０　電池カバー
　　１０９０　陰圧源
　　１０９２　電気モータ
　　１１００　電池区画
　　１１１０　出口
　　１１２０　入口
　　１１３０　電池セル、電源
　　１１４０　モジュール
　　１１５０　入／出力モジュール
　　１１６０　コントローラ
　　１１７０　メモリ
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